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    Ｐｒｏｌｏｇｕｅ


    　ビキニ装束を身に着けた少女忍者が高々と[image: ]こぶしを上げた。


    　そして、まだ膨ふくらみかけの胸で大きく息をするごとに、汗がはじけて散った。


    　夏の陽射しの中を戦い抜いた身体は熱を帯び、露出した肌がきらきらと光っていた。


    　闇色のビキニが夕日に照らされて茜あかねに染まり、勝者としてそこに立つ少女忍者をさらに美しく見せていた。


    『宇う須ず神社奉納シノビファイト、優勝者　ビキニンジャ・ゆりか！』


    　少女忍者に駆け寄った立たち会あい忍にんがそう宣言すると、たちまち大歓声が巻き起こった。


    



    　彼女の名は舞まい岳たけゆりか。美び姫き尼にの里のビキニンジャである。


    



    　参加者七十一名により行われた戦いを制したゆりかは、自分の生きるべき場所を身体で感じはじめていた。


    　春に祖母である八や尾お美姫尼から免許皆かい伝でんを授けられ、行方不明の母ひなぎくを捜し里を出た時にはなかった感覚だった。


    　今まで自分の生き方に疑問を持ったことはなかった。


    　自分がビキニンジャである理由は八尾美姫尼の孫であることだけで十分だったからだ。


    　だが宇須市に来て、元忍者である堤つつみ庵いおりと出会いそして戦い、この奉納シノビファイトでアイドル忍者隊ビキニン・Ⅴフアイブを倒したとき、ゆりかはこれまで感じたことのない高揚感と充足感を得ていた。


    「これが……私がビキニンジャである理由……」


    　ゆりかは高鳴る胸の鼓動を感じつつ大空を見上げた。


    「おーい!!　ゆりかー!!　ゆーりーかー!!」


    　見上げた先、ビルの屋上で祐ゆう之の介すけが力いっぱい手を振っていた。


    「祐之介くん」


    　祐之介の声に我に返ったゆりかは、ポーチからケータイを取り出すときゅっと握り締め大きく手を振り返した。


    「祐之介くん！　ありがとう！」


    　ゆりかが手を振る先には、この戦いで得たもう一つのものがあった。


    「サスケちゃん、私この街に来てよかったよ……」


    　突然、ゆりかの手の中のケータイから声がした。


    『ゆりちゃん!?　ゆりちゃん!?　聞こえてる!?』


    　それは電源が入ったままだったケータイから聞こえる祐ゆう之の介すけの母の声だった。


    「おばさま！」


    『やったな！　ゆりちゃん！』


    　奥からは祐之介の父の声も聞こえた。


    『すごかったよ！　お、まだテレビに映ってるぞ！』


    「おじさま！」


    　おじさまの声が遠ざかり、またおばさまが話しかけてきた。


    『ゆりちゃん!?　大丈夫なの??』


    「はい平気です！」


    『平気なわけないでしょ!!　 身体中傷だらけじゃない!!』


    「ごめんなさい……」


    『心配ばかりさせて……早く帰っていらっしゃい』


    「はい！」


    　そう言ってケータイを切ると、ゆりかは再び大空を見上げた。


    　そして大きく息を吸い込み、熱くなった胸を撫で下ろし心の中でつぶやいた。


    



    



    「お母さん……きっと捜し出してみせる」


    



    



    　日が暮れて活気を増した繁華街、その裏通りにひっそりと建つ隠かくれ家が的なバー。


    　店内ではスーツ姿の男女がグラス片手に言葉を交わしていた。


    　グラスを磨みがくマスターをはじめ、客の全員がこの街で暮らす忍者である。


    　忍者でありながら一般人と生活を共にする兼業忍者というものは、普通なら身なりにも気を遣うものだ。


    　だが、そんなことはお構いなしの男達が店の奥に陣取って、大きな笑い声を上げながら祝杯をあげていた。


    　男達は揃って忍しのび装しよう束ぞくに身を包み、泥と汗で薄汚れたその姿は最近まで山やま籠ごもりでもしていたかのようであった。


    「くくくっ、鍛きたえるほどに強くなる……この感触がたまらん」


    「このまま我ら三人で頂点を目指すのも悪くない」


    「頂点といえば──」


    　男達の一人が話題を変えた。


    「先週のシノビ新聞には驚いたな」


    「あの『ビキニンジャ、絆きずなが呼んだ逆転勝利』という記事か。全く信じられん」


    「八や尾お美び姫き尼にの孫娘がたった五人の小娘達に苦戦するとはな」


    「三百年間最強と恐れられた美姫尼流は、こけおどしだったというわけだ」


    「それに気になるのは、ビキニンジャが使ったという忍術だ」


    「ああ。変化する黒い影……まるであの影かげ忍にんエックスだ」


    「もしや影忍殿は美姫尼流の者？　いや、ビキニンジャ自身なのか？」


    「それはあるまい。あのとき影忍殿は俺達の前にいたんだ」


    「なるほどー。興味深い話だね、お二人さん」


    　最初に話題を変えた男の声が突然乙女のものへと変わった。


    　同時にその乙女声の忍者は凄すさまじい気を店中に放った。


    　二人は仲間の男が他た忍にんにすり替わっていたことにようやく気づいた。


    　それも店中の忍者が一瞬で金縛りにあうほどの強大な力の持ち主であったことに。


    　乙女声の忍者はくつろいだ様子で話を続けた。


    「無事にお家に帰りたければ、正直に答えてね」


    『……』


    　二人は何度もつばを飲み込んだが声が出せなかった。


    　身体が震え、尋じん常じようでない量の汗が次から次へと吹き出した。


    　その様子を見て、乙女声の忍者はほんの少しだけ殺気を緩ゆるめた。


    「じゃあ、瞬まばたきで答えて。片目が『はい』、両目が『いいえ』、わからないときは両目を長く瞑つむってね。了解？」


    　二人は乙女声の忍者に『はい』と合図した。


    「ん。あんた達が影かげ忍にんに会ったとき、他にも乱らつ破ぱ者ものはいた？」


    『はい』


    「そいつらの居場所の見当はつく？」


    『いいえ』


    「影忍の行方は？」


    『わからない』


    「あ、そうだ。あんた達、野の良らシノビファイトをやったこと認めるね？」


    『はい』


    「無許可で戦う野良シノビファイトは重罪だってわかってる？」


    『はい』


    「じゃあ最後。わたしが合図するまでその目を瞑つむっていること。はい瞑って！」


    　二人は乙女声の忍者に言われるままに目を閉じた。


    『…………』


    　目を閉じていた時間は数分にも数時間にも感じられた。


    　いつの間にか店にざわめきが戻り、二人はようやく先ほどまでの殺気が消え失せていることに気がついた。


    　二人はゆっくりと目を開けた。


    　すると二人の周りを見慣れぬ黒装束の忍者達がぐるりと取り囲んでいた。


    　彼らはシノビ協会の乱波者捕ほ縛ばく隊であった。


    「忍にん闘とう法ほう違反の容疑で連行する」


    　二人はテーブルに手をつき、頭こうべを垂れ、小さく『はい』と答えた。


    「掟おきて破やぶりの乱波者に法の庇ひ護ごはない。大人しく罰ばつを受け、悔い改めるがいい」


    　捕縛隊に連れられ二人が店を出ると、入り口にあの乙女声の忍者が立っていた。


    　二人はその存在に気づき身体を硬直させた。


    　乙女声の忍者は二人に笑顔を向けながら自身の首を引っこ抜いてみせた。


    　炎のような赤い髪をした美少女の顔が現れた。


    「……楠くす木のきサスケ」


    「わたしがすり替わってたあんた達のお仲間は、もうとっくに檻おりの中だよ」


    「……」


    「絶対的な強さってのは、本当にあるんだよ。罪を償つぐなったら故郷に帰りなさい」


    　二人は護送車に乗せられ、夜の街へと消えていった。


    　捕縛された二人は、二度と影忍エックスに与えられた力を振るうことはないだろう。


    　この後、二人の野心は絶望によって完全に摘つみ取られることになるからだ。


    　護送車を見送ったサスケは全身の変装を解き、いつものさっぱりした忍者装束へと姿を変えた。


    



    「やれやれ……ゆりかにはひなぎくさん捜しの前に、美び姫き尼に流の健在をしっかりアピールしてもらわないとダメね」


    



    　奉ほう納のうシノビファイトの日を境に影かげ忍にんエックスはその動きを潜めていた。


    　それはまるで捕食を終えた猛獣が、次の狩りまでの休息を取るかのようだった。


    　真意は謎なぞのままだったが、おかげで世間を騒がせていた乱らつ破ぱ者もの達も、シノビ協会により一いつ掃そうされつつあった。


    　ビキニンジャこと舞まい岳たけゆりか、彼女が戦った宇う須ず神社奉納シノビファイト。


    　そこでのゆりかとビキニン・Ⅴフアイブの戦いには議論が巻き起こり、ゆりかの苦戦ぶりに忍者界では『美姫尼流恐ルルニ足ラズ』とうそぶく者さえ出てきた。


    　美姫尼流を大きな権威としてきたシノビ協会は、乱波者達の捕ほ縛ばくを進めると同時にその権威回復を迫られることになった。


    



    　ゆりかが里を下りたことが、忍者界に波乱をもたらす結果となったのである。
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    　我が家には忍者がホームステイしている。


    



    　オレの名前は祐ゆう之の介すけ。忍者の名前は舞まい岳たけゆりか、でも人は『ビキニンジャ』と呼ぶ。


    



    　オレも父さんもビキニ姿の忍者だからビキニンジャなんだと思っていたんだが、アイツ、ゆりかの話では、美び姫き尼にの里に住む美姫尼流の忍者、その中でも免許皆かい伝でんを授かったものだけに与えられる称号らしい。


    　でもまあ、テレビや新聞でもビキニ姿の忍者をビキニンジャと言っているので、あまり大きな問題ではないらしい。


    　ちなみに年はオレより二つ上の中学二年生。


    　家から一番近い中学校に通いながら、いつもは母さんの手伝いを、学校が休みの日には七年前に行方不明になったという母親捜しをしている。


    　それがゆりかが家にいる間に行わなければならない忍にん務むだ。


    　忍務というのは忍者が行う仕事のことで、この忍務が終わるとゆりかはまた里へ帰ってしまうらしい。


    　もちろん、ゆりかの母親捜しは応援しているが、オレも父さんもせっかく本物の忍者と一緒に住めるのだから、一日でも長くゆりかにいてもらいたいとも思ってしまう。


    　そういえば、あからさまなのはオレや父さんよりも母さんだ。


    　あの日から母さんは、朝から晩まで『ゆりちゃん、ゆりちゃん』と言って、やれ家事の特訓だのなんだのと、前にも増してゆりかの世話ばかり焼いている。


    　昨日の夕食のときには、『ゆりちゃん、もううちの子になっちゃいなさい』なんて言い出す始末だ。


    　ちょっと、オレはいったいどうなるんだ？


    「祐之介は代わりに忍者の里に行って、鍛きたえてもらいなさい。その方がもっと男らしくなれるかも」


    　おいおい母さん、オレはいらない子かよ！


    「それはいい考えだ！　そうしなさい」


    　父さんはそう言うだろうと思ったけど、少しは止めてくれよ！


    「祐之介くん、庵いおりさんに白しら滝たきの里さとを紹介してもらおうか？」


    　ゆりか、おまえが言うと洒落しやれにならんぞ！


    「冗談よ」「冗談だ」「冗談ですよ。祐之介くん」


    　……。


    　まあ、そんなわけで、我が八や戸ど刈かり家にはゆりか、いやビキニンジャがいることが当たり前になっていた。


    　夏休みのプール開放に来ていたオレは、空を見上げゆりかのことを考えていた。


    



    「なあ、祐ゆう之の介すけ。ゆりかさんは元気か」


    　オレはクラスメートの高たか橋はしの声で現実に呼び戻された。


    「元気だよ。今日は母さんと買い物に行ってる。お前も毎日毎日同じ質問すんなよな」


    「俺だってな、毎日ゆりかさんに会えれば聞かねーよ」


    　そのまま高橋はプールに飛び込み、仰あお向むけに浮かびながら器用に手足をばたつかせた。


    「あー、ゆりかさんと一緒に小学生最後の夏休みを満まん喫きつしてえ！」


    　後ろから聞きなれた女子の声がオレたちの会話に割り込んできた。


    「相手は忍者で、中学生よ。小学生コドモのあんたなんて相手にされないわよ」


    「なんだよ安あん堂どう」


    　振り向くと、そこには同じクラスの安堂夏なつ子こが立っていた。


    　安堂はスイミング帽を脱ぎ、プールで濡ぬれた髪を整えながら高橋に言った。


    「あんたほど幼よう稚ちじゃないわ」


    「へっ、コドモにコドモと言われてもな」


    「なによ」


    「なんだと」
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    　幼馴染同士の他愛たわいもないやりとりに、オレも気が緩ゆるみ、つい思いが口に出た。


    「そうだよな。最後の夏休みなんだよな」


    「……急にどうしたのよ、祐ゆう之の介すけ」


    「べっつに」


    「ふうん」


    　不意に安あん堂どうが立ち上がって背伸びをした。


    「あーあ、最後の夏休みくらい宿題出さないでほしかったわ」


    　安堂の意外な言葉に、オレは驚いて言った。


    「……どうした、なにがあったんだアンドーナツ」


    「オレたちと同じ意見だ」と、高たか橋はしもびっくりして言った。


    「そ、それがなによ」


    「今年の夏は何かが起こるぞ、祐之介」


    「どういう意味よ、高橋」


    　高橋の言葉に、安堂がすかさず突っ込みを入れた。


    　すると高橋が『べっつに』と、オレの真ま似ねをしてみせた。


    「いちいち人の真似をするんじゃないわよ、原人」


    「プールに入れアンドーナツ。そして揚げたてのドーナツみたいに浮け」


    　高橋と安堂の小こ競ぜり合あいを横目に、オレはまたゆりかのことを考えはじめていた。


    　夏休みはまだ一か月もある。


    　これだけあればゆりかの母親捜しも進むだろうか。


    　そういえば、ゆりかが言っていた『ビキニ参り』はどうなったんだろ。


    　昼間は母さんがゆりかを独占しているし、週末は珠しゆ里り軒けんの店長さんと遠くへ母親捜しに出かけてしまう。


    　このうえ、ゆりかがビキニ参りなんてはじめたら、オレはいつゆりかと一緒にいられるんだろう？


    「祐之介。あんたやっぱりなんか変よ」


    「ゆりかさんのこと考えてたんだろう、しかもビキニ姿」


    「なによそれ、エロ原人」「うるさい、ドーナツ子」


    　オレは二人の会話をよそに、ゆりかのことを考え続けていた。


    「ビキニ……参りか」


    「祐之介。あんた本当に大丈夫？」


    「やっぱり、何かが起こるぞ」


    　そうだ、きっと今年の夏休みは何かが起こるだろう。


    　なんたってオレの家にはビキニンジャ、いやゆりかがいるんだから。
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    「ただいま」


    　学校のプール開放から帰ってきたオレが玄関を開けると、ゆりかが笑顔で迎えてくれた。


    「おかえり、祐ゆう之の介すけくん。外は暑かったでしょ。麦茶用意しておいたよ」


    　忍者であるゆりかは、オレ達一家の誰かが帰宅してくるのを事前に察知できるらしい。


    　まるで、犬並みの鼻の良さだ。


    「おお、サンキュー」


    　オレは濡ぬれた水着とタオルを洗濯場の籠かごに放り込むと、クーラーの効いたリビングへと向かった。


    「あれ、母さんは？」


    「町内会長さんの家に回覧板を返しに行かれましたよ」


    「ああ、宇う須ず市大花火大会のお知らせだっけ」


    「そうです。楽しみだよね」


    「楽しみだよな」


    「うん」


    　テーブルにはコップが曇るほど冷えた麦茶が置かれていた。


    　久しぶりにゆりかとオレの二人っきりだ。


    　そんな状況に少し緊張しつつ、オレは麦茶を口に含んだ。


    「あまっ！」


    　のどが痛くなるほど甘い。


    「な、なんで麦茶に砂糖なんだよ。甘すぎて別の飲み物になってるぞ」


    「実家では、砂糖入り麦茶は夏の贅ぜい沢たくだったよ」


    「いいから飲んでみろ」


    「あまっ！　な、なにこれ、なんでこんなに甘いの」


    「これはゆりかが作ったんだろう。母さんから料理の特訓を受けてるのに、なんでこんな失敗作になるんだ？」


    「ちゃんと教わったことはメモも取ってるし、復習もしてるんだけどな」


    　そうだ、ゆりかは毎日熱心に特訓をしている。


    　それを知っているからこそ、このありさまが不思議でならないのだ。


    「おかしいな……」


    「なんで上達しないんだろうな」


    「それがわかんないんだよね」


    「とりあえず、作った料理を人に出す時はまず味見してくれ」


    「出す料理に手をつけるなんて失礼だよ」


    「こんな麦茶を出すのは失礼ではないと」


    「う……ごもっともです。作り直してくるよ」


    　ゆりかはそう言ってリビング隣の台所へ麦茶を持って行った。


    「薄めれば飲めるかもな」


    「じゃあ倍に薄めて、半分は私が飲むね」


    「おう」


    　ゆりかが台所でかたかたと麦茶を作り直しはじめた。


    「あ！」


    「おい、あ！　ってなんだよ」


    　ゆりかが手を止め、台所から顔を出しオレに話しかけてきた。


    「そうだ、ビキニ参りの日程が決まったから、夕食の後でみんなに説明するね」


    「お、おう」


    　オレは少し動揺し、ぶっきらぼうに返事をした。


    



    　ゆりか特製麦茶からは、ちょうどいい甘さの麦茶が八杯できた。


    



    　夕食を済ませたオレ達一家は、氷を入れたゆりか特製麦茶をデザート代わりにいただきながら、ゆりかの話を聞いていた。


    



    「壬み綱づなの里というアイドル忍者だらけの里があるのですが、そこでは毎年水着忍者同士の対戦が行われるんです」


    「八月中開催される『夏の女王サマークイーンシリーズ』だね」


    　さすがは忍者好きの父さん。


    　こういう話にはすこぶる詳しい。


    「はい。今年は私が参加するのでビキニ忍者限定にルールを変更したんだそうです」


    「それで『ビキニ参り』か。凄すごいな、ゆりちゃんのためのシリーズか」


    「いつから行くの？」


    「明後日あさつてからです」


    「ずいぶん急ね。でも、その間お母さん捜しはどうするの」


    　母さんが引き止めるように、ゆりかの母親捜しを引き合いに出した。


    「庵いおりさんにお願いしようと思います」


    「珠しゆ里り軒けんのマスターだね」


    「そう、珠しゆ里り軒けんさんにはお世話になりっぱなしね。なにかお礼を差し上げないといけないわね」


    「そうだな。でもちょっと寂しいなぁ。一か月もゆりちゃんが家にいないなんて」


    「そうね……でも忍にん務むなんだから、仕方ないわよ」


    「おじさま、おばさま……」


    　オレも正直がっかりだ。ビキニ参りのことは聞いていたけど、一か月は長すぎる。


    　このままじゃ、今年の夏休みが普通の夏休みになってしまう。


    　なにか、なにか良いアイデアはないのか……。


    



    「……オレも行くよ」


    



    　ふと、気持ちがそのままオレの口から漏もれて出た。


    「え？」


    「ゆりかについて行くって」


    「ええ？」


    「祐ゆう之の介すけくんが私と？」


    「オレもゆりかのビキニ参りについて行く」


    



    　オレの思いつきの一言で、八や戸ど刈かり家の家族会議がはじまった。


    



    「ゆりちゃんは忍務で行くのよ。迷惑でしょう」


    「一緒に来てくれるのは問題ないのですが、私の忍務中に祐之介くんをひとりにしてしまうのが問題です」


    「オレはひとりでも平気だぞ」


    「ゆりちゃんはそういう意味で言ったんじゃないんだ」


    「この前は忍者の里に行って鍛きたえてもらえって言ってたじゃん！」


    「冗談に決まってるでしょう」


    「父さんはちょっと本気だったが」


    「あなた！　馬鹿なこと言わないで」


    　様子を見かねたゆりかが、小さく手を挙げながら言った。


    「あの、私シノビ協会に相談してみます。明日呼び出されているので」


    「ゆりちゃん！」


    「お願いするよ」


    「あなたまで！　……もう」


    「ねえ父さん、問題が解決したら、ゆりかについて行っていいのか」


    「父さんは賛成だ。夏休みなんだから、思い出をたくさん作らなきゃな」


    　さすがは父さん、やっぱり話がわかる。


    「……母さんは？」


    「そうね……。協会の許しが出たら、行ってもいいわよ」


    「やったぜ！」


    「でも、夏休みの宿題はどうするの？　プリントとドリルは向こうに持って行くとして、自由研究があるでしょ？」


    「そうだった、夏休みの宿題には自由研究という大難問があったのだ！」


    　夏休み前日まで自由研究のテーマが決まらなかったオレと高たか橋はしは、安あん堂どうのアマガエルの繁はん殖しよくを研究するのに混ぜてもらったのだ。


    　今年の夏休みは、アマガエルのつがいを観察しながら産卵まで見守る予定だ。


    　観察は三人みんなで行い、学校のプール開放日に観察日記を見せ合うことにしていた。


    　しかし安堂のやつ、カエルやザリガニが大嫌いだったのに、アマガエルなんてよく飼う気になったもんだ。


    「アマガエルは安堂に預けるよ。もともと無理やり混ぜてもらったんだし」


    「じゃあ、祐ゆう之の介すけの自由研究はどうするの」


    　すると父さんがぽつりと言った。


    



    「忍者の里を研究するってのはどうだろう？」


    「それそれ！」


    　ナイスアイデア父さん！


    　オレは父さんの息子でよかったよ！


    「そうね、一応は社会見学にもなるのかしら」


    「絶対になるよ！　な、ゆりか」


    「え、あ、はい。たぶん」


    「よし、決まり。オレもゆりかと行く」


    「気が早いわよ」


    「ぜったい決まりさ！　な？　な？　ゆりか」


    「努力します」


    　母さんが許してくれるのなら、ほぼ決定だ。


    「いやあ、楽しみだねえ」


    「あなたが期待してどうするの」


    　あとは明日、ゆりかがシノビ協会にうまく言ってくれるのを待つばかりだ。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    　翌日、ゆりかは中華料理店『珠しゆ里り軒けん』の店長兼忍者である堤つつみ庵いおりと待ち合わせて、一緒にシノビ協会宇う須ず支部ビルへと向かった。


    　庵は一度は現役を退しりぞいていたが、シノビファイトでゆりかに敗戦したことで母親捜しを手伝う条件を受け入れ、忍者に復帰していた。


    　一九〇センチを超えるその体つきは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、引退後もその肉体を維持し続けていたところをみると、忍者稼業もまんざらではないようだ。


    　ゆりかにとっては、はじめての仲間であり、頼れる男オトナである。


    「庵さん。壬み綱づなの里は、ビキニ参りについての用だとして、シノビ協会は私になんの用があるんでしょう」


    「俺達二人が呼ばれるということは、『ひなぎくさん捜索』について……かもしれんな」


    「お母さんの？」


    　ゆりかは、庵と珠里軒の常連客であるサラリーマン忍者三人組の協力を受け、捜索隊を編制していた。


    　だが、奉ほう納のうシノビファイトを境に、ゆりか達の捜索は行き詰まりを見せていた。


    　ほどなく二人はシノビ協会宇須支部ビルに到着した。


    　シノビ協会とは、全国の忍者の里を統とう括かつ、援助する組織である。


    　明めい治じ維い新しんの頃、侍さむらい同様『過去の遺物』になりつつあった忍者達が生き残りを図り設立したものであり、傘さん下かの里同士は協力し合い、競い合うことで社会にも貢献し発展してきた。


    　そんなシノビ協会は、忍者達の情報交換の場所でもあるのだ。


    



    　二人が受付で用件を伝えると、案あん内ない忍にんがエレベータで最上階へと連れて行ってくれた。


    　そこには協会の職員が何人も緊張した面おも持もちで待ち構えており、ゆりかの顔を見るなり深々と頭を下げた。


    「これはこれは、舞まい岳たけゆりか様。本日はお忙しいところをわざわざお越しいただき、誠にありがとうございます」


    「あ、はい、どうも」


    　ゆりかは、またかという気持ちで作り笑いを浮かべた。


    　忍者界では超有名人である祖母、八や尾お美び姫き尼にの孫娘というだけで、忍者の集まるところではいつもこの調子であった。


    「壬み綱づなの里の遣いが来ているという話だが」


    　庵が鋭く職員の世せ辞じを断ち切った。


    「あ、はい。こちらでございます」


    　二人はお辞じ儀ぎの列の横を職員に連れられて、フロアの奥の部屋へと歩いて行った。


    「中でお待ちでございます」


    　そう言うと、職員が丁重に部屋のドアを開けた。


    



    「いらっしゃいゆりか、それに大将」


    　部屋の中で待っていた赤い髪の少女忍者が軽く右手を挙げた。


    



    「サスケちゃん？」


    「お前一人か？　壬み綱づなの里はどうした」


    「そっちもわたしが引き受けてきたの」


    　庵いおりの質問にその少女忍者、楠くす木のきサスケはさらりと答えた。


    



    　楠木サスケはシノビ協会の捜査員であり、戦うアイドル忍者でもある。


    　彼女の名である『サスケ』は、申さる鳶とびの里が代々受け継いできた忍者の象徴であり、それを襲名した者は全国の忍者の模範として、いつの時代も世のため人のため働いてきた。


    　忍者がいまの地位を築いたのも、歴代サスケの力が多分にあるのである。


    



    「わたしは今日も仕事が詰まってるから、早さつ速そくはじめましょ。まず一つ目、ゆりか」


    「うん」


    「シノビ協会から要請があります。二度とこの前の宇う須ず神社奉ほう納のうシノビファイトのような戦い方はしないこと。これが約束できないなら、ビキニ参りを辞退するように」


    「どういうこと」


    「最近ね、美び姫き尼に流を軽かろんじている者が増えているの」


    「どうして？」


    「原因は、奉納シノビファイトでのゆりかの戦いぶりよ」


    「私？」


    「そう。ゆりかが中途半端な戦いをしたもんだから、美姫尼流を甘く見る忍者が出てきたのよ。とくに乱らつ破ぱ者もの達の間にね」


    　腕を組みサスケの話を聞いていた庵が割って入った。


    「なるほど。忍者の間で神格化されている『美姫尼流』への畏い怖ふは、忍者界の風紀を保つ一因になってる。その権威が弱まれば、当然悪乗りする輩やからも増えるというわけか」


    「そういうこと」


    「そんな！」


    　ゆりか自身、不ふ甲が斐いない戦いをしたという反省はあった。


    　しかし、その影響が思いもよらぬ形で忍者界に広まっていることを知らされ、ゆりかは戸惑った。


    「ゆりかには、公おおやけの場で美び姫き尼に流の健在をアピールしてもらいたいの。誰もが『やっぱり美姫尼流は強かった』と思うような戦いをしてほしいわけ。どう？　約束できる」


    「うん、約束する」


    「その言葉は確かだね。じゃあ二つ目、白しら滝たき流、堤つつみ庵いおり」


    「うむ」


    「これもシノビ協会から。ひなぎくさんの捜索として影かげ忍にんエックスを追うなら、わたしと行動して」


    「ほう」


    　影忍エックスとは、ゆりかの母と思おぼしき者である。好戦的な忍者をそそのかし、社会に害をなす『不良忍者＝乱らつ破ぱ者もの』を増やしている悪あく忍にんと考えられている。


    「わたしの影忍エックス追跡は隠おん密みつなの。知られたからには仲間に引き込むか、始末するしかないわ」


    　瞬間、サスケからは、その笑顔とは裏腹に恐ろしいほどの殺気が沸わき立った。


    　庵は腕組みをほどくことなく、静かにその殺気を全身で受け止めた。


    「サスケちゃん！」


    「選択の余地はないな」


    「気休めってわけじゃないけど、そちら側が損をしない配はい慮りよはするよ。できる範囲で」


    「だそうだ、ゆりか。チームの代表として俺に指示してくれ」


    「庵さん、お願いします」


    「ということだ、サスケ」


    「わかった。じゃあ次が最後、ゆりか」


    「うん」


    「壬み綱づなの里からの依頼で、ゆりかのビキニ参り用コスチュームを作るよ」


    「コスチューム？」


    「ゆりかのビキニ装束は正装でしょ。公式のシノビファイトではコスチュームを着て戦うのがルールなの。とりあえず採寸させてちょうだい」


    　そう言ってサスケはメジャーを取り出すとにんまりと笑った。


    「い、いま？　ここで？」


    「わたしシノビファイトのコスチューム製作の資格も持ってるの。それに美姫尼の里から採寸の許可はもらってるから。これが証明書」


    　サスケは『証しよう明めい巻かん』と書かれた巻物を差し出し、またにんまりと笑った。


    「む、無理だよ。だって、庵いおりさんが……」


    「あれだけの殺気を浴びせられたばかりで、お前さんをここで一人にはできん」


    「それもそうね。ゆりか、ネコ影かげで自分の分身は作れないの？」


    「あ、できるよ。ネコ影！」


    　すると、ゆりかの影がムクリと起き上がり、まるまる太った猫のお化けとなった。


    　美び姫き尼に流奥おう義ぎの顕けん現げんした様態を、ゆりかはそう呼んでいた。


    　ゆりかは、ネコ影に自分そっくりになるよう心で念じた。


    「ゆりか、それじゃ丸見えだよ」


    　そこには全裸で立つゆりか、に姿を変えたネコ影がいた。


    「え、ああ！」


    　慌ててゆりかは、ネコ影を元の姿へと戻した。


    「あはは。相変わらずだねー、ゆりか」


    「い、庵さん……見ましたか？」


    「心配ない。お前さんが壁になってよく見えなかった」


    「じゃあ、ちょっとは見えたんですか」


    「ゆりか、時間ないから早く」


    「うう……もう」


    



    　部屋の隅では全裸のゆりか、に姿を変えたネコ影の採寸がはじまっていた。


    　ゆりかと庵は、それに背を向けて部屋の隅に立っていた。


    



    「うーん、ホントなんでもありだねこの奥義」


    「早く採寸して」


    「はいはい」


    　後ろでは、サスケがメジャーで手際よく採寸を進めていた。


    　ゆりかは庵の目線が気になって、サスケの方を向くことが出来ずにいた。


    「心配いらん」


    「うう……」


    「身長、股下……ゆりか、腕を水平に挙げて」


    「……」


    「腕の長さよし、と。次はバストいこうか。んー、育ってる育ってる」


    「ちょ、ちょっとサスケちゃん。変なことしないでよね」


    「失礼ね、まだしてないわよ。それにしてもまるでホンモノだね。うわー……こんな……ところまで……完かん璧ぺきに再現して……」


    「サ、サスケちゃん！」


    「んもー、昔よく見せっこしてた仲じゃない」


    「そうなのか」


    「き、着せ替えごっこしただけです」


    　ゆりかとサスケは幼い頃、共に稽けい古こをした仲である。


    　一緒に過ごした時間は短いが、二人の間には好敵手ライバルに似た友情があった。


    「着せ替えした服は全部わたしのだったけどね。オババ様の孫だから、さぞ贅ぜい沢たくしてるんだろうと思ったら、服がたったの四着しかなかったんだよ」


    「ちょ、ちょっとやめてよサスケちゃん」


    「それはまた、質素だな」


    　サスケがおしゃべりなのは昔からだった。


    　そのことを思い出したゆりかは観念し、自分から話しはじめた。


    「でもその四着は、胴どう着ぎと寝ね間ま着きと体操服とスクール水着なんです」


    「とことん無駄を省いた生活だな。いつもの日焼けはそのあたりが関係しているのか」


    「そんなところです。でも、着せ替えごっこするたびにサスケちゃんがお下がりをくれたので、それなりに充実してたんです。最終試験のとき全部吹き飛んじゃいましたけど」


    「なにそれ、初耳」
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    「ごめんね。だってお婆ばあちゃん、全然容よう赦しやしなかったから」


    「八や尾お美び姫き尼にが直じき々じきに試験をしたのか？」


    「はい。死ぬかと思いました」


    「そうか、それは……凄すごいな」


    　庵いおりは嬉しそうに言った。


    　ゆりかにとって、庵の反応は初めて見るものだった。


    　ゆりかの祖母、八尾美姫尼はシノビ協会の実質的な[image: ]設者である。


    　八尾美姫尼の名前を出しただけで、たいていの忍者は萎い縮しゆくする。


    　なのに庵は羨せん望ぼうのまなざしを向けたのだ。


    　思わず試験のことを口にしそうになったが、それは里の極ごく秘ひ事項だ。


    　ゆりかは言葉をぐっと飲み込み話題を変えた。


    「サスケちゃん、影かげ忍にんエックスはお母さんなの？」


    「こうしてネコ影かげに触れてみて、確信が持てたよ。影忍は、ネコ影と同じモノだわ」


    「美姫尼流奥おう義ぎ……」


    「捕まえてみないとわからないけど、使い手は限られるよね。よし、採寸終わり」


    　サスケが全裸のゆりか、に姿を変えたネコ影の背中をぽんと叩くと、ネコ影はゆりかの影へするりと戻っていった。


    「二日もあれば完成すると思うから、その時はまた連絡するね」


    「うん。ねえサスケちゃん、どんなデザインなの」


    「それはできてからのお楽しみよ。じゃ、わたしはこれで」


    「あ、待ってサスケちゃん」


    「なに」


    「ホストファミリーの男の子がビキニ参りに同行したいって言ってるんだけど」


    「ボディガードをつけて欲しいのね」


    「うん」


    「いいよ、手配しとく。そうだ、そのボディガードにゆりかの顧こ問もんもお願いしよう」


    　サスケは閃ひらめいた様子で、またまたにんまりと笑った。


    「顧問？　なんの」


    「ビキニ参りの。また一人で悩んで調子を崩されたら困るからね」


    「だ、大丈夫だよ」


    「だめ、もう決めた。それじゃゆりか、約束忘れないでね」


    「うん。じゃあね」


    



    　サスケは颯さつ爽そうと部屋を飛び出し、姿と一緒に気配を消した。


    



    「サスケちゃん、いったいどれだけ仕事を掛け持ちしてるんだろう」


    「死ぬまで働き続けるのが歴代のサスケの使命だからな。さて、俺達も帰るとしよう」


    「はい」


    



    　シノビ協会からの帰り道、ゆりかは暗く沈んでいた。


    　サスケの『影かげ忍にんは、ネコ影と同じモノ』という言葉が重く心にのし掛かっていたからだ。


    



    　予感はしていた。


    　影忍と直じかに会い、母からの手紙を受け取ったサスケの言うことに間違いはないだろう。


    



    「ゆりか」


    「はい」


    「ひなぎくさんは、俺が責任をもって捜す。だから心配するな」


    「はい。お願いします」


    



    　庵いおりの心強い言葉に、ゆりかは軽く[image: ]こぶしを握り締めた。
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    　オレはゆりかが帰ってくるのを、玄関に座りそわそわしながら待っていた。


    　夏休みの宿題のプリントとドリルは、昨夜のうちにまとめてリュックに詰めた。


    　アマガエルのつがいは、昼間のうちに安あん堂どうの家に預けに行ってきた。


    　安堂がどこに行くのかしつこく聞いてきたので、忍者の里に社会見学に行くと言ったら急に黙ってしまった。


    　ただ、帰り際にアマガエルを預かる条件を一つだけ出してきた。


    　つがいの雄おすに好きな名前をつけていいか？　とかなんとか。


    　意味がよくわからなかったが、そんな条件でいいなら幾らでも名前をつけてくれ。


    　これでオレはゆりかと一緒に忍者の里に行けるのだから。


    



    「ただいま帰りました」


    



    　下駄箱の横でマンガ本『びくとる厨ちゆう房ぼう！』を一巻から何度も読み返しながら待っていたオレに、ゆりかが不思議そうな視線を送った。


    「祐ゆう之の介すけくん？」


    「お、おかえり、いやその、こ、ここ涼しくてさ」


    「クーラーも効いてないのに？」


    「いやほら、読書のときは身体を動かさないだろ、だから冷えすぎるといけないし」


    　やばい、オレは何を言っているんだ。


    　これじゃ、ゆりかを待ってここにいたことがバレバレじゃないか。


    「あ、なるほど」


    　おいおい、この言い訳で納得なのかよ。


    「それよりもゆりか、あれどうなった」


    「あれ？」


    「そう、あれ」


    「お母さんの方は庵いおりさんが、引き続き捜してくれることになりました」


    「あ、そうなんだ、それはよかったな」


    「はい」


    「で、もう一つの方は？」


    「もう一つ？　なんでしたっけ」


    　おい、本当に忘れているんじゃないだろうな。


    「って、うそですよ。祐之介くんも一緒に行っていいそうです」


    　くそ、ゆりかのやつ人の心をもてあそびやがって。


    　最近、ゆりかの冗談の質がどんどん悪くなっている気がする。


    「祐之介くんには、シノビ協会が護衛をつけてくれるそうです」


    「護衛？」


    「はい」


    「それは、どんなやつ？」


    「さあ」


    「聞いていないの」


    「聞いてません」


    　せっかくゆりかと一緒に行けると思ったらオマケつきか。


    　サイゾーみたいにかっこいい忍者だったらいいけど、むさ苦しいおじさん忍者だったらどうしよう。


    「あの、おじさまとおばさまは？」


    「車にガソリンを入れに行ってる。ついでに二人で珠しゆ里り軒けんの店長さんに挨あい拶さつしてくるって言ってた。それとゆりかが帰ってきたら、一緒にショッピングモールへ旅たび支じ度たくの買い物に行こうってさ、夕食も外で食べようって」


    



    　しばらくすると、父さんが母さんを乗せて車で戻ってきた。


    　ゆりかとオレはその車に乗り込むと、郊外のショッピングモールへと一家で向かった。


    



    「そうか、祐ゆう之の介すけも一緒に行けるのか」


    「その護衛という人は、宿題も見てくれるかしら」


    　母さん、この期ごにおよんでまだ宿題のハナシですか。


    「その護衛の人、サイゾーみたいな忍者だったらいいな」


    　そうそう、父さん、さすがはオレの父親。


    　ちなみにサイゾーというのは、いまテレビで活躍しているシノビファイターで、オレも父さんも大ファンだ。


    



    　ショッピングモールに着いたオレ達一家は、男女に分かれてそれぞれ買い物をはじめた。


    「なあ父さん」


    「なんだい」


    「母さんがあっさりオレの旅を許してくれたのはなんで？」


    「なんでって……不思議かい？」


    「ほら、ゆりかが何かするときはすげえ心配するじゃん」


    「そういうことか。それは、お前が男の子だからさ」


    「どういうこと」


    「母さんも父さんも、息子にはたくましく育ってほしいのさ」


    「ふうん……やっぱり『鍛きたえてもらってこい』ってことか」


    「そういうことだ」


    



    　そうやって父と息子が男の会話をしている頃、水着売り場ではゆりかとおばさまが女の会話をしていた。


    



    「普段着用のビキニは、普通の水着でいいのね。これなんかどう？」


    「あ、かわいい」


    　その様子は、まるで母と娘のようであった。


    「ゆりちゃん、あのね」


    「はい」


    「私ね、父さんと祐之介のことが、ずっと羨うらやましかったのよ」


    「どうしてですか」


    「二人はいつも全力で遊ぶのよ。キャッチボールとか、ゲームとか」


    「おばさまはキャッチボールが苦手なんですか」


    「こう見えてもスポーツは得意よ。なのに祐ゆう之の介すけったら、一人前に手加減するのよ。私が母親だから」


    「そうなんですか」


    「そこが可愛かわいいんだけど、少し寂しくもあるのよね」


    「そう、なんですか」


    「だからね。私も娘と女同士で思いっきり買い物とかできたら幸せだなって思ってたの。ゆりちゃんが家に来てくれたおかげで、それがようやく実現したの」


    「おばさま……」


    「帰ってきたら、また一緒に買い物しましょ」


    「はい！」


    



    　オレと父さんがショッピングモール中央の吹き抜けの広場で待っていると、エレベータから母さんがゆりかと腕を組んで降りてきた。


    　あの二人、あんなに仲がよかったっけ。


    　ついこの間まで、ゆりかのことを毎日毎日叱しかっていた母さんがうそみたいだ。


    　買い物を済ませたオレ達一家は、ショッピングモールに隣接したステーキレストランで夕食を取ることにした。


    



    　ゆりかはこういう場所で食事するのが嬉しいらしく、落ち着かない様子だ。


    「なあ、ゆりか、ステーキの焼き加減はどうやって注文するか知ってるか？」


    「もう、私だってそれくらい知ってるよ」


    「へえ、じゃあ言ってみろよ」


    「一生懸命に焼く、それなりに焼く、いい加減に焼くの三つでしょ」


    「おいおい、それは『びくとる厨ちゆう房ぼう！』じゃないか」


    「そうだけど、なにか違うの？」


    「あれはマンガの中のギャグだよ……」


    「え、あのマンガの料理解説は冗談なの？」


    　オレはゆりかの料理の腕前が上達しない理由が少しだけわかった気がした。


    「じゃあ、今日のステーキは一生懸命に焼いてもらうとするか」


    「お、おじさま」


    「一生懸命に焼いたステーキを四人前、大至急で」


    　このネタは我が家でしばらく流は行やりそうだ。


    『はい。一生懸命にかしこまりました』


    　ウェイターさん、あんたもかよ。


    



    　しばらくすると一生懸命に焼かれたステーキが四皿、オレ達一家のテーブルに運ばれてきた。


    「ゆりちゃんはステーキナイフ使えるのかしら」


    「初めてです。教えてください」


    「こうして人差し指を背に添えて、親指と中指で挟んで、そうそう」


    「こうですか」


    「そうそう。武器じゃないんだから、加減するのよ」


    「はい。……えいっ」


    　次の瞬間、ステーキとともに熱く焼けた鉄皿までもが見事な切り口で真っ二つにされていた。


    　オレも父さんも予想通りの展開に苦笑したが、母さんだけは頭を抱えた。


    「ゆりちゃん」


    「すいません……」


    　一生懸命に焼かれたステーキは、もう一皿頼むことになった。


    　ステーキを食べ終え店を出て、家に帰る車の中で母さんのいつもの小言がはじまった。


    　母さんの小言に小さくなり下を向くゆりかの顔が、オレにはなんだか少し嬉しそうに見えた。


    



    　オレは家に帰り着くと、父さんが買ってくれた新しいＴシャツとその他の荷物をリュックに詰め早々に布ふ団とんへと潜り込んだ。


    　明日はゆりかと一緒に忍者の里へビキニ参りに出かけるんだ。


    　今度はゆりか、どんな戦い方をするんだろう。


    　いままで戦った、ダイナマイトやビキニン・Ｖフアイブよりすごい忍者が大勢いるのだろうか。


    　また苦戦して、ぼろぼろになったりするのかな。


    



    　護衛の忍者、かっこいいといいな……。


    



    　アマガエルの名前……なんてつけたんだろう……。


    



    　そんなことを考えつつオレは眠りへと落ちて行った。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    　祐ゆう之の介すけが遠足気分に胸を躍おどらせ眠りに就ついた頃、ゆりかは自分の部屋でひとり物思いに耽ふけっていた。


    　最初は行方不明の母ひなぎくを捜すため、対戦した忍者達から母の情報を得ようと思いはじめたシノビファイトだった。


    　それが自分の戦いぶりの中途半端さで、美び姫き尼に流の名をも傷つけることになってしまうとは、ゆりかは考えてもみなかったことだった。


    　美姫尼流は祖母、八や尾お美姫尼が健在であればそれでいいと思っていた。


    　免許皆かい伝でんを授かることは、母を捜すため里を出る道具としてしか考えていなかったのだ。


    



    『美姫尼流を甘く見る忍者が出てきたのよ』


    『美姫尼流への畏い怖ふは、忍者界の風紀を保つ一因になってる』


    



    　昼間にシノビ協会でサスケと庵いおりに言われた言葉が何度も思い出されてくる。


    



    「ビキニンジャ・ゆりか……か」


    



    　ゆりかは、生まれて初めて自分が存在する意味を心の底から探していた。

  


  
    [image: ]

  


  
    　ゆりかとオレが忍者の里へビキニ参りに向かう朝がやって来た。


    　オレは夏休みになってからはじめて、母さんに起こされずに朝起きることができた。


    　洗面所で顔を洗って台所へ行くと、母さんが朝っぱらから豚とんカツを揚げていた。


    「朝ご飯にカツサンドを作ろうと思って。ほら、ゆりちゃんが好きでしょ」


    　まてよ、昨日の夜がステーキで、今日の朝にカツとは、これいかに？


    「ふふ、テキにカツ、よ」


    　いわゆる験げんをかつぐというやつですね、母さん。


    「おはようございます。おばさま、祐ゆう之の介すけくん」


    　めずらしく、ゆりかがオレより後に起きてきた。


    「おじさまは？」


    「外で車を洗ってるわ。ぴかぴかの車でゆりちゃんを駅まで送るんだって」


    「ゆりちゃんも早く顔を洗ってらっしゃい」


    「そうですか……」


    　いつも目覚めのいいゆりかが、今朝はなんだかまだ少し眠そうだ。


    「調子でも悪いのか？」


    「昨日の夜はちょっと考えごとしちゃって、なかなか眠れなかったんだ」


    　へえ、ゆりかでも考えごとで眠れないことがあるんだ。


    「私にだってそういうときはあるよ」


    「あれ、オレいま口に出して言ったっけ？」


    「顔に出てたよ、すごく失礼な顔っ！」


    「ごめんごめん」


    　ゆりかとオレは、我が家でイベントのある朝の定番メニューである、母さん特製カツとトマトのサンドイッチを美お味いしくいただきながら、今日からのスケジュールを話した。


    「なあ、ゆりか、忍者の里まではどのくらい？」


    「壬み綱づなの里までは、電車を乗り継いで、最後はバスに乗って、四時間くらいかかるみたい」


    「ゆりかは行ったことないの？」


    「私もはじめて。でも忍者なら一度は訪れたいリゾート地なんだって。昔サスケちゃんが言ってたよ」


    「へえ。楽しみだな。それで、ゆりかはいつから戦うの？」


    「ビキニ参りは、三十二忍にんによる勝ち抜きトーナメント戦になるみたい。でも詳しい組み合わせは向こうに行ってみないとわからないの」


    「そうなんだ」


    「でも、どんな相手にでもぜったい勝ってみせるよ」


    　そう言うと、ゆりかは胸の前で両[image: ]こぶしを打ち合わせた。


    



    「祐ゆう之の介すけ、ゆりちゃん、そろそろ出かけるぞ」


    　洗車が終わった父さんが、汗をタオルでぬぐいながら、リビングへと入ってきた。


    「そうね。八時の電車に乗れればお昼過ぎには向こうに着けるわね」


    　そう言いながら、母さんもエプロンで手をふきリビングへとやって来た。


    



    「祐之介、向こうで忍者にしっかり鍛きたえてもらえ」


    「へへへ、免許皆かい伝でんになって帰ってくるぜ」


    「ゆりちゃん、がんばってね。それから祐之介のことをよろしく」


    「わかりました！」


    　ゆりかは元気にそう答えると、オレの腕をきゅっと摑つかんだ。


    「だから、オレはひとりでも平気だって！」


    



    　そうは言いながらも、オレも心中は穏やかではいられなかった。


    　なにせ、ゆりかと二人で見知らぬ忍者の里へ旅に出るんだから。


    　そう思うと、なんと言っていいのか、心がうずうずして止まらなかった……。


    



    　オレとゆりかは身み支じ度たくを済ませ、車のトランクに旅の荷物を積み込んだ。


    　母さんはゆりかとの別れがつらいらしく、『駅まで見送りには行かない』と言った。


    　ただ、オレ達が家を出るとき、玄関先でゆりかのことを軽く抱き寄せて、耳元でそっとひとこと囁ささやいていた。


    　ゆりかもそれを聞くと、母さんに抱きつき胸に顔をうずめた。


    



    「いってきます！　おばさま」


    　オレ達は父さんの運転する車で駅へと向かった。


    「ゆりか、母さん何て言ってたんだ？」


    「それは、女同士の秘密ですよ」


    「ふうん」


    　ゆりかの顔には、すっかり笑顔が戻っていた。


    



    　駅に着くと、『必勝　舞まい岳たけゆりか』と書かれた大たい漁りよう旗きを掲げたサラリーマン三人組が待ち構えていた。


    　三人組は珠しゆ里り軒けんの常連客で、しかも本当は忍者なんだそうだ。


    　オレにはどうも信じられないが、ゆりかの母親捜しも手伝っているらしい。


    「気をつけてな」


    　三人組の中の鼻の大きなオジサンが言った。


    　この人は鳥と羽ばさんだったかな。


    「母親捜しは我々に任せて、心置きなく活躍してくれ」


    　眼め鏡がねの生き真ま面じ目めそうなオジサンが、そう言ってゆりかを励ました。


    『奉ほう納のうシノビファイト』の打ち上げのとき、店長さんが隆りゆう造ぞうって呼んでた人だ。


    「ゆりちゃん応援してるッス！　あとサスケちゃんによろしくッス！」


    　この軟なん派ぱな人は沖おき田たさん。


    　奉納シノビファイト前の夜回りのとき、ゆりかのコスプレ衣装を毎晩用意していた人だ。


    　やっぱりどう見ても、三人とも本当に忍者なのか疑わしい。


    「みなさん、ありがとうございます」


    　そう言って、ゆりかは三人組にニッコリと挨あい拶さつをした。


    



    　三人組と別れを済ませたオレ達は、改札へと向かった。


    「めいっぱい楽しんでこい」


    　父さんはオレ達にそう言うと、大きく手を振って見送ってくれた。


    



    　特急電車でオレ達は東京に向かい、そこから何度か電車を乗り継ぎ、『壬み綱づなの里』へと向かった。


    　ゆりかには、車窓から見える景色がすべて新鮮だったらしく、子供のようにはしゃいでいた。


    　かく言うオレも、旅行は父さんの車で行くことが多かった。


    　長い時間電車に乗るのは初めてで、一緒になってはしゃいでしまった。


    



    　長旅だと思っていたが、ゆりかと二人で過ごす時間はあっという間で、気がつくともう『壬綱』という名の駅に着いていた。


    　駅を出ると、蟬時雨せみしぐれがひときわ激しくオレ達に降り注いだ。


    　ゆりかは太陽に向かって両手を掲げて大きく背伸びをした。


    「うわ、まぶしいね！」


    「そうだな」


    　すると服の下にピンク色のビキニ水着が陽に透けて見えた、いや見えてしまった。


    「祐之介くん、どうしたの？」


    「う、なんでもない、なんでもない……」


    　ゆりかのやつ、あんなに可愛かわいいビキニ水着を持ってたっけ？


    　オレ達は駅前の停留所で『壬綱の里行き』の送迎バスに乗り込んだ。


    　バスは周りに小さなこぶ山が連なる道を、ガタガタと走り出した。


    



    　そうして緑深い山やま間あいを抜け、バスは先ほど着いた駅が見下ろせる峠とうげへと登っていった。


    　峠の頂上を過ぎバスが下り道に差し掛かると、オレ達の目の前に真っ青な海が広がった。


    「うわー」


    「おおー」


    　海の青さはもちろん、それが鏡に映ったような雲一つない空に、オレ達は心を奪われた。


    「ねえ祐ゆう之の介すけくん、すごいよ。ねえ」


    「お、おう」


    　海へと続く山の斜面には、白い壁にオレンジ色の屋根の小さな家が、まるで洋菓子店のショーウインドウに並ぶケーキのように可愛かわいく建ち並んでいた。


    「あ、祐之介くん、あれ、海の上」


    　そう言ってゆりかが指差した先には、海岸線から少し離れて浮かぶ小島があった。


    　真っ白な城壁に囲まれたその小島は白く輝き、まるで宝石のように見えた。


    　同じバスの後ろの席に乗り合わせていた、若いお兄さん忍者が「あれがシノビファイト三大聖地、『壬み綱づなの里闘技場』だよ」そう教えてくれた。


    「じゃあ、ゆりかはあそこで戦うのか」


    「そうだね」


    　オレの言葉に、ゆりかの顔が急に凛り々りしくなった。


    　すっかり観光気分ではしゃいじゃったけど、ゆりかはここ壬綱の里に戦いに来たのだ。


    　海岸沿いの船着き場近くの広場にバスは停車した。


    　強い陽射しの中、海風が潮の香りを一緒に運んできた。


    　ゆりかがバスから一緒に降りた先ほどの忍者のお兄さんにたずねた。


    「あのー、シノビ協会の場所をご存じですか」


    「丘の真ん中にある大きな建物がそうだよ。ほら、あれ」


    　街並みから少し外れた場所に、木々に囲まれたなだらかな丘があり、そこに古い石造りの立派な建物があった。


    「僕はあそこの職員なんだよ。見たところお嬢さんも忍者のようだけど、シノビ協会になにかご用かい？」


    「はい。ビキニ参りに出場するんです」


    「なんだ、お嬢さんもビキニ忍者なのか。僕の姉さんもそうなんだ。エレガンスっていうシノビファイターなんだけど知ってるかな？」


    「あ、オレ知ってる。この間サスケと戦ってた」


    「ははは、見てくれたんだ。この間は残念ながら負けちゃったけどね。そうだ、よければシノビ協会まで僕が案内するよ。いい近道があるんだ」


    「では、お願いします」


    　オレ達は忍者のお兄さんに連れられ、石いし畳だたみの道をシノビ協会に向けて歩き出した。


    　同じような白い壁の間を抜ける道はまるで迷路のようで、五分も歩くとオレは来た方向がわからなくなった。


    「オレ迷子になりそうだ」


    「ははは、そんなことでは君は立派な忍者にはなれないよ」


    　歩きながら忍者のお兄さんが壬み綱づなの里についていろいろと教えてくれた。


    　そして、ゆりかが『ビキニンジャ・ゆりか』だと知ると、目を丸くして驚き、話す口調まで変わってしまった。


    　やはり、『ビキニ忍者』と『ビキニンジャ』の間には、大きな違いがあるらしい。


    　オレ達がシノビ協会に着くと、そのまま忍者のお兄さんが受付に取り次いでくれた。


    「ゆりか様。すぐに係りの者が来ますので、僕はこれで」


    　そう言うと、忍者のお兄さんはゆりかにお辞じ儀ぎをして立ち去ってしまった。


    　ゆりかが、少し物足りなさそうにつぶやいた。


    「あれ、今日はいつものがないんだ」


    「いつものって？」


    「くす玉とか……、花束とか……、あ、別になんでもないよ」


    　そう言って、ゆりかは軽く苦笑いを浮かべた。


    



    「ようこそ、お二人さん」


    



    　オレ達が声のする方に振り向くと、そこに一人のおじさん職員が立っていた。


    「サスケちゃん？」


    　ゆりかは、おじさん職員に向けてサスケの名前を呼んだ。


    「なんだ、やっぱりこの程度の変装じゃ駄目かあ」


    　顔に似合わぬ乙女声を発し、突然おじさん職員は首をすぽっと外した。


    「うわ！」


    「やっぱりサスケちゃんか」


    「え、サスケ？」


    　外した首の中から現れたのは、テレビでよく見る赤髪の忍者だった。


    「ほんとだ。サスケ……さんだ」


    「サスケでいいよ、祐ゆう之の介すけ少年」


    「まさかオレの護衛って……サスケ、さん？」


    「少年のボディガードは、後からここに来るよ」


    



    　オレ達はサスケに応接室へと案内され、そこで待つことになった。


    　そこはとても広くて豪華な部屋で、壁に立派な書しよ画がが掛けられていた。


    　書画には刀を振るうビキニ装しよう束ぞくの忍者が描かれていた。


    　忍者は犬を従え、角つののある人とも獣ともつかない醜みにくく恐ろしい生き物と戦っている。


    「あの忍者と犬の絵はなに？」


    「あれは三百年位前のことを描いた戦絵だよ。あの忍者は初代八や尾お美び姫き尼にだと伝えられているけど、絵の内容からして御お伽とぎ噺ばなしを描いたものだろうね」


    「桃太郎かな。犬がいるし、角つのが生えた怪物は鬼に見える」


    「そういえば、お婆ばあちゃんが若い頃に鬼退治をしたって言ってたよ」


    　サスケはゆりかの言葉を真に受けることなく笑った。


    「ははは、あのオババ様ならあり得るかもね」


    「この字はなんて意味だろう。共・存・競・栄……あれ、なんか違う気が」


    「いいところに気づいたね、少年。あれはシノビ協会が設立されたときに掲げられた忍者の心得だよ。助け合い、競い合いながら、一緒に繁栄しましょうという意味の言葉なんだ」


    　オレがサスケに書画の説明を受けていると、応接室のドアをカリと引っかく音がした。


    「あ、来たみたいね。どうぞ」


    　サスケがそう言うと、ドアが半分だけ開き、その隙すき間まから銀色の獣がぬっと現れた。


    



    「犬だ。でかい犬だ」


    「ワタシは狼だ」


    「い、犬が喋しやべった！」


    



    　オレはあまりのことに驚いて、後ずさりしながら言った。


    「狼と言うておるだろう」


    　犬が、いや、自称『狼』が喋った。


    　しかも、女の子の声で。


    「それ、中に忍者が入ってるの？」


    「こちらは壬み綱づなの里の白しろ菜な丸まる。忍者じゃなくて忍にん犬けんよ。祐ゆう之の介すけ少年のボディガードをしてもらいます」


    　先ほどのサスケといい、忍者は人を驚かすのが好きなのだろうか。


    　サスケはにんまりと笑いながら、得意げに狼を紹介した。


    「よろしくな、ゆーのすけ。それからサスケ、今なんと言った」


    「なにかしら。忍にん『犬けん』隊隊長どの」


    　オレは状況が飲み込めずにいたが、とりあえず自称『狼』に頭を下げて挨あい拶さつをした。


    「よ、よろしく、お願いします」


    「ウム」


    　白しろ菜な丸まるは満足そうにうなずいた。


    「ねえサスケちゃん」


    「なに」


    「祐ゆう之の介すけくんの護衛には、私の顧こ問もんもお願いするって言ったよね」


    「そうだよ」


    「でも、この護衛、忍犬だよ」


    「間違えるな、忍にん狼ろうだ」


    「白菜丸は頼りになるよ。ビキニ参りの警護も担当するくらいだからね」


    「ワタシは強くて賢いぞ」


    「ほら、本人も言ってる」


    「サスケちゃんがそう言うなら、そうなんだろうけど……」


    「ふっふっふ、あまり細かいことは気にするな」


    　忍狼、白菜丸。


    　精せい悍かんな顔つきに、綺き麗れいな銀色の毛をして、オレを背中に乗せて走れそうなほど大きい。


    　ぴんっと立った耳の左には翠みどり色のイヤリングをしている。


    　とくに不思議なのは、その目だ。


    　金色、いや、月のような色をしていて、神秘的にゆらゆらと色が変わっている。


    「ワタシの瞳はそんなに魅力的か？　ゆーのすけ」


    　そう言われて、オレはハッと我に返った。


    　いつの間にか、白菜丸の目の色の変化にじっと見とれていたのだ。


    「あ、いや」


    　すると、今度は白菜丸がゆりかをじっと睨にらんだ。


    「あの、なにか」


    「いや、八や尾おの若い頃によく似ていると思ってな。いや、懐かしい」


    「八尾って、お婆ばあちゃんのこと？」


    「いかにも」


    「お婆ちゃんの若い頃って、じゃあ、あなたはお婆ちゃん狼なの？」


    「……いまのは冗談だ。忘れろ」


    「え、どういう意味？」


    　ゆりかと白菜丸のやりとりを見ていたサスケが突然切り出した。


    「それじゃ、わたしはそろそろ行くね。白しろ菜な丸まる、後はよろしく」


    「ウム」


    「サスケちゃん、もう行っちゃうの」


    　サスケは手を振って、オレ達の前から姿と一緒に気配を消した。


    



    「消えた！」


    「目にもとまらぬ速さで走り去ったのだ。消えたのではない」


    　まるでオレに説明するように白菜丸が言った。


    「さて、ゆりか、ゆーのすけ。ワタシ達も行動をはじめよう」


    「う、うん」


    「それとな。堅苦しいのは嫌いだから、二人とも『タメグチ』でいいぞ」


    　白菜丸、ちょっと変なやつだけどなんだか気が合いそうだ。


    



    　オレ達は白菜丸に連れられ、海辺のリゾートホテルへとやって来た。


    　案内された部屋の窓からは、壬み綱づなの里闘技場の島が手が届くくらいの近さに見えた。


    　忍者の里はもっと和風なイメージがあったけど、ここ壬綱の里の景色は外国みたいだ。


    「なかなか良い部屋だろ。寝室も別々に二つある。八や尾おの孫娘だから特別なのだぞ」


    「白菜丸は本当にお婆ばあちゃんを知っているの？」


    「ああ、八尾が幼い頃、あやつを背中に乗せて野山を走り回ったものだ」


    「え、あ、いまのも冗談でしょう」


    「ふっふっふ。さっきは心配したがどうやら冗談が通じるようだな」


    　ゆりかと白菜丸の会話を聞いていたオレは、たまらず質問した。


    「白菜丸の声は女の子っぽいけど、雌めすなのか？」


    「雌ではない、乙女だ」


    「ああ、そう」


    　ぶっ飛んだ答えに、オレはどっちでもいい気分になった。


    「狼なのに話せて、しかも忍者なのはどうして？」


    　突然、思いもよらず、ゆりかが真っ当な質問をした。


    「かつてはワタシも人であったが、呪いをかけられ狼にされたのだ。満月の夜に想い人と唇を交わすとその呪いは解けるのだが……」


    「ロマンチックな呪いだな」


    　オレの言葉に白菜丸はうつむき、急に悲しそうな声で言った。


    「だが、その者はもう……」


    「それも噓なんでしょ？」


    　白しろ菜な丸まるの言葉に間かん髪ぱつ容れずゆりかが言った。


    「もちろん噓だ」


    「なんだ冗談かよ」


    「ふっふっふ。可愛かわいいのう」


    「くそー、人をからかうとはいい性格した狼だな」


    「ゆーのすけは、ワタシの想い人に似ている」


    「もう、冗談はいいよ」


    



    　オレ達は荷物をそれぞれの寝室へ運ぶと、白菜丸の案内でホテルの周りを少し散歩することになった。


    　ホテルを出て海岸道路を少し歩くと、闘技場のある小島へと渡る橋が見えた。


    　橋の袂たもとには、古い時計塔を中心に広がる小さな石いし畳だたみの広場があった。


    　そこには沢たく山さんの屋台が建ち並び、多くの観光客でごった返していた。


    「うわ、すごい人出だね」


    「みな明後日からのビキニ参りを見に来たのだろう」


    「みんなビキニ参り目当てか」


    「祐ゆう之の介すけくん。あれ美お味いしそうだよ」


    　そう言ってゆりかがオレの手を引き、目の前の屋台に走り寄った。


    「ケバブ、肉料理だな。『びくとる厨ちゆう房ぼう！』の十四巻のネタになってた」


    「あ、あれか。私、食べてみたいな」


    「じゃあ、食ってみよう。白菜丸は？」


    「ありがたいが、いまは忍にん務む中だ。遠えん慮りよせず二人で食べるといい」


    「そっか。じゃあ、遠慮なく」


    「ウム」


    　オレ達は出来立て熱々のケバブを買うと、もしゃもしゃと口いっぱいに頰ほお張ばった。


    「うまい！」


    「んー、おいしい！」


    「ふふ。そうして並んでいると、姉弟みたいだな」


    　姉弟か……オレとゆりかじゃ、そんな風にしか見えないのか。


    「姉弟だって。へへ」


    　オレの意に反してゆりかは嬉しそうに笑った。


    「ところでゆりかよ。己おのれが美び姫き尼に流免許皆かい伝でんであることをどう考えておる」


    　ゆりかがケバブを食べきるのを見計らうと、白菜丸が少し低い声でたずねた。


    「どうって、私は私だと思ってるよ」


    「流派の頂点たる自覚は」


    「自覚……」


    「なるほどな。サスケがワタシを己の顧こ問もんにつけた理由がわかった」


    「どういうこと？」


    　白しろ菜な丸まるはゆりかの周りをゆっくりと歩きながら、またもたずねた。


    「流派の代表という自覚もなしに、美び姫き尼に流健在をアピールできるか」


    「頂点の次は、代表？」


    　すると白菜丸は、ゆりか目の前で歩みを止めて吠ほえるように言った。


    



    「舞まい岳たけゆりか」


    「は、はい」


    



    　白菜丸の呼びかけに、ゆりかが急に敬語になった。


    　その瞬間、オレ達の周りからあんなに騒がしかった雑ざつ踏とうの音が急に遠のいた。


    「自分らしく生きる、それも大いに結構。だが、免許皆かい伝でんを授かった忍者というものは、その一門の頂点であり代表だ。お前はそれを理解しているか」


    「そ、それは……」


    「己が美姫尼流健在をアピールせねばならん理由はわかっているのだろう？　その理由をもう一度じっくり考えるとよい」


    「わ、わかりました」


    「──と、少しは顧こ問もんらしいことも言ってみる」


    　白菜丸がそう言って自分で自分を茶化すと、周りの空気がまた柔らかくなって、オレの鼻に屋台の美お味いしそうな匂いを運んできた。


    「そ、そういえば、タメグチでいいって言ったよな。白菜丸のことを『シロ』って呼んでもいいか？」


    



    　オレは硬くなったゆりかのことをほぐそうと、ついツマラナイことを言ってしまった。


    「あ、それ可愛かわいいね」


    「だろ？」


    「人を犬みたいに呼ぶな」


    「じゃあ。シロちゃんってのはどう？」


    　ゆりかもオレの言葉に合わせて少し笑って言った。


    　オレが思ったほど、ゆりかは硬くなってはいなかったようだ。


    「勝手にしろ」


    「ふふっ」


    　シロの言葉にゆりかがクスッと笑った。


    「どうした」


    「勝手にシロだって。ふふふふっ」


    　ゆりかはまたクスクスと笑った。


    「ワタシはそんなつもりで言ったのではないぞ」


    「わかりました。頂点と代表についてはよく考えます」


    　ゆりかはハキハキとそう言った。


    「ウム」


    　その様子に、シロは満足そうにうなずいた。


    「ワタシの今日の忍にん務むはここまでだ。夜の間もゆーのすけの周りをワタシの忍にん犬けん隊たいが護衛している。安心して眠るがいい」


    「あれ、シロは帰っちゃうの」


    「忍者は夜に行動するからな。夜はワタシもなにかと忙しいのだ。ではまた明朝」


    　なるほど、シロは本当にビキニ参りの警護をしているんだ。


    



    　オレ達がシロと別れて、宿泊先のホテルまで帰ると日はすっかり暮れていた。


    　壬み綱づなの里に着いてから、オレ達はやっと落ち着くことができた。


    　しかし、シノビ協会でサスケに出迎えられたのには、さすがのオレも驚いた。


    　ゆりかは本当にサスケと友達だったんだ。


    　そして、シロ、いや白しろ菜な丸まる。


    　サイゾーみたいにかっこいい忍者じゃなかったけど、オレはちょっとほっとした。


    「どう、祐ゆう之の介すけくん」


    　唐突にゆりかが着ていた服を脱ぎ捨て、そして昼間に少しだけ透けて見えたピンク色のビキニ水着、だけの姿になった。


    　久々に見た、ゆりかのビキニ姿、やばい。なんか凄すごくいい。


    「昨日の買い物で、おばさまと部屋着用のビキニを選んだの。どうかな」


    「ほ、ほう。いいんじゃないか」


    「そっか。へへ」


    　ビキニ姿で部屋をうろつくゆりかに、オレの心臓はとんでもなくドキドキしていた。


    「い、いやー、シロにはびっくりしたな」


    　とりあえず、ここは適当な会話でごまかそう。


    「まったくだよ。いきなりお説教するし」


    「そ、そっちかよ。でも本当にいきなりで、ゆりかも敬語になってたよな」


    「あのとき、シロちゃんは、私の『上かみ手て』に立ったんだよ。だからつい、ね」


    「上手って？」


    「えっと、偉い人が立つ位置」


    　ゆりかは、少し唇を嚙かむと真ま面じ目めな顔でオレに言った。


    「いきなりだったけど、私もハッとしたよ。昨日の夜もそれを考えて眠れなかったんだ。免許皆かい伝でんの自覚、確かに忘れてたかもしれない」


    「そうなんだ」


    「私の戦いが招いた結果だから、私が健在をアピールするのは当然だよね」


    「招いた結果って？」


    「ビキニン・Ｖフアイブさんとの戦いで、私が苦戦しちゃったから」


    「そういえば、シノビ新聞にもそんなこと書かれてたな」


    「だから、もう迷わずに、全力で戦うよ」


    「そうだな。ゆりかは強いから、いつもの調子で戦えばすぐアピールできるさ」


    「へへ、ありがと」


    「お、おう」


    



    　こうして、ゆりかとオレとで過ごす、壬み綱づなの里での最初の一日が終わった。
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    　翌朝、ホテルのオープンテラスでオレ達が朝食を食べていると、シロが迎えにやって来た。


    　周りの客はその姿にあまり驚いた様子はなく、子供をそばに立たせて写真を撮る人さえいた。


    「壬み綱づなの里では忍にん犬けんが観光名物になっているからな。シノビファイトの警護のないときは子供と遊んでやったりもするのだ」


    　そう言うと、シロは駆け寄ってきた子供の襟えり元もとを咥くわえ、高く飛び上がって宙返りをしてみせた。


    『わあ、すごいすごい』


    「ふっふっふ」


    　オレ達は子供と遊ぶシロの姿を微笑ほほえましく見ていた。


    「さあ、ゆりか、ゆーのすけ。ビキニ参りの組み合わせ会に行こうか」


    　シロのその言葉に、ゆりかの瞳がきりりっとなった。


    　ついに『ビキニ参り』のはじまりだ。


    　昨日ケバブを食べた時計塔の広場を抜けて、闘技場へ続く石造りの橋をオレ達は歩いて行った。


    　闘技場へと向かう人波の中には、ビキニ忍者が何人か混ざっていた。


    　彼女達もきっとビキニ参りに参加するのだろう。


    　橋を渡り終え、闘技場のアーチ状の入り口をくぐると、そこには大きな蛾ががいた。


    　いや、蛾に見えたのはビキニ忍者で、蛾のようなケバケバの付いたコスチュームに身を包み、マイクを持って立っていたのだ。


    



    「おはようございまーす。レポーターの伊い弉ざな弥みルルでーす♪　一言お願いしまーす」


    



    　その蛾、いやビキニ忍者は、やってくるビキニ忍者達にインタビューしていた。


    「ウウウ……」


    　その光景を見て、シロが不機嫌そうに低く唸うなった。


    「あ♪　すっごい忍者がやってきましたよ！」


    　そのマイクを持ったビキニ忍者は、ゆりかのことを見つけると、インタビューしていたビキニ忍者を払いのけ、カメラマンの手を引き一目散にオレ達のところへやって来た。


    「おはよう♪　舞まい岳たけゆりかさん、ね！」


    「はい。おはようございます」


    「わたし、伊弉弥ルルって言います。いまはレポーターやってますけどぉ。ビキニ参りの参加者でーす。夏の女王サマークイーンシリーズを、戦いながらレポートしちゃいまーす。よろしくね♪」


    「こちらこそ」


    「ふーん……♪」


    　伊弉弥ルルと名乗ったビキニ忍者は、ゆりかのことをじろじろ舐なめ回すように眺めた。


    「よかった。ビキニンジャって、もっと怖い感じの子かと思ってた♪」


    「は、はあ」


    　ゆりかにマイクを向けたまま、ルルが媚こびるように甘ったるい声で話しかけた。


    「わたしと戦うときは、お手柔らかにね♪」


    「あ、はい」


    「ルルとやら、そのくらいにしておけ」


    「あら、このワンちゃん喋しやべるのね」


    「ワタシを狼と見抜けないような虚うつけ者に、美び姫き尼に流の実力が見抜けるとでもいうのか。舞まい岳たけゆりかの機嫌を損なわぬうちに、さっさと退散するがいい」


    「あら怖いワンちゃん。今日のところはそうするわ。じゃあね♪」


    　ルルは声と同じ甘い香りを残し、カメラマンを引き連れ後から来たビキニ忍者のところへと走って行った。


    「ウム。行くぞ」


    　シロはまた不機嫌そうに唸うなると、そのまま歩き出した。


    「どうしたんだよシロ、いきなり」


    「ゆりかよ」


    「は、はい」


    　シロが神妙な面おも持もちでゆりかに話し出した。


    「ルルはな、お前に戦いを挑んできたのだぞ」


    「え、そうなの？」


    「なのに己はそれに気づかなかった。ワタシが止めなければ、己は一方的に虚こ仮けにされていただろう。それもテレビという公衆の面前で、だ。これでは美姫尼流の面めん子つなど丸つぶれだぞ。殴なぐり合うだけが戦いではない。とりあえず、格下の忍者とは口をきくな。目も合わせるな。そうすれば、余計な戦いは生じない」


    「格下だなんて」


    「昨日のワタシの言葉、お前には届いていなかったようだな」


    「……」


    



    　オレ達は『出場者　入り口』と書かれたゲートから競技場の中へと入って行った。


    　入り口で黒くろ頭ず巾きんに蛍光グリーンの作業服風装しよう束ぞくの忍者から、『出場者』と書かれたパスを受け取り、首から下げた。


    



    「ゆりかよ。闘技場の中では、先ほどのような係りの忍者か、スーツ姿の協会職員以外とは口をきくな」


    「う、うん……」


    



    　すると、前方から淡い紫色のパンツスーツ姿の女の人が小走りでやって来た。


    　そして、オレ達の前で立ち止まり息を整えて、パンツスーツの裾すそを直すとあらたまって挨あい拶さつをした。


    「ようこそ、舞まい岳たけゆりかさんとお連れの皆様。今回のビキニ参りを企画した串縁かんべりアキです。よろしくお願いしますわ。」


    　すらっとして、きりっとして、長身の美人な女の人だ。


    「美び姫き尼に流免許皆かい伝でん、舞岳ゆりかです。よろしくお願いします」


    「美姫尼流免許皆伝……」


    　串縁アキと自己紹介した女の人は頰ほおを赤くして、深くため息を漏もらした。


    「正しよう真しん正しよう銘めいのビキニンジャとお仕事ができるなんて、まだ信じられませんわ」


    　アキさんの表情は溶けるようにうっとりしていた。


    　それは、まるで世界一高価な宝石でも眺めているかのようだ。


    「いえ、そんな……私はただの忍者ですから」


    　ゆりかは、少し恐縮して言った。


    　そんな返事の仕方じゃ、また後でシロに怒られるんじゃないか？


    「いけませんわ！　このビキニ参りは貴女あなたのために開くシリーズなんですから、シリーズ中はいついかなる時も免許皆伝をアピールして頂かないと」


    「そ、そうでした。心がけます」


    「そうそう、コスチュームは今朝協会の方に届いていましたので、早さつ速そく貴女の控え室まで運ばせておきました。組み合わせ会にはそれを着て出席してくださいね」


    「はい」


    　オレ達はアキさんに案内され、『美姫尼流　免許皆伝　舞岳ゆりか』と扉の上に大きく書かれた控え室へと移動した。


    「それでは、着替えたらリングに来てください。一時間後に組み合わせの抽選をはじめますから。明日からの本番は、思う存分戦ってくださいね」


    　そう言って、アキさんは甘い香水の香りだけ残して控え室から出て行った。


    「ウム」


    　ほらほら、シロのお説教がはじまるぞ。


    「あの女、先ほどのルルとかいうビキニ忍者と同じ匂いだったな」


    　オレは、思ってもみなかったシロの言葉に拍子抜けした。


    「あの香水のことか？　女の人はみんなつけるんじゃないの？」


    「香水ではない、人の匂いだ。肌や汗から発する人間の匂いだ」


    「その匂いが同じだとなにか変なのか？」


    「私のお母さんもお婆ばあちゃんと同じ匂いがしたよ。アキさんとルルは親しん戚せきなのかな？」


    「ウム……血の繫つながりではないな」


    　シロは固く目を瞑つむり、鼻をひくひくさせて残り香がをかぎ続けていた。


    「さすがは犬の嗅覚だな」


    「犬ではない。狼だ」


    「あ、悪い悪い」


    　首の後ろをかきながら、オレはシロに謝った。


    「まあいい。それよりゆりか、コスチュームはどうだ」


    「そうだ。どんなデザインになったんだろう？」


    　控え室中央のテーブルには、綺き麗れいにたたまれた真新しいコスチュームが置かれていた。


    「ウム。では着て見せろ」


    　シロがそう言って、鼻先をくいっと上げてゆりかに指示をした。


    「あ、オレ外に出てようか」


    「大丈夫。『ネコ影かげ』の中で着替えるから」


    　ゆりかがそう言うと足元からネコ影が現れて、あっという間にゆりかを飲み込んだ。


    　そして、またあっという間にネコ影が消えると、ゆりかはもう着替えを終えていた。


    　白いビキニ装しよう束ぞくに、小さく可愛かわいい白いエプロン。


    　ネコ耳の黒くろ頭ず巾きんはなく、ネコ耳の付いたカチューシャが頭に乗っている。


    「どうかな？」


    「おお」


    　いつもの黒いビキニ装束と違って、なんだかとっても可愛らしい。


    　あと……、その……、まるで下着みたいでちょっとエッチだ。


    「このエプロンのひらひらが可愛い！　サスケちゃんにあとでお礼を言わなくちゃ」


    「ああ、そうだな」


    　ゆりかはご満悦の様子で、エプロンのひらひらを広げながら片足で軽く回ってみせた。


    　あれ、なんだろう、でも何かが変だ。


    　初めて見る姿だからだろうか。何かが合ってない気がする。


    



    　オレ達が控え室でしばらく待っていると、係りの忍者が『組み合わせ会がはじまる』と、呼びに来てくれた。


    「ゆりか、先ほどのワタシの忠告を忘れるでないぞ」


    「はい！」


    　戦う組み合わせを決めに行くだけなのに、ゆりかはまるで本番のシノビファイトを行う前のような気合いの入れようだ。


    「ウム」


    　シロもゆりかの気合いを感じ取ったようで、もうそれ以上は何も言わなかった。


    



    　オレ達は控え室を出て、リングへと向かった。


    　広さは野球場を少し狭くした位の円形で、その周りにポールやロープはなく、リングと観客席の間は透明のカーテンで覆おおわれている。


    　あの透明のカーテンは、ゆりかがオレの学校でダイナマイトと戦ったとき校舎に仕掛けられたのや、奉ほう納のうシノビファイトのとき通りに張り巡らされていたのと同じやつだ。


    　手で触らないとそこにあるのがわからないくらい透明なのに、飛んできた手しゆ裏り剣けんなんか弾き返してしまうほど丈夫な素材だ。


    　はじめて足を踏み入れるシノビファイトのリングに、オレは少し緊張していた。


    　リングの中央では、東西十六組三十二忍にんに分けられた『ビキニ参りトーナメント表』が、もの凄すごく大きなモニターに映うつし出されていた。


    　その前には、パイプ椅い子すが何列にも渡り整然と並べられていて、組み合わせ会にやって来たビキニ忍者とその関係者が、背もたれに書かれた名札を見て各おの々おのの席に座っていた。


    　その最前列中央の席の前で、先ほどのアキさんがオレ達を手招きして呼んでいた。


    



    「舞まい岳たけゆりかさんのお席はこちらですよー！」


    



    　オレ達は呼ばれるままその席へと向かった。


    　席へ向かう途中で、闘技場の入り口でビキニ忍者達にインタビューをしていたケバケバしい蛾が……いや、ルルとすれ違ったが、ゆりかは目も合わせず横を通り過ぎた。


    「あら怖い♪」


    　オレ達が通り過ぎたあとで、ルルが何か言ったように聞こえたが、ゆりかは本当に気にしていない様子だった。


    「ウム。それでいい」


    「……」


    　オレ達が席に着くと、ほどなく組み合わせ会がはじまった。


    　壬み綱づなの里とシノビ協会のお偉いさんのつまらない挨あい拶さつがしばらく続き、オレの尻が少し痛くなってきた頃に、アキさんの司会で組み合わせの抽選がはじまった。


    　ゆりかは、このビキニ参りの主役なので、最初にくじを引いた。


    「ビキニンジャ・ゆりかさん！　初日の第一戦、東Ａ組です」


    　アキさんがゆりかの引いたくじを受け取ると大きな声で読み上げた。


    　すると、リング中央にある大きなモニターの東Ａ組の位置に、『美姫尼びきに流　免許皆かい伝でん　舞岳ゆりか』と映うつし出され、歓声が巻き起こった。


    『おおぉぉ！』


    「初しよっぱなかよ！」


    「ウム。その方がよい」


    　思わず声を上げたオレに、シロがなだめるように言った。


    　その後、ビキニ忍者達が順々にくじを引き、どんどんトーナメント表が埋まっていった。


    　表の空くう欄らんも残り少なくなったとき、迷めい彩さい柄がらのビキニ装しよう束ぞくに身を包んだ忍者が、オレ達のすぐ横を通り過ぎて、くじを引きにやって来た。


    　その忍者が引いたくじを受け取ると、アキさんがいままでよりも大きな声で読み上げた。


    「ビキニン・アーミーさん！　初日の第一戦、東Ａ組です」


    　途端に、会場の多くの人が立ち上がり拍手と共に歓声を上げた。


    『おおおぉぉぉ！』


    　アーミーと呼ばれたその忍者は、[image: ]こぶしを強く握り脇を締めるとそのまま右手を天へと突き出した。


    「よっしゃ！」


    　その忍者は、アキさんにマイクを向けられると、ゆりかを指差して言い放った。


    「お前を倒して、このビキニンジャ・アーミーが、ビキニ参りの主役になる！」


    　ゆりかはその言葉にまったく動じることなく、すっくと立ち上がり、そして言った。


    「間違えないで、あなたはただのビキニ忍者よ」


    　鋭く、強く、激しいその言葉に、アーミーはもちろん、会場にいるすべての人が静まり返った。


    　ゆりかにあしらわれたアーミーは『ふん』と鼻を鳴らして自分の席に戻った。


    「ウム。いまのは五〇点というところだな」


    　シロはそう言うと、鼻先を低くしてゆりかに座るように指示をした。


    　オレはいままでとは違うゆりかに少し驚き、同時になんだかとても熱くなっていた。


    　組み合わせ表の空欄が東西一つずつとなり、二人のビキニ忍者が同時にくじを引くことになった。


    「残り物には福きたる、なのよね♪」


    　二人のうちの一人、あのルルがそう言って手にマイクを持ったまま、もう一人のビキニ忍者と一緒にくじを引いた。


    　自分の組がすでに決まっているような落ち着きぶりで、ルルはアキさんにくじを渡した。


    「ビキニン・ルルさん！　初日の第二戦、西Ｉ組です」


    　アキさんがそう読み上げる声を聞くと、ルルは猫なで声で言った。


    「あーん。ルルったら西方になっちゃったわ。これじゃ決勝戦まで東方の舞まい岳たけゆりかさんとは戦えないわん♪」


    　ルルはマイクを口の前に構えると、自分についてきていたカメラに向かい語りかけた。


    



    「舞まい岳たけゆりかさん！　ルルと戦うまで負けちゃダメですよっ♪」


    



    　挑発的なルルの言葉に、オレは慌あわててゆりかの方を見た。


    　だが、ゆりかは、先ほどみたいに言い返すことはなく、ただ静かに瞳を閉じていた。


    　シロはその様子を見て、同じように目を閉じて小さく唸うなり声を上げた。


    　明日からはじまるビキニ参り、これはひと波乱どころでは収まりそうにないな。


    　思ってもみなかった展開に、オレの観光気分はすっかり吹き飛んでいた。

  


  
    [image: ]

  


  
    　朝起きるとオレはすごく寝汗をかいていて、ベッドの布団がぐっしょりと濡ぬれていた。


    「祐ゆう之の介すけくん、起きたの？」


    　隣の寝室で寝ていたゆりかが、オレの寝室の扉を開けてこちらをのぞき込んだ。


    「あれ、なんだか汗びっしょりだよ」


    「……、ちょっと、寝苦しかったから……、かな」


    「大丈夫？」


    「ああ、平気さ」


    　オレはゆりかに向かってそう言うと、『着替えるから』とゆりかに扉を閉めさせた。


    　この寝汗は、きっと昨夜見た夢のせいだ。


    　ゆりかが蛾がのお化け、いやルルに食べられてしまう……そんな夢を見たのだ。


    　昨日の組み合わせ会でのことが、ホテルに帰りベッドに入ってからも、なかなか頭から離れなかったからだと思う。


    　結局ゆりかはルルの挑発には乗らなかったし、その場の空気をフォローしてくれたアキさんの機転のおかげで、組み合わせ会はなんとか無事に終了した。


    　けれど、会場のぴりぴりした雰ふん囲い気きに、オレは闘技場を出るまで気が抜けなかった。


    　ゆりかは、こんな状況の中で本当に戦えるのだろうか。


    



    



    　昨日と同じように、オレ達はホテルのオープンテラスで朝食を食べた。


    　ゆりかのやつはバイキング形式だからと、いつもの三倍の量をたいらげた。


    「そんなに食べて、戦えるのか？」


    「へへ、いっぱい食べないと力が出ないから」


    　そう言ってゆりかは右腕をくの字にして、力こぶを作ってみせた。


    　組み合わせ会では人が変わったみたいに強こわ張ばっていたゆりかだが、今け朝さの様子を見ると緊張しているわけでもないようだ。


    「ウム。調子は悪くないようだな」


    　オレが声のする方を振り向くと、シロがぺたりと床に座り込んでこちらを見上げていた。


    「お、おはようシロ、いつの間に来たんだ」


    「今日からビキニ参りの本番だ。ゆーのすけに危害を加えようとする輩やからがいるかもしれん。護衛たる者、気配を消して付き添うのは当たり前だ」


    「別にオレが狙われている気はしないけど」


    「ウム。ゆーのすけはおめでたいな」


    「なんだよ、それ」


    　オレはシロの言葉にムッとして言った。


    「祐ゆう之の介すけくんも、シロちゃんも喧けん嘩かしないで。私はビキニ参りで勝ってみせるし、祐之介くんのことも護まもってみせるよ」


    　ゆりかはそう言って、今度は両[image: ]こぶしを握り締め、低く構えファイティングポーズを取った。


    「ゆりかまで、オレが誰かに狙われるっていうのか？」


    「そうは思ってないけど、シロちゃんの言うとおり『殴なぐり合うだけが戦いじゃない』って、わかったから」


    　昨日の組み合わせ会でのことだろう、ゆりかのやつ、急に慎重になってるな。


    「ウム。とくにあのルルとかいうやつに気をつけろ」


    「うん。わかってる」


    　シロが忠告をすると、ゆりかは素直に答えた。


    「さて、そろそろ闘技場へ向かうとしようか」


    「はい」


    　シロの言葉を聞くとゆりかはすっくと立ち上がり、頰ほおを両手でぱんっと叩いて、自分で自分に気合いを入れた。


    　それにしても、シロもゆりかもオレに気を遣いすぎじゃないだろうか。


    　確かにこれからはじまるビキニ参りのリング上では、すごい真剣勝負が行われるだろう。


    　それは宇う須ず市にいたときのゆりかの戦いを見て、オレも十分に知っている。


    　でも、戦うのはオレじゃなくてゆりかだ。


    　オレが危険な目にあうなんて、まったく考えられない。


    　それよりも、オレは昨夜の夢を思い出し、ゆりかの身に何か起こるんじゃないかと気になって仕方がなかった。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    『試合は十時からの開始です。その前に立たち会あい忍にんによる簡単な説明があります』


    　作業着風装しよう束ぞくの係りの忍者はそうオレ達に告げると、控え室の扉を閉めて出て行った。


    　オレ達は昨日と同じ控え室で、試合開始の時間をじっと待ち構えていた。


    　ゆりかに緊張した様子はなく、サスケが作ってくれた白いエプロン付きコスチュームに着替え、背もたれのない丸まる椅い子すに座ってゆっくりとしたリズムで呼吸をしていた。


    　オレはゆりかを励ます言葉を探していたが、いい言葉が思い浮かばずにいた。


    



    『試合開始十分前です。リング袖へお願いします』


    　係りの忍者が扉を叩きそう告げると、ゆりかの横で座っていたシロが、耳をぴんっと立て、金色の瞳を大きく見開いて言った。


    「ゆりかよ。答えは出ているだろうな」


    「はい」


    「これから戦う相手、己の敵ではないのはわかっている。だがな、勝負とは油断した方が負けるのだ。全力で美び姫き尼に流のその比類なき強さを皆に見せつけてやれ」


    「はい！」


    　ゆりかの気合いの入った返事を聞くと、シロは立ち上がり扉へと歩いて行った。


    「それからゆーのすけ」


    「え、オレ？」


    「ワタシのそばを離れるなよ」


    「う、うん」


    　シロはそう言って鼻先を小さく横に振って、近くへ来いと合図をした。


    　オレは言われるままシロのそばに行き、そして扉を開けてやった。


    



    「さあ、ビキニ参りのはじまりだ」


    



    　シロはそう言うと、力強い足取りで通路へと踏み出した。


    　ゆりかとオレもシロについて控え室を後にした。


    



    　リングへと続く通路を一歩一歩踏みしめながら、オレ達は歩いて行った。


    　向かいから吹いてくる風が、乾いたリングの匂いと観客のざわめきを運んできた。


    　通路が終わり出口の前に立つと、オレ達の視界にメインリングが広がった。


    　反対側の通路出口には、ビキニン・アーミーがどでかい機関銃をバーベル代わりにして準備運動をしていた。


    



    「舞まい岳たけゆりかさん、頑張ってくださいね♪」


    



    　ふと横を見ると、昨日会った串縁かんべりアキさんが、深い笑みを浮かべて立っていた。


    「ウム……」


    　シロがそれを見て、あからさまに嫌な顔で唸うなった。


    「お連れの皆様はここまでです。観客席に上がってください。特別席が用意してありますわ」


    　アキさんはそう言いながらオレとシロの前に手を開いて差し入れ、ゆりかとの間に壁を作った。


    　その仕草にシロが少し毛を逆立てたが、アキさんは小さくウィンクしてみせた。


    　オレとシロはアキさんに言われるまま、観客席へと歩き出した。


    　ゆりかはそのままメインリングへと出て行った。


    



    『うおぉぉぉぉぉ!!』


    



    　すると突然、観客席から闘技場が割れんばかりの大歓声が聞こえてきた。


    　観客はゆりかを、いや『ビキニンジャ・ゆりか』の登場を心待ちにしていたのだ。


    　オレは出口へと駆け戻ると、ありったけの大声で叫んだ。


    



    「ゆりかー!!　がんばれー!!」


    



    　鳴り止やまない歓声にオレの声は飲み込まれてしまったが、ゆりかにはちゃんと聞こえたらしく、振り返りこそしなかったが軽く手を挙げて答えてくれた。


    　その仕草を見て、オレはまた叫ぼうとしたが、アキさんに肘ひじを軽く摑つかまれ止められた。


    「応援は観客席でお願いしますわ」


    　そう言ってオレを観客席へと促したアキさんの瞳は、笑顔とは裏腹にとても冷ややかで、まるで作り物のようだった。


    



    　闘技場の中央に立ったゆりかは、その凄すさまじいまでの熱気に驚いていた。


    　一いち丸がんとなって押し寄せる人々の意思が、これほど強烈なエネルギーを発するとは想像もしなかったからだ。


    　ゆりかは人の多さに圧倒されたが、その熱気は思いのほか心地よかった。


    　目の前には迷めい彩さい柄がらのビキニ装しよう束ぞくに、機関銃を手にしたビキニン・アーミーがガムを嚙かみながら近づいてきていた。


    「ビキニンジャ・ゆりか、昨日は虚こ仮けにしてくれたけど、今日はそう簡単に行かないよ」


    　嚙んでいたガムを吐き出して、アーミーはゆりかに言い放った。


    「……」


    　ゆりかはアーミーの言葉に応えようとはせず、静かに戦いがはじまるのを待っていた。


    　アーミーは軽いステップを踏んで、腰にぶら下げた手しゆ榴りゆう弾だんやナイフをじゃらつかせた。


    「ふん、お前を倒せば、晴れてこのアーミー様もビキニンジャってわけだ」


    「……」


    　我関せずのゆりかの様子に、アーミーは無駄を悟り舌打ちした。


    　二人がリングの中央に立つと、立たち会あい忍にんが現れ、ゆりかとアーミーの名を呼び観客に紹介した。


    　闘技場は二人への声援と拍手で沸いていた。


    　立会忍はルール説明を終えるとその場をすぐに立ち去った。


    　ゆりかは心に水を張り、深く大きく息を吸い込み、少しだけ吐き出した。


    　そして、そのまま息を止めると、波が引くようにゆりかの耳から歓声が遠のいた。


    



    『シノビファイトに穢けがれた勝利なし。結果に遺い恨こんなし。流りゆう儀ぎを犯す者には制裁を……』


    



    　闘技場のあちこちに備え付けられたスピーカーから、シノビファイトの心得が大音量で流れた。


    『ビキニ参り、第一戦、東Ａ組、ビキニンジャ・ゆりか　対　ビキニン・アーミー……双方作法を守り、存分に戦うべし』


    　アナウンスが終わると、一瞬の静寂が訪れた。


    　観客達は戦いがはじまるのを、呼吸すら忘れたように待っていた。


    　ゆりかはアーミーの眼を見続けていた。


    　その眼に機関銃の銃身が映うつり込むよりも先にゆりかが動かなければ、一瞬で穴だらけにされるからだ。


    



    （一撃で倒す！）


    



    　ゆりかは、そう心の奥底でつぶやいた。


    　次の瞬間、アーミーの機関銃が咆ほう哮こうを上げてゆりかを狙い撃った。


    　それと同時に、弾を逃のがれ移動できるすべての範囲に手しゆ榴りゆう弾だんを投げつけた。


    　リングはアーミーのいる場所以外、黒々とした爆煙の海となった。


    　ゆりかは超人的な跳躍力で空中へと回避し、ネコ影かげを足場にして多段ロケットのように飛び上がると、アーミーの機関銃の弾帯目がけて苦く無ないを打ち込んだ。


    　アーミーは弾帯を切り落とされ残弾０となった機関銃を投げ捨てると、太もものホルスターから自動小銃を取り出した。


    　そして、リストバンドに仕込んだワイヤー付きハーケンを闘技場の天井へと打ち込むと、ワイヤーを巻き取り、自動小銃を乱射しながら急上昇した。


    　機転の利いたアーミーの攻撃だったが、ワイヤーで宙づりになっては、攻撃からの逃げ場は限られている。


    　ゆりかはそれを見て『勝機！』と感じて空中で半回転すると、ネコ影を踏み蹴けって迫り来るアーミーに対たい峙じ。上空からの蹴り技、美び姫き尼に流・隼しゆん爪そう脚きやくを放った。


    　ゆりかの素早い動きに、観客の誰もがこれでゆりかが勝利すると確信した。


    　が、そのとき、ゆりかの『ビキニ装束のブラ』が胸の位置からズレた。


    



    　キックの落下速度も手伝って、ブラからはゆりかの小さく白い胸が零こぼれ出そうになった。


    「うわ、ちょっ……」


    　またもやゆりかはネコ影かげを足場に態勢を立て直して、両手でズレ落ちそうになるブラを繫つなぎ止めた。


    　ゆりかのキックにワイヤーを振り子のように揺らして回避行動をとっていたアーミーはゆりかの軌道の変化に驚き、そのままワイヤーを切り離し地上へと降下した。


    　同時にゆりかも地上へと降り立ち、二人は一足一刀の間合いで睨にらみ合った。


    　アーミーは手の中の自動小銃にもう弾がないことに気がつくと、腰にぶら下げたナイフへと武器を持ち替えた。


    　その隙すきに、ゆりかは左手でブラを元の位置に戻しながら、右手で倒立をしてアーミーの頭上へと飛び上がった。


    　アーミーはゆりかの動きを封じようとナイフを振り回したが、ゆりかの動きはアーミーよりも速く、すでにナイフが届かない高さまで飛んでいた。


    　頭上に浮遊するゆりかに向かって、アーミーは目にも止まらぬほどの速さで、ナイフを小刻みに突き上げた。


    　ゆりかはナイフの動きに合わせて足の下にネコ影シールドを展開し、アーミーの攻撃をガードした。


    　が、その動きに、ゆりかの『ビキニ装しよう束ぞくのブラ』がまた胸の位置からズレた。


    「うわ、また……」

  


  [image: ]


  
    　瞬時にゆりかはアーミーの死角である頭の上に降り立ち、ブラのズレを直そうとしたが、身体が揺れるたびにブラがズレ落ちてしまう。


    「き、きさま！　おりろ！」


    「ムリです!!」


    　ゆりかは両手で必死にブラを押さえながら、足先でバランスを取りアーミーの頭の上で華か麗れいにナイフをかわし続けた。


    



    「ゆりかのやつ、なにやってんだ？」


    「ウーム……」


    「相手をおちょくってるのか？」


    　リング最前列の特別席に座っていた祐ゆう之の介すけとシロは、ゆりかの戦いを見て首をかしげた。


    「まあ、ユニークな戦い方ですわね」


    　そう言って祐之介の隣に座っていた串縁かんべりアキがくすっと笑った。


    「ウーム……」


    　白しろ菜な丸まるはアキのことを睨にらみつけると、息を漏もらすように唸うなった。


    



    　アーミーはナイフの間合いではゆりかに届かないと知り、足下に転がっていた機関銃をゆりか目がけて蹴けり上げた。


    　だが機関銃がゆりかを殴おう打だする寸前、ゆりかはアーミーの前頭を踏み蹴りそのまま上空へと飛ひ翔しようした。


    　アーミーは機関銃を蹴り上げた勢いとゆりかの蹴りとの力で、バックドロップの態勢になりそのまま後頭部を地上へと打ちつけた。


    「うぐ、しまった！」


    　仰向けに反り返ったアーミーは、その身体を無防備にさらしてしまった。


    　それを見たゆりかは、ブラを両手で押さえたまま宙返りして身体を捻ひねると、その回転を利用してアーミー目がけ、再び隼しゆん爪そう脚きやくを見舞った。


    「破はぁぁぁぁ!!」


    　刹せつ那な、アーミーの防衛本能は、両手を正せい中ちゆう線せんの上に縦に連ねて急所を守ろうとした。


    　だが、ゆりかのキックはアーミーが庇かばいきれなかった急所の壇だん中ちゆうへと命中した。


    「ぎゃふッ」


    　半分ほど地面にめり込んだアーミーは、断末魔の声を上げて動かなくなった。


    　すると立たち会あい忍にんが再びリングに姿を現した。


    　アーミーの脈を取り、生きていることを確認すると、指を鳴らして忍にん医いを呼んだ。


    　その様子を少し心配そうに見ていたゆりかに向かい、立会忍が宣言した。


    



    『勝者　ビキニンジャ・ゆりか！』


    



    　体操の空中技を思わせるしなやかなゆりかの動きと、そこから繰り出された見事な蹴けり技に観客は総立ちとなり、惜しみない拍手を送った。


    



    　オレはシロと一足先に控え室に戻り、ゆりかの帰還を待っていた。


    「祐ゆう之の介すけくん、シロちゃん。ただいま」


    「両手を封印して戦うなんて、やるじゃん」


    　控え室に戻ってきたゆりかにオレはそう声を掛けた。


    「えっと、その……」


    「そうではない。ゆりかのやつビキニ装しよう束ぞくがズレておったのだ」


    　シロはそう言うと大きなため息をついた。


    「まったく、なぜあんなことになったのだ。サスケはきちんと採寸したのだろう」


    　シロが怪け訝げんな顔をしてゆりかに問いただした。


    「コスチュームのサイズが合ってなかったのは私のせいだよ。ネコ影かげで分身を作ったときちょっと見栄を張っちゃったから……」


    　やっとわかった。


    　初めてゆりかのコスチュームを見たときに感じた違和感は、サイズのズレだったんだ。


    　だけど、ネコ影で分身ってなんのことだろう？


    「じゃあ両手を封印したのは作戦じゃないんだ」


    「うん……」


    　真相を正直に話したゆりかを、シロは叱りつけることはしなかった。


    「しかしまあ、結果的に面白い戦いになった。怪け我がの功こう名みようといったところか」


    「でも、サイズが合ってないんじゃ、次も困るんじゃないか？」


    　オレは素そ朴ぼくな疑問をゆりかにぶつけた。


    「今度からはネコ影の切れ端を少しつめるよ」


    　そう言ってゆりかは照れくさそうにはにかんで笑った。


    　こうしてゆりかはビキニ参りの第一戦に勝利した。


    　少し滑こつ稽けいだったけど、どんな状況でも決して負けないゆりかをオレは凄すごいと思った。
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    　オレとシロは、ゆりかがアーミーとの戦いでかいた汗をシャワーで流すのを待ってから、闘技場の中にあるカフェテリアで昼食を食べた。そして、午後からの『第二戦、西Ｉ組、ビキニン・ルル　対　ビキニン・カーニバル』の戦いを見学することにした。


    「ゆりか、ルルとやらの戦いをよく見ておけ」


    「はい」


    　シロはゆりかにそう忠告すると、オレの隣の席をゆりかに譲ゆずり、オレ達の後ろの席に座ったアキさんを振り返った。


    「あら、何かご用かしら」


    「ウム……」


    　アキさんの問いかけにシロは答えることなく、不満そうに唸うなった。


    　そして、メインリングの両サイドから、ビキニン・ルルとビキニン・カーニバルが登場してきた。


    　ゆりかのときとは違いアナウンスでの選手紹介はなかった。


    　マイクを持ったルルが、自分で観客に向けて話しはじめたのだ。


    「二十四時間戦いまーす。鋼鉄のアイドル忍者、伊い弉ざな弥みルル！　今回はビキニン・ルルとして、ビキニ参りに参戦しちゃいまーす♪」


    　ルルはそう自己紹介をして、マイクをお手玉のように放り投げると可愛かわいくポーズを取り、落ちて来たマイクをキャッチするとルル側の観客席にマイクを向けた。


    



    『俺達はー！　二十四時間ルルちゃんを応援しまーす！』


    『ゴー！　ゴー！　ルルちゃん！　ファイト！　ファイト！　ルルちゃん！』


    



    　ルルがマイクを向けた観客席の中段にはお揃そろいのはっぴ姿のルル親衛隊が陣取っていた。


    　その親衛隊が野太い声でルルに声援を送った。


    「みんなー！　ありがとう！　ルルがんばっちゃいまーす♪」


    　そう言って親衛隊の声援に応えたルルは、またまたマイクをお手玉にしてポーズを決め続けた。


    「アイドルなのに鋼鉄かよ」


    「一日中働き続ける頑丈な忍者だと聞く。肉弾戦が得意のようだ」


    　オレはシロの解説に少し驚いて言った。


    「なんだ、詳しいな」


    「これでもシノビ協会の職員だからな。ちなみにルルがビキニ忍者として戦うのは今回がはじめてだ」


    「普段はビキニ忍者じゃないんだ」


    「組み合わせ会での様子だと、ゆりかと戦うのが目的だったんだろう」


    　オレとシロの会話を聞いていたゆりかが、リング上のルルを見つめたまま言った。


    「あの人、強い！」


    　その言葉を聞いたシロが、ようやくわかったかとばかりに厳しい口調で言った。


    「だから気をつけろと言ったろう」


    　シロの言葉にオレは少しひやっとなり、リング上のルルを見た。


    　ルルは、蛾がのようなケバケバの付いたコスチューム、対するカーニバルは孔く雀じやくのような羽を背負い、まるでブラジルのお祭りのようだ。


    　カーニバルはルルのパフォーマンスに負けまいと、自分側の観客席に向かって胸と腰を振り踊り出した。


    　リングでは、しばらくルルとカーニバルによる派手なパフォーマンス合戦が続いたが、立たち会あい忍にんが登場すると、二人とも人が変わったようになりリング中央へと向かった。


    　立会忍はルルとカーニバルの名を呼び、二人にルール説明をするとその場を立ち去った。


    　スピーカーからシノビファイトの心得が流れ、ルルとカーニバルの戦いがはじまった。


    「さて、どれほどのものかな」


    　そうシロが言うのを聞くと、オレはつばを飲み込み、気分を落ち着かせた。


    



    　先に仕掛けたのはカーニバルだった。


    　背中に背負った羽を円のように大きく広げ、そこからもの凄すごい勢いで棒ぼう手しゆ裏り剣けんをルルに目がけて打ち出した。


    　百、いや千という数のダーツの矢のような棒手裏剣が高速でルルへと襲おそいかかった。


    　しかし、ルルは棒手裏剣から逃げることなくその場に立ち尽くした。


    　観客の多くがこの後に続く惨状を想像し目を逸そらせた。


    　だが、予想に反し棒手裏剣はルルの身体に当たっても刺さらず、四方八方に弾け飛んだ。


    　ルルは手裏剣の雨を全身で受けたが、胸がぷるんっと揺れただけで傷ひとつ付いていなかった。


    



    「頑がん丈じようの意味が違うじゃん！　マジで鋼鉄のカラダじゃん！」


    　祐ゆう之の介すけはその光景に思わず声を上げた。


    「肉体を硬質化する術だろう。あの強度……相当修行を積んだとみえる」


    　シロは冷静にルルの術を分析して言った。


    



    　ルルのその姿を見て、カーニバルは次々と四方手裏剣、八方手裏剣とあらゆる手裏剣を打ち出したが、どれもルルの身体に突き刺さることはなかった。


    「痛くも痒かゆくもないのよね♪」


    　飛んでくるすべての手裏剣を弾き返しながら、ルルはカーニバルへと近づいて行った。


    　カーニバルは迫り来るルルから逃のがれようと、小刀、鎖くさり鎌がま、果ては撒まき菱びしまでも打ち出したが、ルルには通用しなかった。


    「ほーら。もうすぐ捕まえちゃいますよ♪」


    　ルルはカーニバルの目の前まで来ると、左手でその顔をがっしり摑つかみ、捻ひねり上げながらカーニバルを持ち上げた。


    　カーニバルの顔は苦痛に歪ゆがんだ。


    「まだまだ、これからなのよね♪」


    　そう言うとルルは右手の[image: ]こぶしを握り締め、カーニバルの身体をドスン、ドスンっとサンドバッグのように殴なぐりはじめた。


    　ルルの[image: ]は、身体同様に鋼鉄のように硬かった。


    　カーニバルが殴られるごとに鮮血を吐き出すのを見て、観客からも悲痛な声が上がった。


    　ルルに一方的に叩きのめされたカーニバルは、すでに戦闘不能の状態だった。


    　これが頃合いと、立たち会あい忍にんが姿を現しルルに攻撃を止めるように促した。


    「あれ、もう終わりなの？」


    　制止する立会忍の言葉を聞いて、ルルがつまらなそうに言った。


    　立会忍が合図すると、忍にん医いがわらわらとリング上に現れ、カーニバルの治療をはじめた。


    



    『勝者　ビキニン・ルル！』


    



    　ルルは立会忍に勝者として名を呼ばれると、顔の両側に手でピースサインを作り可愛かわいくポーズを取って言った。


    「ルルったら強い♪」


    　カーニバルの猛攻をものともせず、[image: ]ひとつで勝ちを決めたルルに観客席からは拍手が波のように押し寄せた。


    　ルルは立会忍にマイクを求め、その手に握ると特別席にいるゆりかを指さして言った。


    「ゆりかさんがキックだけで勝ったんで、ルルもパンチだけで勝ってみせました♪」


    　ルルのマイクパフォーマンスに観客達は大いに喜び、足を踏みならしながら声援を送った。


    『ル・ル！　ル・ル！』


    　その光景を見ていたシロが大きな唸うなり声を上げて言った。


    「ウーム。あやつ人じん心しん掌しよう握あくの術も心得ておるようだな」


    　その言葉を聞いたゆりかは膝ひざの上で両手の[image: ]を強く握ると、オレとシロに聞こえる声ではっきりと言った。


    「私、負けない」


    



    　鋼鉄のアイドル忍者、伊い弉ざな弥みルル、いやビキニン・ルル。


    　ルルの武器はその名の通り『鋼鉄のように硬い身体』そのものだった。


    　オレは目の前で繰り広げられた戦いに驚き、少しだけゆりかのことが心配になった。


    「決勝戦はきっと、ゆりかさんとルルさんですわ」


    　オレ達の後ろに座っていたアキさんが、そう言って席を立った。


    　ゆりかとシロにもその声は聞こえたはずだが、アキさんを振り返ることはせず、じっとリング上のルルを見ていた。


    「次の試合までは時間があります。その間は壬み綱づなの里を観光してお楽しみくださいね」


    　そう言ってアキさんは甘い香水の香りを残し、観客席から立ち去った。


    　オレはこのビキニ参りが、いままで見てきたシノビファイトとは、まったく違うもののように思えて、なんだか胸の奥がザワザワとしていた。
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    　ゆりかがビキニ参りの第一戦を勝利で飾った日の夜。


    　堤つつみ庵いおりはひなぎくこと影かげ忍にんエックスの手がかりを求め、ある村外れに来ていた。


    



    「ここか」


    　庵が見上げたのは、月明かりに照らされ、夜の闇の中浮かび上がった廃はい墟きよのレストラン。


    　ガラスの抜けた窓から忍び込み、庵はその場所を探索しはじめた。


    　無人のレストラン内は滅茶苦茶に荒らされ、ゴミが散乱し、壁は落書きだらけであった。


    　不良達の溜まり場になっているのだろう。


    　忍者である庵の目は暗闇でもよく利く。


    　庵は灯りを持たずにレストラン内を歩いていた。


    　暗がりを進み闇に浮かぶ庵の巨体はまるで……。


    「まるで熊だね。大将」


    　そう言いながら庵のもとにやって来たのは、サスケであった。


    　赤い髪が暗闇でもよく目立つ。


    「そういうお前は、松たい明まつだな」


    「なんなら明かりを灯しましょうか」


    　サスケはそう言って、指先から小さな炎を出して見せた。


    「それより通信に出たらどうだ」


    　庵に指摘され、サスケは懐ふところから忍者用の通信機、ニンジャケータイを取り出した。


    　ニンジャケータイは音も振動も発していなかった。


    　忍者用の通信機が発する信号は、常人では感知できない仕組みになっている。


    「ああ、ゆりか。どうしたの。え、サイズが合わない？　あり得ないわよ」


    　通信の相手は壬み綱づなの里にいるゆりかだった。


    　緊急の話らしいが、サスケの態度から、内容はそれほど深刻ではないようだ。


    　サスケはしばらく受話器に耳を当てて話を聞いていた。


    どうやらゆりかがしどろもどろに経緯を説明しているようだ。


    「ゆりかのおっぱいなら触って確かめたわよ。普通は成長したって思うわよ。とりあえず、インパクトあるから当分それで戦って。うん、じゃあゆりかもがんばって」


    　そう言ってサスケはゆりかとの通信を終えた。


    「ゆりかに何かあったのか」


    　通信を終えたサスケに庵いおりがたずねた。


    「ビキニ参り用のコスチュームが大きすぎるんだって。採寸のとき、ネコ影かげの胸を水増ししてたんだそうよ」


    「それは……自業自得だな。で、戦えるのか」


    「今日の戦いは蹴けり技だけで勝ったそうよ」


    「そうか。ならいい。さて、情報にあった『黒い獣』はどこにも見当たらないな」


    「村の人も『物好きな都会の若者が、鹿か猪いのししを見間違えただけかもしれない』って言ってたしね。ここはハズレかな」


    「こんな怪しげな情報まで調査をしなきゃならなんとはな。この調子だとひなぎくさんに辿たどり着くのはいつになることやら」


    「おおっぴらに捜査できないから、地道に調べるしかないのよ」


    「シノビ協会も、お前一人に捜査を任せている場合ではないんじゃないか」


    「そう思っててもすぐに対応できないのが巨大組織のつらいところね。だから、わたしや大将みたいな『慎重かつ無鉄砲』が役に立つんでしょ」


    「ほう」


    　サスケの言葉に庵はニヤリと笑った。


    「奉ほう納のうシノビファイトのとき、わたしは影かげ忍にんを取り逃がした。再び発見したとき、影忍はまるで別人のように穏やかだった。その影があの手紙をくれたのよ」


    「ひなぎくさんからの手紙か。サスケ、お前はどう睨んでる」


    「いまの段階ではなんとも言えないね。謎なぞは深まるばかりよ」


    　奉納シノビファイトの最中に影忍エックスを追い込んだサスケは、影忍エックスの影に潜ひそんでいた『ひなぎく』から、ゆりか宛あての手紙を受け取っていた。


    



    　奥の部屋で何者かがかすかに動いた。


    　二人に気づいたのか、それはじっと気配を殺してこちらの様子を窺うかがっている。


    　庵いおりはサスケに手で合図し、何者かを挟み撃ちする行動に出た。


    



    「ブギィー！」


    



    　庵の打った『安全苦く無ない』が奥の部屋に潜ひそんでいたその何者かを捕らえた。


    「これはこれは、大物を捕まえたわね」


    「こいつで鍋料理でも作ろうか」


    　そう言ってサスケと庵は顔を見合わせ笑った。


    



    　結局その日の捜査は、廃はい墟きよに迷い込んだ一匹の猪いのししを捕獲するだけに終わったのだった。
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    「おはよう、ゆーのすけ、ゆりか」


    　次の朝、オレがホテルの部屋で宿題のドリルをしていると、シロがシノビ新聞の朝刊を咥くわえて入って来た。


    　新聞を咥えた口で器用に喋しやべるシロに、オレは妙に感心してしまった。


    「おはよう、シロ。その新聞は？」


    「早さつ速そくゆりかの活躍が取り上げられていたのでな」


    　シロは口を大きく開け、咥えてきた新聞を床に落とした。


    「はあ……あまり見たくないなあ」


    　ゆりかが深いため息をついて渋った。


    「ハプニングが起きた戦いだったからな」


    　オレは興味津しん々しんでシノビ新聞を手に取って広げてみた。


    　広げた新聞の見出しを見たゆりかの顔が真っ赤に染まる。


    「よい見出しだな。『ビキニンジャ・ゆりか、炸さく裂れつ！　手ブラ殺法！』か」


    　シロは、スポーツニュースのキャスターのように情感を込めて見出しを読み上げた。


    「ううう……恥ずかしい」


    　シノビ新聞の見出しの横には、ゆりかが必死でビキニを押さえている写真が大きく載せられていた。


    「強さよりもお色気の方に注目がいってしまったようだな」


    　白しろ菜な丸まるの冷やかしに、ゆりかは耳まで真っ赤になり肩を落とした。


    　そのとき、宿題をしていたテーブルの上でオレのケータイが鳴り出した。


    「母さんからだ……もしもし、オレだけど」


    『おはよう祐ゆう之の介すけ、ちゃんと宿題してる？』


    「ちょうどいまやってるところ。それよりどうしたの？」


    『ゆりちゃんに代わって』


    「ゆりか、母さんから電話」


    「え」


    　しょげていたゆりかの背筋がピンと伸び、緊張した面おも持もちでケータイを受け取る。


    『かわりました。ゆりかです』


    『ゆりちゃん？　シノビ新聞を読んだわよ』


    「私もたったいま読んだところです」


    『どうしてこんなサイズ違いのビキニを着たの。いつものビキニじゃ駄目だったの？』


    「シノビファイターはコスチューム着用が原則なんです。いつものビキニ装しよう束ぞくは正装ですから」


    『どっちを着てもいいじゃない。同じビキニなんだから』


    「ぜ、全然違いますよ」


    『なんでもいいから、せめてサイズの合ったビキニを着なさい。手が使えないばっかりに怪け我がをしたなんてことになったら困るでしょう』


    「はい……」


    　壬み綱づなの里に来ても、母さんに叱られるゆりかを見るとは思わなかった。


    「ケータイありがと、祐之介くん。まさかこんな形でおばさまに心配をかけるなんて」


    「まあ、気にするな」


    「するよ」


    　ゆりかはまた肩を落として憂ゆう鬱うつそうに言った。


    「案ずるな。言うであろう、『終わりよければすべてよし』とな」


    「そ、そうだね」


    　シロの言葉に、ゆりかの顔が少し明るくなった。


    「そうだよゆりか。シノビ新聞もアレが作戦だと勘違いしてるみたいだしさ」


    　オレはそう言ってゆりかを励ました。


    「うん、そうだね。くよくよしても仕方ないよね」


    　ゆりかにいつもの笑顔が戻るのを見て、オレは新聞の見出しの意味をたずねた。


    「ところでゆりか、『手ブラっ』てなんだ」


    「私も知らない。シロちゃんは知ってる？」


    「それはだな。手で胸を隠す。すなわち手をブラジャー代わりにすることだ」


    　シロは自信ありげにオレ達に『手ブラ』を説明した。


    「また冗談じゃないだろうな」


    「怪しいね」


    「ふっふっふ。信じるも信じないも、お前達の勝手だ」


    　そう言って笑うシロを見て、ゆりかはすっかり気分がよくなったようだ。


    「そういえば、次の戦いまでしばらく時間があるんだろ。ゆりかは今日からどうするの？」


    「とりあえず、今日はこれからアーミーさんのお見舞いに行こうと思ってるよ。はじめてリングで戦った相手だし、少しお話ししたいこともあるから」


    　なるほど、相手はシノビファイターだから、いろいろな相手と戦ってきたはずだ。


    　ゆりかの母親の情報もなにか知っているかもしれない。


    「じゃあ、オレはホテルで宿題をしているよ」


    「では、ワタシがゆーのすけの宿題を手伝ってやろう」


    　そう言って、シロがオレとゆりかの会話に割り込んできた。


    「え、シロが宿題のドリルをやってくれるの？」


    「それはゆーのすけが一人でやる宿題だ。だがもう一つの宿題があったのではないか？」


    　オレとゆりかは顔を見合わせ、少し考えてから二人声を合わせて言った。


    



    『忍者の里の研究！』


    



    「ふっふっふ。ワタシはこの里に詳しいぞ」


    　そうだ、オレには自由研究で『忍者の里を研究する』という大きな課題があったんだ。


    「じゃあ、とりあえず昼からでも闘技場の周りを案内してよ」


    「そうだな。朝の涼しいうちにそのドリルとやらをこなしたら、あとはワタシがこの里を案内してやろう」


    「うん、頼むよ」


    　オレはシロにそうお願いすると、再び宿題のドリルを解きはじめた。


    「じゃあ、シロちゃん。祐ゆう之の介すけくんをお願いね」


    「ウム」


    　ゆりかはシロにそう言うと、ビキニン・アーミーのお見舞いへと出かけて行った。
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    　オレは今日の分の宿題のドリルとプリントを終わらせると、シロと一緒にホテルを出た。


    　闘技場へ渡る橋の袂たもとの広場に着くと、時計塔の針がお昼の十二時を指す前だった。


    「そろそろお昼だな。シロ、昼飯はどうする？」


    「昨日はゆりかの戦いがあって、ワタシもくつろいで昼飯を取れなかったからな。今日は少しくつろがせてもらうとするか」


    「くつろぐってなんだ？」


    



    　そのとき時計塔の針がお昼の十二時を指し、鐘が鳴りはじめた。


    



    「ウム。昼休みだ」


    　そう言ってシロは背筋をぴんっと伸ばし、後ろ足だけで立ち上がると、みるみるうちにオレと同い年くらいの女の子の姿に変わっていった。


    「ふう。四本足で歩くのは肩がこるな」


    　そう言って、その女の子、いやシロは両手を挙げて大きく背伸びをした。


    　絞しぼりたてのミルクみたいな肌に綺き麗れいな銀色の髪、左耳には翠みどり色のイヤリングをしている。


    　急に可愛かわいくなったけど、金色をしたその瞳……それにお尻の尻尾しつぽは紛まぎれもなくシロだ。


    　しかも毛の下に着ていたのだろうか、女の子のシロはサラシを巻いて褌ふんどしを締めている。


    　初めてゆりかのネコ影かげを見たとき以来の衝撃に、オレは目をまるくした。


    「シロ……って、狼男だったのか」


    「乙女だ」


    「そ、そうか」


    「さて、どこへ行こうか」


    　そう言うと、シロは時計塔の広場をきょろきょろと見回した。


    「ゆーのすけ、あの店に入るぞ」


    　シロはそう言って広場の奥に見える赤い煉瓦れんが作りの喫茶店を指さした。


    「喫茶店？」


    「ここのモンブランが美う味まいのだ」


    「え、昼飯にケーキ？」


    「ケーキは食後のデザートだ」


    「あ、そうだよな」


    　オレがシロの姿と言葉にあっけにとられていると、シロが腕を組んできた。


    「お、おいシロ」


    「よいではないか」


    　シロはそう言ってオレと腕を組んだまま喫茶店に向かい走り出した。


    



    　オレとシロは喫茶店で『壬み綱づなの里風スパゲッティ』というのを注文した。


    　シロはオレよりも上手にフォークとスプーンを使いスパゲッティを食べていた。


    　ひょっとして、かつては人間だったというのは本当なんだろうか？


    　って、いままさにシロは人間だよな……どう見ても。


    　オレ達はスパゲッティを食べ終えると、シロおすすめのモンブランと紅茶をデザートにいただいた。


    「どうだ。美う味まいだろう」


    「あ、ああ、本当だな」


    　女の子に姿を変えたシロに、オレは妙にドキドキしながらケーキを口に運んだ。


    「ふっふっふ。ゆーのすけは可愛かわいいのう」


    　その言葉、シロが狼の姿のときはなんとも思わなかったけど、女の子のシロに言われるとなんだかひどく恥ずかしい。


    「ひ、人をからかうなよ」


    　オレとシロは喫茶店での昼飯を終えると、広場の海岸縁べりにあるベンチに座り休憩した。


    「そ、そのかっこうは、どうにかならないのか」


    　サラシに褌ふんどし姿すがたのシロは、正直な話、目のやりどころに困る。


    「裸で歩くわけにはいくまい。ゆりかのビキニ装しよう束ぞくとそう変わらんぞ」


    「裸よりましって程度じゃん。それにビキニは水着だけどそれ下着だろ？」


    　オレはシロから顔を背けて言い捨てた。


    「ふっふっふ。ゆーのすけにはちょっと刺激が強かったかな」


    　そう言ってシロが反対を向いたオレの顔をのぞき込んできた。


    「な、なんだよ」


    「ふっふっふ。ワタシとのデートは楽しいか」


    　シロのやつ狼のくせしやがって、完全にオレをからかってやがる。そうはいくか。


    「狼……そうだよ、お前は狼じゃん」


    「なんだ、いまさら」


    「わはは。さあ、どこへ行く、シロ」


    「何か吹っ切れたようだな」


    「いいから、いいから」


    　これは散歩みたいものだ。初めてのデートが狼なんてありえないぜ。


    「サンポ、サンポ、サンポ、サンポ……」


    「ゆーのすけ、それは何のまじないだ？」


    　ベンチから立ち上がり、オレは自分に言い聞かせるように、散歩のうたを歌い時計塔へ歩き出した。


    　シロはまた腕を組んでくると、真ま面じ目めな声で話し出した。


    「先日の呪いの話だがな、実はまだ続きがあるのだ」


    　そう話しはじめたシロの顔は真剣そのものだった。


    「冗談の続きか」


    「あれは呪いではなく、正しくは薬物のせいなのだ」


    「だ、騙だまされないぞ」


    「人を獣に変えてしまう薬が忍者の世界には存在する。ワタシはその被害者だ」


    「ほ、本当なのか？」


    「薬の力が消えればなりたくもない獣にならずにすむのだ。ゆーのすけ、お前の唇でこの忌いまわしい身体を清めてくれ」


    「ま、待て、どういう話の流れだ」


    「ワタシはゆーのすけに一目惚ひと　め　ぼれしたのだ」


    　シロはそう言うと、オレの身体にぴったりくっついてきた。


    「お、おい」


    　シロの顔が、そして唇がオレの顔にどんどん近づいてくる。


    　これはシロの冗談だ。


    　こいつは狼だ。


    　っていうか、誰に言い訳をしているんだオレ。


    　シロの顔がオレの視界を完全に占せん領りようした。


    　オレはシロから顔を背そむけられなかった。


    　あのゆらめく金色の瞳を見てしまったから……。
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    『ごおぉぉぉぉん』


    



    　時計塔の針が昼一時を指し鐘が鳴りはじめた。


    　同時にシロがオレの視界から消えた。


    　はっとなり、オレが目線を下ろすと、シロが女の子の姿から狼に戻っていた。


    「残念、昼休みが終わってしまったか」


    　シロはそう言って銀色の毛に被おおわれた身体を震わせた。


    「ゆーのすけ。この続きは明日の昼休みにしよう」


    「そ、そうだな……って、そうじゃねえ。また、からかったな」


    「ふっふっふ。それにしても、二本足で立って歩くのは腰が疲れるな」


    「ったく」


    「ちなみに、さっきのは本気だぞ」


    「騙だまされるか噓つき。お前はあれだ、狼少年だ」


    「狼乙女と呼べ」


    「どっちだって大して変わんないじゃん」


    



    　狼に戻ったシロとオレは闘技場の周りを歩き、午後の時間を過ごした。


    　シロは壬み綱づなの里のことだけでなく、忍者の歴史についても詳しく話して聞かせてくれた。


    　オレはそれをメモしておいた。これでオレの自由研究も何とかなりそうだ。


    　しかし、シロの女の子の姿は何なのだろう、あれも忍術の一種なんだろうか。


    



    　夕方、オレはホテルの前でシロと別れて部屋に戻ると、ゆりかは先に帰ってきていた。


    「おかえり、祐ゆう之の介すけくん。あれ、祐之介くんなんだか顔が赤いよ」


    「あ、ずっと海辺を歩いてたから、日に焼けたんじゃないかな」


    　ゆりかの問いかけに、オレは咄とつ嗟さにでまかせを言ってしまった。


    「ふうん、そうなんだ」


    　やばい、オレは昼間の出来事を思い出していたらしい。


    「それより、アーミーの具合はどうだった」


    　オレはゆりかに何も感づかれまいと、別の話題を持ち出した。


    「うん。元気だったよ。さすがはシノビファイターだよね」


    「そうか。それで何かお母さんの情報は？」


    「そっちは収穫なしだった……」


    「それは残念だな」


    　その夜、オレはなかなか寝付けなかった。


    　今夜もゆりかとオレは二人きり、昼間のシロとのキス未み遂すい事件のせいで隣の寝室で寝ているゆりかのことがどうしても気になってしまう。


    　いつかゆりかとオレがデートする日が訪れたりするのだろうか。


    



    　……ああ、オレはいったい何を悩んでいるのだろう。


    　いかんいかん……明日に備えて早く眠ってしまおう。


    　こうしてオレとゆりかの壬み綱づなの里、三日目が終わった。
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    　壬み綱づなの里で開催されている『ビキニ参り』の結果は、宇う須ず市の八や戸ど刈かり家でも日々話題の中心になっていた。


    　祐ゆう之の介すけの両親も、新聞や雑誌に『ビキニ参り』の見出しが躍おどっていれば、それをすべて買い込んだ。


    



    「第一戦に快勝したビキニンジャ・ゆりか。しかし、その強さを評価するのはいまだ困難である。なぜならば、戦いで活躍しているのはビキニンジャ自身というより、その奥おう義ぎの方だからだ。変幻自在の影かげ忍にん法ぽうは正に万能であるが、その術さえ会え得とくすれば誰もが無敵の忍者になれるのではないだろうか。もっとも、八や尾お美び姫き尼にに師事し免許皆かい伝でんを得なければこの影忍法の使い手には成れないのであるから、それ自体は高く評価しなければならないだろう……か」


    『週刊シノビ』の記事を読み終えた祐之介の父は、しきりに眉を上下させて苦い表情で妻に話しかけた。


    「こぞってゆりちゃんを取り上げるわりには、どの記事も辛から口くちだな」


    「どうして素直に評価できないのかしら」


    　祐之介の母も『週刊シノビ』に目を通し、その記事の内容に眉をひそめた。


    「忍者ならではの見方があるのかな？」


    　祐之介の父は、ゆりかへの風当たりの厳しさの理由を考え首を捻ひねった。


    　八や戸ど刈かり家けが忍者ステイのホストファミリーになり、ゆりかを受け入れたのは、大の忍者好きである祐之介の父の発案であった。


    　しかし、忍者好きと言ってもあくまで一般人。


    　忍者界の微妙な力関係による風評は、いささか理解しかねるのである。


    「そうだ、餅もちは餅屋。忍者のことは忍者。直接忍者に聞いてみよう」


    　そう言って、祐之介の父は『週刊シノビ』をリビングテーブルの上に置いた。


    「直接忍者に聞くって、どうやって？」


    「珠しゆ里り軒けんに行くんだよ」


    　祐之介の母は夫の言葉に、少し考えてから小さくうなずいた。


    



    　八戸刈夫妻は昼食も兼ねて珠里軒へと足を運んだ。


    「あれ、準備中？　お昼時なのに」


    　祐之介の父は珠里軒の入り口の扉に出ていた『準備中』の札を読み上げて言った。


    「お店の明かりはついているから、中に人はいるのよね」


    　祐之介の母は夫にそう言うと、扉を軽く叩いた。


    「はいはい。ただいま参りますよっと」


    　店の奥から声がして、八戸刈夫妻とも顔見知りの中年男が現れた。


    「おお、これは八や戸ど刈かりさん。いらっしゃい」


    「お、こんにちは、先日はゆりちゃんの見送りありがとうございました」


    　店の中から出て来たのは、珠しゆ里り軒けんの常連客でサラリーマン忍者三人組、珠里軒トリオの鳥と羽ばだった。


    　店の奥では残りの二人、隆りゆう造ぞうと沖おき田たがテレビを見ながらくつろいでいた。


    「これはこれは八戸刈の旦だん那なさんと奥さん」


    「あ、どもッス」


    　隆造と沖田も八戸刈夫妻に気がつくと挨あい拶さつをした。


    　店長の堤つつみ庵いおりはゆりかの母親捜しのため店を離れており、その間は常連客のこの三人組が留守を任されていた。


    　鳥羽は八戸刈夫妻を店の中に招き入れると、庵に代わり来店の目的を聞いた。


    「……なるほど、ゆりちゃんの評価が気になりますか」


    　大きな鼻をかきながら鳥羽が言った。


    「はい。ゆりちゃんはとても強いと思うのですが」


    　祐ゆう之の介すけの父は思うがままを三人組に質問した。


    「沖田。シノビファイトに関してはお前が一番詳しい。教えて差し上げろ」


    「はいッス」


    　鳥羽にそう言われ、沖田が自信ありげに返事をした。


    「要するにッスね、みんなゆりちゃんに鬼のような強さを期待してたんスよ」


    「鬼、ですか。なんでまた」


    　八戸刈夫妻は沖田の思いもよらぬ言葉に驚いた。


    「忍者の世界には『触らぬ美び姫き尼にに祟たたりなし』って言葉があるんス。それはゆりちゃんのお婆ばあ様、八や尾お美姫尼様の強さと恐ろしさを示しているんスよ。だから、多くの忍者はゆりちゃんに『鬼神の孫』っていうイメージを持ってるんスよ」


    　沖田の説明に祐之介の母は、すかさず言葉を返した。


    「ゆりちゃんは鬼なんかじゃありません」


    　その言葉に、隆造が眼め鏡がねの縁ふちを触りながら答えた。


    「もちろんゆりちゃんは鬼ではありませんし、とてもよい娘さんです。ですが忍者である以上は怖いほど『よし』とされる物事もあるのです」


    「そうだな」「あるんッス」


    　鳥羽と沖田が隆造の言葉に続いた。


    「それは、どういうことですか」


    　祐之介の父はその言葉の意味がよく理解できず、隆造にたずねた。


    「八尾美姫尼様は秩序を重んじる方です。ご自身は破は天てん荒こうな方らしいですが……ともあれ八尾美び姫き尼に様を恐れて悪さを控える忍者も、少なくないのですよ」


    「なるほど、いわゆる『近所のカミナリ親父』的な存在なんですね」


    　隆りゆう造ぞうの言葉が腑ふに落ちた祐ゆう之の介すけの父は、軽くうなずきながらそう言った。


    「そういうことです。ともあれ、我々は見守るしかありません」


    「ないな」「ないッス」


    　三人組がそう答えると、珠しゆ里り軒けんの店内に沈黙が広がった。


    「……」


    　皆が押し黙る中、祐之介の父が重苦しい空気を払うかのように、手を『ポン』と叩いた。


    「あなた、なに？」


    「誰がなんと言おうと、僕らが知っているゆりちゃんが本当のゆりちゃんだよ。僕らだけでも、ゆりちゃんを応援しなきゃあ」


    　祐之介の母も夫の言葉に『そうね』と笑顔で答えた。


    　鳥と羽ば、隆造、沖おき田たの三人組、珠里軒トリオもその言葉に大きくうなずいた。


    　どんなに離れていても、皆一様にゆりかの味方であった。


    　こうして珠里軒の店内には、ゆりかを思う大人達の笑顔と笑い声が広がっていった。
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    『忍者の里の研究』のために出かけていたシノビ協会から、シロと一緒にオレはホテルに戻ってきた。部屋をのぞくとゆりかが浮かない顔をして雑誌を読んでいた。


    「ただいま、ゆりか。それなに読んでるんだ？」


    「おかえり、祐之介くん、シロちゃん。ちょっと気になる記事が載っててね」


    　ゆりかがそう言うと、シロが近づき雑誌をのぞき込んだ。


    「ねえ、シロちゃん」


    「なんだ。ゆりか」


    「この『週刊シノビ』の記事の意味が、よくわからないんだけど」


    　シロは記事に目をやると、やれやれと言った顔でゆりかに語りかけた。


    「ウム。ではひとつ譬たとえ話をしてやろう。免許皆かい伝でんという看板を背負い、その奥おう義ぎを身に付けた剣客がどんな凄すごい技を繰くり出すのかと思えば、刀で林りん檎ごの皮剝むきをはじめたのだ。それでは人々は拍子抜けすると思わんか」


    「それって私のこと？」


    　説法のようなシロの言葉に、ゆりかは少し戸惑いながらたずねた。


    「そうだ。己の奥義の使い方は間違いではないが、『凄み』がない。奥義の真しん髄ずいを知らず小手先で振り回しているようにみえる」


    「小手先だなんて、そんな」


    　ゆりかは免許皆かい伝でんをもつ自分に技量が足りないとは思いたくなかったようだ。


    「どんな名刀も素人しろうとが振ればなまくら同然だ。術に頼るのと術を活かすのでは、まったく意味が違うぞ」


    　考え込むゆりかを見て、シロはわかりやすい譬たとえで話を続けた。


    「うーん」


    「まだわからんか」


    「それは、私が未熟ってことだよね。だとしたら、どうしてお婆ばあちゃんは私に免許皆伝を授けたんだろう」


    「ウム。たしかに八や尾おは孫を贔ひい屓きするような奴ではないな」


    「うん……って、なんでお婆ちゃんの考えがわかるの」


    　祖母のことを知った顔で話すシロに、ゆりかはまた疑問をぶつけた。


    「わかるさ。なにせ『鬼神』だからな」


    「そうか。ああ、でもわからない……」


    　ゆりかがすごく悩んでいるのは、オレにも手に取るようにわかった。


    「ゆりかよ。今度の戦い、奥おう義ぎを封印して勝つことはできるか」


    「え、うーん」


    「なあ、ゆーのすけ。ゆりかが奥の手を出さずに勝利するのは、ちょっとかっこいいとは思わんか」


    　唐突に、シロがオレに話を振ってきた。


    「普通に勝つよりも強そうに見えるかもな」


    　シロの口車に乗せられたわけではないが、ゆりかを元気づけようと思い、オレは言った。


    　確かにネコ影かげを使わずにゆりかが勝てば、それはゆりかの実力として認められるだろう。


    「そうかな」


    「そうかもな」


    「そっか」


    　ゆりかはオレのことをじっと見つめながら言った。


    「どうだ、挑戦してみるか」


    　シロがそう問いかけると、ゆりかは意を決したように力強く答えた。


    「うん。やってみるよ」


    　ゆりかは『週刊シノビ』を閉じその場に置くと、部屋の窓から外を見た。


    　窓の外には壬み綱づなの里の闘技場が、夕日に照らされ美しく輝いていた。
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    　ネコ影かげを使わず勝つように言われてから、ゆりかは毎日朝早くからシノビ協会に隣接したトレーニングジムで修行をはじめていた。


    　今け朝さも祐ゆう之の介すけを白しろ菜な丸まるに預け、一心不乱に修行に打ち込んでいた。


    



    「おはよう、ゆりか」


    「サスケちゃん、庵いおりさん」


    「朝から精が出るな」


    



    　ゆりかが身体を休め振り向くと、そこにはサスケと庵が立っていた。


    　二人は、ゆりかが壬み綱づなの里にいる間に行っていた、ゆりかの母親捜しの状況報告に来たのだった。


    「ゆりか、七年前のことがわかったよ」


    　いつもにこやかなサスケが、神妙な面おも持もちでゆりかを見て言った。


    「お母さんのことが？」


    「それも人の耳があるところではちょっとできない話だから、会議室でゆっくり話すよ」


    　そう言ってサスケはゆりかと庵を伴い、壬綱の里のシノビ協会の建物へ向かった。


    　サスケは二人を応接室へ連れて行くと、壁に掛けられた『鬼とビキニンジャの戦絵』を少し斜めにずらした。


    　戦絵の横の壁が音もなく開き、地下へと続く階段が現れた。


    「この下が会議室よ」


    　三人がその中に入って行くと、壁はまた音もなく閉じてしまった。


    　地下には十人ほどの人間が入ると一杯になってしまうような、小さく狭い茶室があった。


    「なかなか趣おもむきのある部屋だな」


    　庵は、外からこの部屋での会話が悟られないか探るように、見回して言った


    「シノビ協会には必ずこういう会議室があるのよ。防音防火はもちろん、大地震や核攻撃にもビクともしない強度があるから安心して」


    　サスケは秘密忍にん務むに縁のない二人に会議室の安全性を説明した。


    「じゃあ、そろそろ話そうか。七年前の事件のこと……」


    



    　サスケの話では、七年前にシノビ協会はある情報を入手したという。


    　ある男を中心に十数名の乱らつ破ぱ者ものが、違法である暗殺を生なり業わいとする一味を興おこしたのだ。


    　早さつ速そくシノビ協会は、一味を壊滅させるべく特忍隊を結成し、一味のアジトへ向かった。


    　その特とく忍にん隊たいの中に、ゆりかの母『ひなぎく』がいたのだ。


    　特忍隊は速すみやかに一味のアジトを包囲し、突入の機会を窺うかがっていた。


    　しかし、突入直前にアジトの中から悲鳴が聞こえ、間もなく特忍隊にも異変が起きた。


    　特忍隊からは『……ケモノ』という通信を最後に、シノビ協会への連絡が途絶えた。


    　数分後、駆けつけたシノビ協会の増援隊が見たものは、恐ろしい力で無残に破壊されたアジトと、歯形が残された幾つもの人間の手足だった。


    



    「獣、歯形……一味に猛獣使いでもいたのか」


    　目を細め顎あごに手を当てて庵いおりが言った。


    「いえ。歯形は人間のものだったそうよ」


    「人間が人間を嚙かみ殺したというのか」


    「食べたのよ。現場に残されていたのは食べ残し。それも一味と特忍隊の両方のね」


    　平然と言い放たれた異常な状況に、修しゆ羅ら場ばには慣れている庵も表情を厳しくした。


    「どういうことだ。人間の歯を持った獣が現場にいたとでもいうのか」


    「きっと特忍隊はこう伝えたかったのよ。『バケモノ』って」


    「化け物、か」
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    「歯形は女性のものだった。一味を含め現場にいた女性は四人。ひなぎくさんの歯型とは一致しなかったけど、疑いは晴れない。なんたって美び姫き尼に流には、変幻自在の奥おう義ぎがあるからね」


    



    「……人喰いひなぎく……」


    



    　それまでじっとサスケの説明に聞き入っていたゆりかがつぶやいた。


    「なんだ、それは」


    　庵いおりはゆりかが口にした言葉に、再び目を細めたずねた。


    「里を出るときにじじ様から聞いたの」


    「ああ、ひなぎくさんの通り名だよ」


    　ゆりかはサスケの言葉にうなずき、母がかつてそう呼ばれていたことを庵に教えた。


    「しかし、だからといってありえないだろう」


    「もちろん、通り名程度じゃ根拠にならないよ。だからひなぎくさんのことは、あくまで参さん考こう忍にんとして捜索してるのよ」


    　サスケの言葉に、ゆりかは顔を強こわ張ばらせ唇を嚙かみしめた。


    「お母さん……」


    　下を向き暗くなるゆりかに、サスケが急に別の話題を切り出した。


    「ところでゆりか、『ビキニ参り』の調子はどう？」


    「え。あ、あんまり、かな」


    　ゆりかは『週刊シノビ』の記事を思い出して、さらに暗くなった。


    「まあ、焦らずやってちょうだい。『終わりよければすべてよし』よ」


    　サスケはことさら明るい調子で言ってウィンクをしてみせた。


    「シロちゃんにもそう言われたよ」


    「シロ？　ああ、白しろ菜な丸まるね。わたしも今度からそう呼ぼうかな」


    　ゆりかとシロがうまくやっていると感じたサスケは、にんまりと笑って言った。


    「サスケちゃんも庵さんも、このあとはどうするの」


    「俺もサスケも夜には捜索に戻る」


    「そうですか」


    　気の置けない仲間がすぐ帰ってしまうと知ると、ゆりかの顔は少し寂しそうになった。


    　サスケはゆりかの顔を見て、また別の話題を持ち出した。


    「ゆりか、祐ゆう之の介すけ少年はどうしてるの」


    「今日はシロちゃんと自由研究のためにデートだって」


    「デート？」


    「うん。夏休みの宿題のために、あちこち探検するのをシロちゃんがデートって呼んでるみたい」


    「それ、きっと本当にデートしてるんじゃないの」


    「え、どういうこと」


    　サスケの意外な言葉に、ゆりかの落ち込んでいた顔が驚きの顔に変わった。


    「白しろ菜な丸まるは狼に変身できる人間だよ」


    「え？」


    「あれ、元が狼で、人間に変身できたんだっけ？　まあ、どっちでもいいか」


    「待ってよサスケちゃん。よくないよ。変身なんて忍術、ありえないよ」


    　サスケの冗談のような話に、ゆりかは手と首を同時に振りながら否定した。


    「じゃあ狼人間なのかしら」


    「もっとありえないよ。それじゃ妖怪だよ」


    「ゆりかのネコ影かげだって、十分ありえないと思うよ」


    「う、それは……」


    　ゆりかは痛いところを突かれたとばかり、ぐっと押し黙った。


    「お前さんも妖怪ってことか。どうりで強いわけだ」


    「い、庵いおりさんまで」


    　ゆりかは庵の言葉にたじろぎ、そしてシロが恐ろしい狼人間になる姿を思い浮かべた。


    「シロちゃん、なんで私に黙ってたんだろう。祐ゆう之の介すけくんが怖がったらどうするのよ」


    「それはないよ。だって人間の白菜丸、すっごく可愛かわいいもん」


    「可愛い？」


    　サスケのさらに意外な言葉に、ゆりかはわけがわからなくなった。


    「うん、祐之介少年と同い年くらいの美少女だよ」


    「美少女……」


    



    （……ということは、いままで祐之介くんは、美少女とずっと一緒に？）


    



    「少年、白菜丸に惚ほれちゃうかも」


    



    （惚れ……）


    



    　瞬間、ゆりかの顔がみるみる真っ赤に染まっていった。


    「なんて顔してるのよ、ゆりか」


    「だ、だって、祐之介くんが女の子とデートだなんて」


    「気になる？」


    「別に気に……なるかも」


    　ゆりかはぷるぷると首を横に振ったかと思うと、すぐにうんと首を縦に振った。


    　顔を赤くしてそわそわするゆりかを見て、サスケがまたまたにんまりと笑って言った。


    「じゃあ、少年とシロを尾行してみる？」


    「うん！」


    　サスケの提案に、ゆりかは胸の前で両手を軽く握って上下に振って答えた。


    「じゃあ、さっそく尾行の開始よ」


    　そう言って、サスケは応接室に戻る階段へと向かった。


    「うん、開始だね」


    　ゆりかは少し鼻息を荒くして、サスケを追い越し階段を上がって行った。


    「あ、大将とはまたあとで」


    　サスケは庵いおりの方を振り返って言うと、小さく舌を出して『ゆりかのことはまかせて』と表情で合図した。


    「……ビキニンジャも、サスケといる時は普通の少女だな」


    　先ほどまでの重苦しい話を忘れたかのような少女忍者達の行動に、庵は肩をすくめるだけだった。
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    　ゆりかとサスケは、祐ゆう之の介すけと白しろ菜な丸まるの『忍者の里の研究』と称するデートの尾行を開始した。


    　時刻はちょうどお昼の十二時前、祐之介と狼の姿の白菜丸は時計塔の広場を歩いていた。


    「いいの、ゆりか？　忍にん務むでもないのに尾行なんかしてさ」


    「今は緊急事態だもん。それに言い出したのはサスケちゃんじゃない」


    「いいよそのノリ。昔を思い出すわ」


    　広場脇の花か壇だんの茂みに身を潜ひそめ、祐之介と白菜丸の様子を窺うかがっていたゆりかに、同じく身を潜ひそめていたサスケが、からかい気味に言った。


    「サスケちゃん、シロちゃんは狼のままだよ」


    「まあ見てなさいって」


    　サスケがゆりかにそう言うと、時計塔の鐘が十二時を知らせた。


    『ごおぉぉぉぉん』


    　二人の見つめる中、鐘が鳴ると同時に白菜丸は後ろ足で立ち上がり、みるみる人間へと姿を変えた。


    　その光景にあっけにとられたゆりかは思わず叫びそうになったが、尾行中であることを思い出し、口に手を当て声を押し殺して言った。


    『なにあれ、あんなの見たことないよ』


    『ほら、言った通りでしょ』


    　ゆりかの驚きの言葉を聞いて、サスケもひそひそ声でゆりかに言った。


    『それからゆりかのネコ影かげだって、ほんとあり得ないから』


    　白しろ菜な丸まるの変身と自分の奥おう義ぎを比べられたゆりかは、口をへの字にして渋い顔をした。


    『祐ゆう之の介すけくんとシロちゃん、何を話してるんだろう』


    『ここからじゃ聞き取れないわね。そうだ、変装して近づいてみようか』


    　そう言ってサスケが顔の前で二本指を立てワイパーのように動かすと、髪の色が赤から黒へと染まった。


    『便利だなあ。私もその忍術覚えたいなあ』


    『ふふ、昔よくやった着せ替えごっこの延長よ』


    　サスケは懐ふところからハンカチを取り出すと、それをゆりかの目の前で軽く振った。


    　すると、ハンカチは二人をすっぽり包むほど大きなシーツへと広がっていった。


    　サスケは自分と一緒にゆりかをくるみ、小さな声で『変身！』と言うと、シーツを剝はぎ取った。


    　シーツの中からは、カジュアルな服装の女の子二人組へと姿を変えたゆりかとサスケが現れた。


    　ゆりかは、茂みの後ろに建っている店のガラス戸に映うつった自分の姿を見てびっくりした。


    　そこには黒髪のサスケとは反対に、髪が赤く染まったゆりかが映っていたのだ。


    『私、赤色の髪になってる！』


    『うん。なかなか似合ってるよ。そうだ。あとでこの術教えてあげるから、今度からその髪の色で戦いなよ。きっとかっこいいよ』


    　サスケはゆりかの姿を見て、満足そうにそう言った。


    『あ、サスケちゃん。あれ』


    　ゆりかが指さす先には、仲良く腕を組んで時計塔の方へと歩いて行く祐之介と美少女の白菜丸がいた。


    『あら、なんだかいい雰囲気ね』


    『よくない。ダメだよあんなの』


    　ひやかし半分に言ったサスケの言葉に、ゆりかは口を尖とがらせた。


    『どこへ行くのかな』


    　そう言って、ゆりかが祐之介と白菜丸の行き先を案じると、二人は時計塔横の赤い煉瓦れんが作りの喫茶店へと入って行った。


    『祐之介くん、小学生だけで喫茶店に入るなんて不良だよ』


    　喫茶店へと入って行く祐之介と白菜丸を見て、ゆりかは興奮気味に言った。


    『護衛の白菜丸が一緒だからいいんじゃないの。保護者みたいなもんだし』


    　サスケがそう言ってゆりかを落ち着かせようとすると、ゆりかがさらに興奮して言った。


    『ダメだよ！　だって、デートだよ！　いやらしい』


    『ゆりか、ちゃんと社会勉強してる？』


    　ゆりかの時代錯さく誤ごな発言に、サスケはあきれ顔で突っ込みを入れた。


    『わたし達もあの店に入るよ。はいコレ』


    　サスケは懐ふところから、お揃そろいのサングラスを二つ取り出し、一つをゆりかに渡した。


    『じゃあ、潜入開始よ』


    『了解』


    　ゆりかとサスケはサングラスをかけると、花か壇だんの茂みから飛び出し喫茶店へと向かった。


    



    



    　オレはシロとの『忍者の里の研究』の散歩の途中、行きつけになりつつある喫茶店で昼飯を食べることにした。


    「だいたいここのメニューは食べちゃったな」


    「まだ、壬み綱づなの里風パエリアを食べていないぞ。ここのは魚ぎよ介かいがたっぷりで美う味まいのだ」


    　そういうわけで、今日はシロのオススメ『壬綱の里風パエリア』をいただくことにした。


    　トマトベースのスープにムール貝とあさり、それに大ぶりの海老がどっさり入っている。


    　この歯ごたえはイカだな？　赤ピーマンの辛からみもちょうどいいし、オリーブ油の風味もすごく食欲をそそる。


    「うん、たしかに美味い」


    「そうだろう。ではワタシも頂くとしよう」


    　パエリアをスプーンで可愛かわいく口にほおばるシロの姿に、オレはなんだかキュンとなった。


    「……やばい」


    「なにがやばいのだ」


    　思わずオレは自分の心境に困惑し、つい気持ちを言葉にしてしまった。


    「ふっふっふ。やっぱりゆーのすけは可愛いのう」


    「ああ、わかったよ」


    　くそ、シロのやつ完全にオレをおちょくってやがる。


    　オレはそう思いながらも、実はこの状況がまんざらでもないと感じはじめていた。


    



    



    『うー、祐ゆう之の介すけくんたら、デレデレしちゃって』


    　祐之介と白しろ菜な丸まるのことを、少し離れた席に座り窺うかがっていたゆりかがやきもきして言った。


    『小さな恋人達って感じだね』


    　サスケは楽しくて仕方がないようだ。


    『カップルで食事なんて祐之介くんにはまだ早いよ』


    『カップル？　いいじゃん別に。相手は狼だよ』


    　サスケが急に冷静な声で言った。


    『狼でも女の子と二人っきりはダメ！』


    『あんた、自分はどうなのよ』


    　支し離り滅めつ裂れつを通り越して、意味不明なゆりかの言葉に、サスケはため息をついた。


    



    



    　オレとシロはパエリアを食べ終わると、こちらも恒こう例れいになりつつあるデザートタイムにすることにした。


    「今日はなんにする？　ケーキもほとんどの種類を食べちゃったし」


    「実はな、この店にはワタシ専用のスペシャルデザートがあるのだ」


    「スペシャルデザート？」


    　シロはそう言って、ウエイトレスを呼ぶと『アレを』とだけ注文した。


    　すると、ウエイトレスはにっこり笑って『アレですね』と答えて、厨ちゆう房ぼうへ注文を伝えに行った。


    



    「うわ！　すげーー」


    



    　しばらくすると、ウエイトレスが特大のフルーツパフェを運んできた。


    　大きなグラス中にぎっしり詰められたアイスクリームはよく冷えているようで、グラスの周りについた水滴が白く凍っていた。


    　なによりもアイスの上に盛られた数々のフルーツ達、キウイ、バナナ、メロン、白桃にピンクグレープフルーツ。


    　ソフトクリームとホイップクリームとがフルーツ達をつなぎ合わせ、絶妙なバランスで山のようにそびえ立っていた。


    　そしてその山頂にはたっぷりとチョコソースがかけられ、赤く小さなチェリーが可愛かわいく乗っていた。


    「どうだゆーのすけ、見事だろう。これがワタシ専用のスペシャルデザートだ」


    「ああ。すげえ」


    「名付けて『白しろ菜な丸まる特製スペシヤルパフェ、厳選フルーツの共演』だ」


    　オレは目の前の白菜丸特製パフェに、素直に感動していた。


    「量が量だからな。ワタシとゆーのすけで半分こだ」


    「お、おう」


    　シロに言われなくても、オレもこれを一人で食べきる自信はない。


    「でも、これ食べるときに崩れないか」


    「ウム。確かに食べるのには少しコツがいるな。ではワタシがすくってゆーのすけに食べさせてやろう」


    　そう言ってシロは、白桃とソフトクリームを上手にパフェスプーンですくうと、オレの口の前まで運んできた。


    　オレはかなり恥ずかしかったが、目の前の甘味に心が揺らぎ、ついに大きく口を開けた。


    「ほら、あーん」


    「あーん……んっまい！」


    　新鮮な白桃とちょうどいい甘さのソフトクリームに、オレのほっぺは落ちそうになった。


    「そうだろう。ほら、次だ。あーん」


    　バナナ、キウイ、メロンと、シロは次々にオレの口に運び入れた。


    



    



    　祐ゆう之の介すけと白しろ菜な丸まるの恥ずかしい行動に、ゆりかだけでなくサスケもサングラスの下で目を大きく見開いていた。


    『祐之介くんが！　祐之介くんが！』


    『あれは完全にできてるね』


    　サスケの推察に、ゆりかは手を小刻みに震わせながら言った。


    『で、できてるって、まさか』


    『祐之介少年と白菜丸は付き合ってるってこと』


    　サスケの衝撃的な言葉に、ゆりかの頭の中は沸ふつ騰とう寸前になっていた。


    『わ、私やめさせてくる！』


    　そう言って立ち上がろうとしたゆりかを、サスケが肩を押さえながら言った。


    『もう少し、様子をみましょう、ね』


    　サスケはそう言って、サングラスの下でにんまりと笑った。


    



    



    　オレとシロは『白菜丸特製スペシヤルパフェ』の中腹を制せい覇はしつつあった。


    「これだけ、周りを食べれば、もう崩れ落ちることはないだろう」


    「お、おう。そうだな。もう自分で食べられるよ」


    　オレはそう言って、自分のパフェスプーンで山頂のチェリーをすくい食べようとした。


    「ちょっと待て、ゆーのすけ。さくらんぼうはワタシの好物だ」


    「あ、そうか悪い」


    　そう言って、オレはチェリーを山頂に戻そうとした。


    「待て、ゆーのすけ。それを戻すとパフェが崩れるかもしれん。それはそのままワタシに食べさせてくれ」


    　シロの言葉にオレは戸惑ったが、ゆらめく金色の瞳に操られるようにパフェスプーンに乗ったチェリーを蔓つるごとシロの口に差し入れた。


    「ウム。美び味み美び味み」


    　そう言ってシロはチェリーを味わいながら、口の中をもごもごさせた。


    「あ、蔓を取ってやればよかったな」


    「いや、大丈夫だ」


    　そう言うと、シロはチェリーの蔓を種と一緒にぷっと吐き出した。


    　おもしろいことに、チェリーの蔓は真ん中で輪になって結ばれていた。


    「へー。器用だな」


    　オレは正直な感想を述べた。


    「ああ、舌先で丸めて結んだのだ。ワタシの舌は器用だぞ、だから口づけも上手いのだ」


    　オレはシロの口づけという言葉に、この間のキス未み遂すい事件を思い出し顔が熱くなった。


    



    



    　祐ゆう之の介すけと白しろ菜な丸まるのまたまた恥ずかしい行動に、ゆりか頭の中は蒸発寸前になっていた。


    『サスケちゃん。私もう限界！』


    『ここじゃ人目があるよ。話は祐之介少年と白菜丸が店の外に出てからにしましょう』


    　結局、ゆりかとサスケは二人がパフェを食べつくすのをじっと待つことにした。


    



    



    　オレとシロは喫茶店での昼飯を終えると、今日も広場の海岸縁べりにあるベンチに座り休憩することにした。


    　喫茶店でのシロとのパフェの食べさせあいっこを思いだし、オレの身体はなんだか少しカッとなった。


    　しかし、ああいう楽しいことは、ゆりかと一緒にしたいんだけどなぁ……。


    「ゆーのすけ。いま他の女のこと考えていたな」


    「か、考えてねーよ」


    　シロのやつ、自称『乙女』だけあって、恐ろしくカンがするどい。


    「これだから人間の男というものは……。ワタシだけを見るようにするには、どうすればよいかな」


    　オレはシロの言葉に、とんでもなく嫌な予感がした。


    「そうだ。他の女を忘れさせればいい」


    　シロはオレに身体をぴったりくっつけると、唇をオレの顔にどんどん近づけてきた。


    「ま、また、この展開か！」


    　またもや、シロの顔がオレの視界を完全に占せん領りようした。


    　だがオレは、シロのゆらめく金色の瞳に心を奪われ、完全に身動きができなかった。


    



    



    『ダメーー!!』


    



    



    　白しろ菜な丸まるが祐ゆう之の介すけの唇を奪おうとしたその瞬間、少し離れた場所の茂みからゆりかが飛び出し、かけていたサングラスを投げ捨て大声で叫んだ。


    「ゆ、ゆりか？　で、でも髪の色が違う」


    　突然のゆりかの登場に、祐之介は白菜丸を払いのけベンチから立ち上がった。


    「ちっ、邪魔が入ったか」


    　本気で残念そうに舌打ちをするシロを、ゆりかは鬼のような形ぎよう相そうで睨にらんでいた。


    「シロちゃん、私の祐之介くんにちょっかい出さないで！　祐之介くんも祐之介くんだよ。迷惑ならちゃんと断って！　付き合うなんて許しません！」


    「まあまあ、ゆりか落ち着いて」


    　急に飛び出していったゆりかの後を追い、姿を現したサスケがなだめるように言った。


    「せっかくのいいムードをぶち壊しにするとは、無ぶ粋すいな奴だ」


    「いいムードなんてダメ！　シロちゃんは祐之介くんの護衛で、狼でしょう」


    「ワタシが狼に見えるか」


    　白菜丸の言葉に、ゆりかはあらためてその姿を上から下までじっくりと見て言った。


    「び、美少女です……」


    「ふっふっふ。褒ほめてくれてありがとう」


    　ゆりかは白菜丸の言葉に、急に口調を変えて言った。


    「い、いたいけな男の子の心をもてあそぶなんて、さ、最低の女ね！」


    「そんな言葉どこで覚えた」


    「祐之介くんの持ってたマンガだよ！」


    　息を荒くして、ゆりかがシロに言い放った。


    「ともあれゆりか、己にワタシの恋こい路じを邪魔する権利はなかろう」


    「あ、あるよ。だって祐之介くんは、わ、私の大切な」


    「大切な？」


    　そう白菜丸がゆりかを煽あおるのをみて、祐之介の顔が期待の色に染まった。


    



    



    『祐ゆう之の介すけくんは、私の大切な、弟だもん!!』


    



    



    　ゆりかがそう叫んだ瞬間、その場の空気と時間が凍りついた。


    　サスケはあきれ果て、白しろ菜な丸まるは遠くに目を逸そらして知らぬ顔をした。


    



    「……ゆりか」


    「な、なに、サスケちゃん」


    



    　そう言ってサスケが指さした先には、真っ白に燃え尽きて立つ、祐之介の姿があった。
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    　その夜、壬み綱づなの里を離れたサスケと庵いおりは、影かげ忍にんエックスの足取りを追ってやって来た、とある街の高層ビルの屋上に立っていた。


    　眼下には大小の様々なビルが立ち並び、沢たく山さんの車がせわしなく行き交っていた。


    「ねえ大将」


    「なんだ」


    「忍者の世界に『抜ぬけ忍にん』がいなくなったのはどうしてだと思う？」


    　サスケは不意に庵に質問を投げかけた。


    「命がけで組織を抜けなくても、引退を申し出れば十分な自由が得られるからだろう」


    「抜け忍はハイリスクってことだよね」


    「なにが言いたい」


    　庵は目を細めサスケのことを鋭く見据えると、質問の真意を問うた。


    「忍者といえども、追われて逃げ続けるのは至し難なんの業わざってことよ」


    「影忍のことか。まあ、逃走を手引きする仲間でもいれば、確率は高くなるだろうな」


    　だが、庵のその答えは、サスケにとって十分ではなかった。


    「もう一つあるよ。それは、この世からいなくなってしまうこと」


    　サスケの冗談のような言葉を、庵は黙って笑顔で受け流した。


    「でも大将、この国のどこかに、生きたままあの世へいける場所があるとしたら？」


    　突然、庵から笑顔が消えた。サスケの言葉の意味に気づき眉み間けんにシワをよせ。


    「サスケ、お前、まさかそのために俺を」


    「正直、単独捜査に限界を感じてたんだ。このへんで一発、大おお博打ばくちにでようと思うの」


    「行くつもりか……鬼おにヶが島しまへ」


    「もし、わたしに何かあったら、影かげ忍にん追跡の忍にん務むを引き継いでちょうだい。そして、必ずゆりかのために、ひなぎくさんの無実を証明してあげて」


    　庵いおりはしばらく黙ったまま、サスケを見つめていた。


    「忍者のくせに『大博打』なんて言葉を使うとは、お前さんもゆりかの同類か」


    「大将も、でしょ」


    　庵はサスケの考えを理解すると、少し考えふっと笑ってから口を開いた。


    「サスケ、お前さんはいま『ゆりかのため』と言ったな。ならば俺も、その賭けに乗ろうじゃないか」


    　そう言った庵の眼には迷いはなく、サスケは庵の申し出に軽くうなずいた。


    「止めはしないわ。コインで決めましょう。どちらか一人が潜入し、もし失敗したときは、もう一方が忍務を引き継ぐ。それでどう？」


    「いいだろう」


    　二人はお互いの眼を見て笑うと、一枚ずつコインを取り出し、弾いて手に取った。


    「当てた方が鬼ヶ島、外した方が居残りよ。いいわね？」


    　サスケがそう言うと、庵が先にコインの表裏を決めた。


    「お前さんは裏だ」「じゃあ、わたしは表ね」


    　サスケと庵が手を開くと、二人のコインは両方とも裏だった。


    「悪いな。行くのは俺だ」


    　そう言って立ち去ろうとした庵に、サスケが穏やかな声で言った。


    「大将」


    「なんだ」


    「ニンジャケータイの通信は開けといてね。ピンチのときは駆けつけてあげるから」


    　庵は軽く手を挙げて答え、思いついたようにサスケに言った。


    「そうだ、お前のコインをくれないか」


    「いいけど、『三さん途ずの川の渡し賃ちん』にでもするの」


    　庵の言葉に、サスケが迷わずコインを投げると、庵はしっかと受け止めて言った。


    「ああ。俺のコインと合わせて往復分だ」


    　庵はそうサスケにそう言い残し、夜の暗闇へと消えて行った。
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    　試合を終えた闘技場。


    　ルルが控え室に続く通路を歩いていた。


    　昼間の喧けん騒そうはすでになく、通路にはルルのヒールの音だけが響いていた。


    　ルルが控え室のドアをノックすると、中から涼やかな女性の声が答えた。


    「どうぞ」


    　声に促され、ルルは部屋に入った。


    　直立不動の姿勢をとったルルの声は、いつもの調子とは違っていた。


    「おはようございます、お姉さま。定期報告にやってまいりました」


    「ご苦労様」


    　そう答えたのは串かん縁べりアキだった。


    



    「例の忍者が『食堂』に向かっているそうです。『五番』と『八番』が戦闘可能ですが」


    「今は放っておきなさい」


    「かしこまりました。では私は、『百ゆ合り』の栽培に戻ります」


    　そう言うと、ルルは回れ右をして部屋を出て行った。


    「……なんてね」


    　ルルの足音が遠ざかっていくのを聞きながら、アキは小さく笑ってつぶやいた。
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    　鬼おにヶが島しま。


    



    　いつからそう呼ばれるようになったのか、誰も知らない。


    　その場所も『日本の外れにある小島』としか知られていない。


    　しかし、そこがどんな島であるかは、忍者なら誰もが知っている。


    



    　血に飢えた悪あく忍にんどもの楽園、と。


    



    　朝もやの中に、一人の大男の影が浮かび上がった。


    　身の丈たけは一九〇センチを超え、黒くろ装しよう束ぞくの上からでも、その身体が鍛きたえ抜かれていることがわかる。


    　人ひと気けのない漁村。


    　男は潮の香りの中、ゆっくりとした足取りで歩いていた。


    



    　波は止と場ばには、年季の入った小型モーターボートを手入れしている初老の漁師がいた。


    　男は漁師に近づき、立ち止まった。


    



    「鬼退治に行きたいんだが」


    　その声に漁師は振り向き、声を掛けてきた大男を検分するように眺め回した。


    「鬼退治はいいが、三匹のお供はどうした」


    



    「里に預けてきた」


    「あんたも鬼か」


    　男は沈黙で答えた。


    



    「このボートを使いな。勝手に潮に流されて、昼ごろには辿たどり着ける」


    　漁師はそう言って、船体を二度叩いた。


    「ありがたい。じゃあしばらく貸して頂くぞ」


    「くれてやるよ。どうせ戻っては来られないんだ」


    「餞せん別べつってわけか」


    



    



    　ボートが小さな島に着いたのは、太陽が真上に昇る頃だった。


    　男は黒くろ装しよう束ぞくを脱ぎ、黒のシノビウェア姿になった。


    　くせのある長髪に無ぶ精しよう髭ひげがあらわになった。


    　男は堤つつみ庵いおりだった。


    



    「まずは、現状把握だな」


    　庵は海岸線に沿って歩きはじめた。


    



    　人の姿はまったく見えない。


    　しかし、のどかな景色とは裏腹に、島の空気は殺気と絶望感、そして血の匂いで満ちていた。


    　海岸線には、大量の漂流物が流れ着いていた。


    　向かい合う二つの海流がすれ違い、島の周囲に渦うずを作っているようだ。


    



    



    　五分ほど歩いた頃、木こ立だちの奥に人の気配を感じ、庵いおりは声をかけた。


    「おい、そこのあんた。ちょっと聞きたいことがあるんだが」


    



    　しばらくすると、木立の奥から男が出てきた。


    　ぼろぼろの黒くろ装しよう束ぞくを身にまとい、蒼あお白じろい顔のまるで死神のような男だった。


    　庵は男にたずねた。


    「この島で人が集まる場所を教えてくれないか」


    「……ついてきな」


    　庵は男のあとに従い、島の中心部へ向かった。


    　かつては人が住んでいたらしく、あちこちに廃はい墟きよが見える。


    



    



    　周りに見える建物が増えるにつれ、殺気の量も増していくのを庵は感じていた。


    「なるほど、思ったよりも住人が多いんだな。おまけに、どいつもこいつも正気ではなさそうだ」


    「当たり前だ。ここは鬼が住む島。お前みたいな真っ当な忍者が来るところじゃない」


    「真っ当な忍者なら、そもそもこんな場所には来ないと思うが」


    「そうだな。お前は真っ当じゃない。馬鹿だ」


    「自覚している」


    　そう答える庵に、男は言葉を続けた。


    



    「知りたいことがあれば声を掛けてみるんだな。冥めい土どの土産みやげになんでも教えてくれるぜ」


    「親切な奴が多いんだな。助かるよ」


    「島の主がそう決めたのさ。口は閉じるな、と」


    



    　それは庵にとって聞き覚えのある言葉だった。


    　かつて宇う須ず市で取り締まった乱らつ破ぱ者ものが言った『影かげ忍にんエックスの流りゆう儀ぎ』と同じ言葉だ。


    「いきなり大当たりか」


    



    



    「この島に来たことを後悔するといい。じゃあな、愚おろかな男よ」


    　庵にそう言い残すと、男は建物の陰に消えていった。


    　庵は、物陰に潜ひそむ無数の殺気に向かって話しかけた。


    「島の主に会いたい。どこで会える」


    　それに答えるように、物陰から何者かの声が聞こえた。


    「目の前のビルの屋上で待て」


    



    　何もないビルの屋上で、庵いおりはしばらく海と太陽を眺めていた。


    　太陽が西の水平線に触れた頃、庵は周辺に充満する気配が消えていくのを感じた。


    　何かが来る。庵は警戒を強めた。


    



    「あら、見た顔ね」


    　何者かが庵の耳元で囁ささやいた。


    



    　警戒していたにもかかわらず、庵はその者の接近を全く感じ取ることができなかった。


    　かなりの手て練だれである。


    　下へ手たに動けば命はないだろう。


    　だが、そんな状況でも庵は冷静さを失っていなかった。


    



    　全く動じる様子を見せない庵に、その者は感心したように言った。


    「あなた、この状況を切り抜けることができるのね。たいした自信だわ」


    「影かげ忍にんエックス……いや、舞まい岳たけひなぎくか」


    　庵は言った。


    「へえ、あなたもあの赤髪の小娘同様、私を追っていたのね」


    　声の主はすっと後ろに退しりぞいた。


    「ようやく会えたぜ。聞かせてくれ、なにもかも」


    　庵はそう言ってゆっくりと振り返った。


    



    　数メートル先に、黒い人型の塊かたまりが揺らめいていた。


    　塊は庵の視線を感じ、姿を変えた。


    



    「……ゆりか」


    



    　庵はその姿を見て、言った。


    　大人の体をした、ビキニ装しよう束ぞくの忍者。


    　その顔は、ゆりかにそっくりだった。


    　しかし、その表情は邪悪に歪ゆがんでいる。


    　まさしく、影忍と呼ぶにふさわしい。


    「さあ、なにから聞きたい？」


    　笑みを浮かべながら言う影かげ忍にんに、庵いおりは問いかけた。


    「その体は実体か？」


    「普段は影を身に纏まとって、姿を変えているの」


    「いつからこの島の大将になったんだ」


    「四年程前かしら。のんびりできる住すみ処かがほしくてね」


    「そのわりにはせわしなく各地を歩き回ってるじゃないか」


    「脚には自信があるの。日帰りで日本を一周できるわ」


    



    　影忍はよどみなく答え続けた。


    



    「たいしたもんだ。それで、乱らつ破ぱ者ものを量産する動機は」


    「それについては、もう一つの質問と一緒に答えるわ」


    



    　庵は影忍に全てを見透かされているような感覚に陥おちいった。


    　かすかな動揺を押さえ付けると、庵は質問を続けた。


    「では、七年前に忍者を喰い散らかした犯人は、誰なんだ」


    「一味のリーダー。得体の知れない怪物」

  


  [image: ]


  
    「あんたが喰ったんじゃないんだな」


    　庵いおりの言葉に、影かげ忍にんは答えた。


    「私はひなぎくに頼まれて、『外』に出てきただけよ」


    「ひなぎくはあんただろう」


    「私はひなぎくであって、ひなぎくではないわ」


    「……悪いがもっとわかりやすく説明してくれ」


    



    　いぶかしげな様子の庵に、影忍はふっと笑みを浮かべた。


    「私はひなぎくに閉じ込められていたもう一つの顔、とでも言うのかしら」


    　芝居がかった口調で答えた影忍に、庵は言った。


    「多重人格……なのか」


    「七年前のあの日、ひなぎくが怒りで我を忘れた時、私が解放されたの。私はひなぎくに代わって、ひなぎくの望み通り、ありったけの力で暴れてやったわ」


    　影忍は、吐き出すように話し続けた。


    「でもね、私は物足りなかった。もっと力を使いたい……そこで私は考えた。私の欲求を満たす『おもちゃ』を作ればいい、ってね」


    「おもちゃ……乱らつ破ぱ者もの達か」


    「ええ。野の良らシノビファイトに勝ち続け、シノビ協会から逃げ切った良質のおもちゃだけ、やがてこの島に辿たどり着く。そして私は、そのおもちゃで遊ぶの」


    



    　ふう、と息を吐くと、庵は言った。


    「いつの間にか、乱波者の楽園は地獄になっていたのか。それで、本来のひなぎくはどうしてる。人格が戻ることはあるのか」


    「ひなぎくに体を返すつもりはないわ」


    　影忍からは笑みが消え、冷れい酷こくな本性を現していた。


    　この女に道理を説いても無駄だろう。


    　そう悟さとった庵は、情報を集めることに専念した。


    



    「じゃあ次だ。お前が言う『怪物』とは何者だ」


    　影忍は目を逸らし、遠くを見つめるようにして答えた。


    「男がいた。乱波者一味の頭かしら。奴は女を連れていた。シノビ協会の情報になかった女達。私達の目の前で、女達は本性を現した。人の姿をした怪物に。そして、見境なく乱波者と特とく忍にん隊たいを喰っていった……」


    



    　はぐらかすかのような影かげ忍にんの説明に、庵いおりはいらだった。


    「それでは最初の説明と変わらないぞ」


    「得体が知れないんだから、説明しようがないわよ」


    



    　影忍は話に飽きてきたのか、手のひらに小さな影の炎を作り出し、遊びはじめた。


    「そういえば、怪物はよくこの島に来るわ」


    「なんだと」


    「最高の遊び場を見つけたと思ったのに、怪物がすでに『餌えさ場ば』として利用していたとは、とんだ皮肉もあったものね」


    「……」


    　黙りこむ庵に、影忍は話し続けた。


    



    「どれくらいの間隔だ。最後に来たのはいつだ」


    「あの様子からすると、私よりも先にこの島を『餌場』として利用していたみたいだわ。定期的にやって来ては、怪物におもちゃを喰わせるの。私にビリビリと殺気を向けておきながら、喰らったらさっさと島を出て行くのよ。そうねえ、大体一か月おきくらいかしら。最後に来たのは二週間ほど前よ」


    「それだけ島に来ているのなら、人相くらいわかるだろう」


    「だから人相なんて当てにならないのよ」


    



    　影忍の炎が一瞬大きくなって、戻った。


    　庵の質問にいらついたのだ。


    



    「そうそう。あの怪物、七年前のあの時、何か言ってたわ。たしか……」


    　影忍はもったいぶるように言葉を切ると、たっぷり時間をかけて言った。


    「『菊はひとまず諦あきらめて、百ゆ合りが咲くのを待とう』って」


    「菊……百合……ひなぎくとゆりか。怪物の真の狙いは美び姫き尼に流か」


    



    　影忍は邪悪な笑みを浮かべた。


    「あなたも壊し甲が斐いがありそうだわ」


    　影忍の殺気が高まる。


    「私は一方的な暴力に興味はないの。欲しいのは、死にものぐるいで勝ち取る、生の実感よ」


    　影忍は全身に影を纏まとった。


    



    「特別に見せてあげる。私の力、本当の姿を」


    



    　影がみるみる肥大した。


    　同時に、邪悪な気配も増していく。


    　それは烈れつ風ぷうのような勢いで庵いおりに浴びせられた。


    　庵は息を呑のんだ。


    



    「一体何なんだ……美び姫き尼に流奥おう義ぎってのは……」


    「教えてあげる。美姫尼流奥義とは、試練よ」


    「試練？」


    「試練とは影という己の分身に打ち勝つこと。奥義とは、影を御ぎよすることなのよ」


    「……」


    「影を呼び出すのは簡単よ。でも相応の力量を身に付けなければ、影に身を滅ぼされてしまうわ。誰かさんみたいにね」


    



    　話し続けながらも、影はどんどん大きくなっていた。


    「八や尾お美姫尼はなぜ未熟者にそんな危険な奥義を授ける」


    「未熟だから意味があるんじゃない」


    　影かげ忍にんは見上げるほどの巨大な黒い塊かたまりとなった。


    　その姿はまるで、巨大な爬は虫ちゆう類るいのようだった。


    



    「お前も十分怪物じゃないか」


    　庵の体が震えた。だが恐れているのではない。


    「あなた今、武者震いしたわね。その気があるなら、遊んであげるわよ」


    「遠えん慮りよしておく。さすがに勝てる気がしない。今はな」


    「そうね、あなたにはまだ『伸びしろ』があるわ。壊すのはまた今度にしましょう」


    



    　影忍は影を収めた。


    「怪物についてだけど、奴はしたたかよ。七年前は諦あきらめたみたいだけどね、いまでも私を食べるつもりでいるようよ。月に一度の食事は、そのための準備でしょう」


    　影忍の様子に、潮時と見た庵は言った。


    「そうか。知りたい情報は手に入れた。そろそろ本土に戻るとしよう」


    「もっとゆっくりしていったら？」


    「では、最後に聞かせてくれ。あの手紙の意味を」


    「……娘がこの姿を見たら、どう思うかしら」


    　口ごもる影かげ忍にんに、庵いおりは言った。


    「親心か」


    「ひなぎくのね。私の中でずっと懺ざん悔げしてるのよ。『ゆりか、母さん、ごめんなさい』って。うるさいから、手紙を書かせてやったの」


    「そうか。ありがとうよ」


    　ビルを降りた庵に、屋上から影忍が叫んだ。


    



    「ここは鬼おにヶが島しま。外げ道どうがはびこる、この世の地獄だ」


    



    　庵はビルを見上げた。影忍は続けた。


    



    「生きては出られないよ」


    



    　庵は不敵に笑うと、振り向いて全速力で走り出した。


    　おびただしい殺気が再び現れ、庵の後を追った。
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    　鬼ヶ島の忍者達に追われる庵は、走りながら懐ふところのニンジャケータイを取り出した。


    「サスケ、さっきの話は聞いてたな。おい」


    　ケータイからはノイズしか返ってこなかった。


    「くそ、予想はしていたが、この島は完全に外界から遮しや断だんされているな。周りの潮の流れが速すぎてボートは使えん。こうなりゃ走って海を渡るしかない」


    



    　走って、というのは伊だ達てではなかった。


    　忍者たるもの、水走りは鍛たん錬れんのひとつである。


    　だが、出発地の漁村までの距離を考えると、体力は温存しなければならない。


    　次第に殺気に塗りつぶされていく周囲の空気を感じながらも、庵はまだ冷静だった。


    



    



    　複数の気配に前方に回りこまれ、庵は急停止した。


    　姿を見せている忍者たちは数十人だが、隠れている者はその数倍はいるだろう。


    　彼らは表の世界の忍者とも、野心に満ちた乱らつ破ぱ者もの達とも違う、どす黒い闇そのものだ。


    　庵いおりは不敵な笑みを浮かべた。


    



    「殺す気満々だな。お前達は人の道を外れてるぞ」


    　集団の中には、島を案内した死神男もいた。


    「そりゃここは鬼おにヶが島しまだからねえ」


    「どいつも気に入らない面つらだ。悪に堕おちて、自分が鬼か悪魔にでも生まれ変わったとでも思っているのか？」


    　庵は両[image: ]こぶしを軽く握り、戦闘態勢に入った。


    　じりじりと包囲網が狭せばまる。


    



    「お前達がただの人間だってことを思い出させてやるぜ」


    　庵が先に仕掛けた。


    　ためた力で一気に踏み込み、正面の忍者に[image: ]を見舞った。


    　衝撃で空気が爆はぜるほどの痛烈な一撃だった。


    　正面の忍者が吹き飛び、後方にいた忍者達が将しよう棋ぎ倒しになった。


    「う……げえっ」


    



    　庵の[image: ]は、衝撃が体内で暴れるよう精せい妙みような角度で繰り出されていた。


    　攻撃を受けた忍者は、血ち反へ吐どをはいてのたうち回った。


    「どうだ、目が覚めたか」


    



    　周りを囲む忍者達の気が一瞬怯ひるんだのを感じた庵は、間かん髪はつ容れず両隣の忍者に蹴けりと[image: ]を打ち込んだ。


    　その威力に、殴なぐられた忍者達がまたも吹き飛んだ。


    　忍者達は暗い殺意を取り戻し、一斉に襲おそい掛かってきた。


    　庵は身をひねり、頭上を飛び越え、忍者達の攻撃をかわした。


    



    



    　彼らの攻撃は殺気に満ちている。


    　次々に襲い掛かる忍者を庵は蹴散らし続けた。


    　しかし、全ての攻撃を避けることはできなかった。


    　一つ、また一つと反撃を受けはじめた庵は、このままでは不利と見て、再び走り出した。


    



    　忍者たちを『ふるい』にかけ、追ってきた忍者を少しずつ、確実に倒す。


    　まともな相手であれば、庵いおりの戦術は正解だったろう。


    　しかし、影かげ忍にんに踊らされた忍者は際限なく現れ続け、庵はついに四方を囲まれた。


    



    「……さすがに多すぎるぞ、お前ら」


    



    　いつしか日は沈み、空に星が瞬またたいていた。


    　倒した忍者は、既に奉ほう納のう祭さいで戦った乱らつ破ぱ者ものの人数を超えている。


    　さすがの庵も、肩で息をしはじめていた。


    



    　庵の疲労を見逃さず、四人が一度に襲おそってきた。


    　連係はないが、同士討ちを全く恐れない無茶苦茶な攻撃だった。


    　苦戦する庵の背に、堅い[image: ]こぶしがめり込んだ。


    



    「がっ」


    



    　悲鳴をあげたのは庵ではなかった。


    　いつの間にか、庵は島の忍者とすり代わっていた。


    　庵は丸太ではなく忍者を身代わりにして空うつ蟬せみの術を敢かん行こうしたのだ。


    



    　忍者達の死角に滑り込んだ庵は、獲物を見失った忍者達を二人まとめて片付けた。


    



    「次はどいつを身代わりにしようか。あいにく俺はお前達にかける情けはないぞ」


    



    　庵の空蟬を警戒し、忍者達は距離を置いた。


    　庵が呼吸を整える間にも、島中から続々と忍者が集まって来る。


    



    「冥めい土どの土産みやげに教えてくれ。おまえらあと何人残ってる」


    



    　庵に恐れはない。


    　むしろ戦って死ねるなら本ほん望もうという男である。


    　島の忍者達は、死の淵ふちにあって微み塵じんも絶望を抱いだかない男に、得体の知れないものを感じはじめていた。


    



    　それでも数の優位は覆くつがえらない。


    　殺気を感じ、庵いおりは体を反らせた。


    　顔の前を、ヒュウ、という音が通り過ぎる。


    　その空気の流れに、庵は忍者達が戦法を変えたことを察した。


    「吹き矢……となると礫つぶても来るな」


    



    　肉弾戦では分が悪いと判断した忍者達は、飛び道具で庵の足を止めにかかったのだ。


    　ひとつひとつのダメージは少ないが、気を逸そらされる上に、急所を狙われれば厄やつ介かいだ。


    　できれば使って欲しくない戦法だったが、まさか止やめてくれとお願いするわけにもいかない。


    



    　銃弾のごときスピードで小石が打ち込まれ、矢が放たれる。


    　庵は小刻みにステップを繰り返し、巧みに礫を回避し続けた。


    



    　最前列の忍者達は邪悪な笑みを浮かべ、その様子を見守っていた。


    　庵が疲れてくれば礫も命中し始める。


    　いずれ体力が尽きれば仕留めるのはたやすい、そう踏んでいるのだろう。


    



    　忍者達の考えが手に取るように読めるだけに、消しよう耗もう戦となったこの状況を打開する策を、庵は必死で考えていた。


    　嬲なぶり殺しにあうよりは、いっそ隊列に突っ込んで派手に最後のひと暴れを……。


    



    　次の瞬間、庵の眼前が真昼のように明るくなり、炎の突風が最前列の忍者達を吹き飛ばした。


    



    　不意打ちにうろたえる忍者達に、礫が連続して打ち込まれた。


    　それはただの礫ではなかった。


    　打ち込まれた礫は次々と爆発を起こし、飛び道具で攻撃していた忍者達は空高く巻き上げられ、地面に叩きつけられた。


    



    「これは……ッ」


    



    　息をつく間もなく、囲みの外から再び火炎竜巻が放たれた。


    　火に巻かれ、突風に吹き飛ばされた忍者達は、十人単位で打ち減らされていった。


    



    　炎の間かん隙げきを縫ぬい、包囲網を抜け出た庵いおりの目前に赤い髪の忍者が現れた。


    「お待たせ、大将」


    「助かる。こいつらまとめて倒せないか」


    「できるけど、一分間、時間を稼いで」


    



    　怒りくるい、突撃してくる忍者達。


    　体力はすでに限界に近かったが、庵は不敵に笑うと、サスケの前衛に立った。


    　次々と襲おそいかかる忍者達に、正[image: ]、肘ひじ、回し蹴げり、裏[image: ]、蹴り上げ、踵かかと落としと、庵は流れるような打撃の応おう酬しゆうを繰り出す。


    



    　それは近寄る者を残らず吹き飛ばす、荒れ狂う黒い竜巻のようだった。


    



    　庵の背後で九く字じを切り、印いんを結ぶサスケ。


    　その体が熱を帯び、赤く輝きはじめた。


    



    　次の瞬間、庵とサスケは、彼方かなたから恐ろしく巨大な殺気を感じた。


    　うなじの毛が逆立ち、背筋を冷たいものが走った。


    「影かげ忍にんめ、遊びたくて、いても立ってもいられなくなったか」


    　苦々しげにつぶやく庵に、サスケも言葉を継いだ。


    「このとんでもない殺気……これが影忍」


    「急げ。俺達でも影忍は手に負えん」


    「了解、三十六計ね」


    



    　サスケの全身が、朝日と見み紛まがうほどの眩まばゆい光に包まれた。


    



    「よし、いくよッ」


    



    　合図を聞き、庵は大きく跳び退すさった。


    　赤く光るサスケは、群がる忍者達の真っ只中に突進した。


    



    



    　その一瞬後、島は真昼のように輝く大爆発の光に照らし出された。


    



    



    　数時間後、庵いおりとサスケは海上をモーターボートで疾走していた。


    「それにしても、ずいぶん派手にやっちまったな」


    「大丈夫だよ、表おもて沙ざ汰たになることはないから。いやー、通信が途切れたときは焦あせったよ」


    　笑いながら話す庵に、サスケも笑顔で言った。


    



    「そういや七年前のときも通信が途切れたと言っていたな」


    「今回はコッチに被害が出なくてよかったよ」


    「恩に着るぜ、サスケ」


    　庵の心からの感謝の言葉に、サスケは満面の笑みで答えた。


    



    「それにしても、駆けつけるのが早かったな」


    「脚には自信があるの。日帰りで地球を一周できるわ」


    「なに！」


    　突然大声を上げた庵に、サスケは驚いた。


    「な、なによ」


    「いや……影かげ忍にんが同じようなことを言ったもんでな」
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    　心を鎮しずめるように呟つぶやく庵いおりに、サスケはふと思いついたように聞いた。


    「ふうん……ところで、影かげ忍にんの殺気は一瞬だったけど、なぜ諦あきらめたのかしら」


    「諦めたんじゃない。待つことに決めたんだろう」


    「なにを」


    「機が熟すのをさ」


    　サスケはその一言で、すべてを理解した。


    「ふうん。ともかく、本土に戻るまでに、詳しい情報を聞かせてちょうだい」


    



    



    　二人を乗せたボートが夕闇に消え、海は再びいつもの静せい寂じやくを取り戻していった。
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    　ゆりかは、朝から『壬み綱づなの里闘技場』のリングで雑誌の取材を受けていた。


    　記者の質問も終盤に差しかかった頃、ニンジャケータイにメールが届いたことが、音を立てることなくゆりかの身体に伝わった。


    



    「ちょっと失礼します」


    



    　ポーチからニンジャケータイを取り出すと、ゆりかはメールを確認した。


    　それはサスケからのメールで、『緊急ミーティング。要参加』と書かれていた。


    　サスケは壬綱の里まで来ているらしい。


    　シンプルなメールに苦笑しつつも、ゆりかは記者に急用ができたことを告げ、壬綱の里のシノビ協会に向かった。


    



    　ゆりかはシノビ協会職員の案内で応接室に通されたが、そこにサスケの姿はなかった。


    　そこで、ゆりかは戦絵をずらし秘密の扉を開けると、地下の会議室へと入って行った。


    



    「来たね」


    「遅くなりました……あれ、庵いおり、さん？」


    　地下の会議室にはサスケと庵が待っていた。


    　両腕を組んで仁王立ちをしている姿はいつも通りだが、今日の庵に普段にはない迫力を感じたゆりかは、思わず息を呑のんだ。


    



    「どうした、ゆりか」


    「いえ、庵さんの雰ふん囲い気きが少し変わったような気がして」


    「そうか？」


    「はい。気が張り詰めていて、近寄りがたい雰囲気です」


    「なに？」


    



    　ゆりかの思いもよらない言葉に、庵は驚いた。


    「島で殺気を浴びすぎたんじゃない？　そんなんじゃ、怖くてお店に客が入らないよ」


    「それはまずいな」


    　サスケのからかいに真剣な顔で考え込む庵に、ゆりかが追い討ちをかけるように言った。


    「怖くて入れないのは、以前からでは……」


    「なにか言ったか、ゆりか」


    「いえ。二人とも無事に戻って来たので安心しました。収穫はありましたか？」


    「まあな」


    　庵いおりの返事はやや歯切れが悪かった。


    



    　そんな庵の態度をよそに、サスケはゆりかの様子の変化に気付いていた。


    「そっちはだいぶたまってるねー」


    「え、なにが」


    「ストレス」


    「そ、そうかな」


    「うん。もう爆発寸前って感じ」


    「時々発散してるんだけどな……」


    



    　かなわないな、とゆりかは照れ笑いを浮かべた。


    「まあ、それもある意味いい傾向かもね」


    「そ、そうなの」


    「悩み少なそうだし。少しは思春期らしく悩みなさい」


    「サスケちゃんだって同年代なのに……」


    　わたしは人生経験が違うから、とサスケはからから笑った。


    



    　サスケとゆりかがひとしきり笑うのを見てから、庵は話をはじめた。


    



    　庵から鬼おにヶが島しまで起きた一部始終を聞いたゆりかは、胸に手を当て気持ちに整理をつけるように目を瞑つむっていた。


    「……とまあ、そんな具合だ」


    　しばらくの沈黙ののち、ゆりかは言葉を絞しぼり出すように言った。


    



    「……ありがとうございます」


    



    　ゆりかのため、二人は命がけで忍にん務むにのぞんだ。


    　この思いをどのように表わそうかと考えた末、ゆりかは結局、その言葉を選んだ。


    　死をも辞じさないこと、それが自分達忍者の務めだと知っているが、ゆりかは心の底から湧わき上がる感謝の気持ちを隠すことができなかった。


    



    　ゆりかの言葉に庵は親指を立て、サスケは満面の笑みを浮かべた。


    



    　張り詰めていた空気がゆるんだところで、気分を切り替えるようにサスケは居ずまいを正し、シノビ協会の職員として話をはじめた。


    



    「さて、次はシノビ協会の見解を伝えるね。まず、影かげ忍にんエックスについて」


    「うん」


    「影忍エックスは、影忍エックスとして扱う。舞まい岳たけひなぎくについては、現在も行方不明として扱う」


    「うん」


    「舞岳ひなぎくは参さん考こう忍にんとして保護することを最優先する。影忍エックスについては当面対応を見送る」


    「うん？」


    



    　首をかしげるゆりかに、庵いおりが言葉を継いだ。


    「早い話が『そのうちなんとかしよう』ってことだ」


    「そのうち、ですか」


    「ああ。影忍が悪さをしている間は、ひなぎくさんも健在ってことは、わかるな」


    「はい。人格は違っていても、同一人物ですから」


    「ひなぎくさんの人格を元に戻す方法がわからない上に、影忍は強すぎて手に負えない。どうにもできんのなら、しばらく静観するしかあるまい」


    「お母さんが無事なのは嬉しいですけど、でも、影忍の行動まで放っておいて大丈夫なんですか？」


    



    　ゆりかも鬼おにヶが島しまについては知っていたが、詳しい話は初耳だった。


    　鬼ヶ島の状況は想像以上のひどさで、放置しているシノビ協会の姿勢には疑問が残る。


    



    　実のところ、シノビ協会が鬼ヶ島を黙認しているのにもそれなりの理由があった。


    　乱らつ破ぱ者ものが数すう忍にんなら、ことはシノビ協会だけで納めることができる。


    　しかし、悪あく忍にんが徒党を組めばそうはいかない。


    　場合によっては、軍隊の出動すら必要になるだろう。


    　それが忍者の力である。


    



    　乱破者が孤島に引っ込んでくれているのなら、そこからあぶれて出てきた者だけを相手にすればよい。


    　いい意味で隔かく離り施設、悪く言えば恥ち部ぶの掃はき溜だめである。


    　協会の頭痛の種ながら、外に出て来て悪さをしないのなら手出しもしない、そんな黙認状態が生んだ緩かん衝しよう地帯が鬼おにヶが島しまだった。


    



    「現状の被害なら協会もすぐに対応できる。だが捕ほ縛ばくもしくは討とう伐ばつとなると、それ相応の準備と、相当の被害を覚悟しなければならん」


    「影かげ忍にんとの対決は、戦争をするようなもんだからね」


    「戦争……」


    　思いもよらぬ言葉に、ゆりかは驚きを隠せなかった。


    　しかし、下手に刺激すれば確実に戦争になることは、ゆりかにも十分わかった。


    「影忍と美び姫き尼に流のつながりに関しては、協会の情報局がしばらく隠す対応をはじめてるわ。あとは、ゆりかが『美姫尼流免許皆かい伝でん』として活躍すれば、そのうち妙な噂うわさも立たなくなるよ」


    「うん……」


    



    　ゆりかの沈黙を見てとると、サスケは鬼ヶ島の話を切り上げ、話題を変えた。


    「その話はここまでにして、次は、『怪物』についてまとめておくよ」


    「うん」


    「怪物は、七年前にシノビ協会の特とく忍にん隊たいを襲った一味と断定。目的は、舞まい岳たけひなぎく、舞岳ゆりかを捕食すること。七年前の特忍隊も、舞岳ひなぎくの捕食が目的であったと考えられる」


    　サスケは話を続けた。


    「怪物は現在のところ、本土と鬼ヶ島を行き来していると考えられる。捜査員、わたし楠くす木のきサスケ、ならびに協力者堤つつみ庵いおりには監視、追跡を要請」


    「お願いします」


    　ゆりかは二人に頭を下げた。


    「舞岳ゆりかは、怪物の襲撃を警戒し、襲おそわれた際は全力でこれを倒すこと」


    「了解」


    



    　自分がターゲットになっていることについては、不思議なほど恐怖はなかった。


    　でも、そのことでまわりに危険が及ぶかもしれない。


    　祐ゆう之の介すけに事情を説明しておくべきだろうか。


    　ゆりかの心には一いち抹まつの不安が残った。


    



    　こうして緊急ミーティングは終わった。


    



    　現状は把は握あくできたものの、三人の顔色はさえなかった。


    「二人はこれからどうするの？」


    「一休みしたら、すぐ張り込みに向かうよ」


    「そっか。気をつけてね」


    「ありがと」


    「お前さんも、気をつけろ」


    「はい、庵いおりさん」


    



    　三人は階段を上り、応接室へと戻って来た。


    　ゆりかはふと思い立った様子で庵を呼び止めた。


    「どうした」


    「あの、たまったストレスを発散させる方法ってありますか」


    　庵は傍かたわらのサスケを見やった。


    　サスケはひょい、と肩をすくめただけで無言だった。


    　ふむ、と少し考えた後、庵はゆりかに向き直った。


    「そこまで溜め込んだなら、もう爆発させろ」


    「え」


    　返ってきたアドバイスは、庵らしい過激なものだった。


    　当惑するゆりかに、庵は言葉を続けた。


    「その時気づくはずだ。自分が何をすべきだったのかを。だから迷わずやれ。その行動は、きっといい結果を生む」


    「庵さん……」


    「信じて進め、ゆりか」


    「はい！」


    「じゃあな」


    



    　二人は軽く手を振ると、今度はその場から消えるように駆けて行った。
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    　ホテルに戻って来たゆりかが、宿題のドリルを片付けていたオレに話しかけてきた。


    「祐ゆう之の介すけくん。ちょっと話があるんだけど」


    「なんだよ、急に」


    　ぶっきらぼうな返事をしながらも、オレはゆりかの様子がいつもと少し違うことに気がついていた。


    　ゆりかの言葉が続かない。


    　言いにくいことなのだろうか。


    　オレは手を止めて、ゆりかが話し出すのを黙って待った。


    「宇う須ず市に帰らない？」


    「……は？」


    「私、狙われてるみたいなの」


    「またその展開か」


    「うん。でも、いままでとは状況が違うの」


    「どう違うんだ」


    「うーん……簡単に言うと、殺し屋……」


    「殺し屋!?」


    



    　突然出て来た物ぶつ騒そうな単語にオレは意表をつかれ、思わす大声を上げてしまった。


    「そう、こ、殺し屋みたいな相手なの。いつ襲おそってくるかわからないから、もしかすると、私のそばにいると祐ゆう之の介すけくんが危ないかもしれないの」


    　あれ、これって、オレだけ家に帰れって話か。


    　オレはてっきり一緒に帰るのかと思っていた。


    「巻き添えをくうってこと？」


    「うん」


    「シロや、シノビ協会の人たちに護まもられていても？」


    「……十分安全だね」


    　ゆりかの勢いが止まった。


    　一人で帰らされてたまるものか。


    



    「ゆりかだって、護ってもらえるんだろう？」


    「私に護衛はつかないよ。自分の身は自分で護れるのが、美び姫き尼に流免許皆かい伝でんだから」


    「じゃあむしろ、オレ達は一緒にいたほうが安全だ」


    　そう、安全だ。


    　強がりじゃなく、オレはシロ、そしてゆりかを信じていた。


    「そう、だね……」


    「しっかりしろよ」


    「……うん」


    　ゆりかは元気なさげにうなずいた。


    　理屈では安全と思っていても、やはり不安なんだろう。


    



    　オレは詳しい話を聞いてみることにした。


    「ところでさ、その殺し屋っぽい奴って、どんな奴なんだ」


    「うーんとね……忍者を食料にする獣のような忍者」


    「なんだそりゃ。獣みたいって……それって忍者じゃなくね？」


    「普段は忍者っぽいらしいんだけど」


    　普段は忍者っぽいけど、獣みたいに襲おそってくる、か……忍者、ときどき獣……ん？


    「ま、まさかシロ、白しろ菜な丸まるなのか」


    「それはないから安心して」


    「そうか、よかった」


    



    　とにかく、一人で宇う須ず市に送り返されることは回避できた。


    　でも、獣のような人喰い忍者か……シロもいることだし、めったなことは起こらないと思うけど、心構えだけはしておいたほうがよさそうだ。


    



    　次の日は夕方から雨になった。


    　宿題のドリルがひと段落したオレは、ゆりかとシロを誘って一階のレストランで夕飯にすることにした。


    　レストランに入ると、食事をしていた人達の視線が一斉にゆりかに向けられた。


    　ゆりかって、こんな気分をいつも味わってるんだな、と妙なことを考えてしまった。


    



    　なんだか落ち着かない気分になったオレは、ゆりかに聞いてみた。


    「なあゆりか、ルームサービスにしようか？」


    「大丈夫。ここで食べようよ。大きい画面でビキニ参りの番組を見たいから」


    「そういうなら、そうしよっか」


    　まあ、ゆりかがいいと言うならいいか。


    



    　このレストランはビュッフェ形式になっていて、好きな料理をいくらでも食べることができる。


    　料理が載のったテーブルをオレたちは順番に巡り、料理を皿に載せていった。


    　ゆりかが料理に近づくと、その周りにいた人々が潮のように退ひいていくのがわかる。


    　オレはゆりかが腫はれ物のように扱われるのがだんだん許せなくなってきた。


    「なんだよ」


    「仕方ないよ」


    　オレの気持ちを察したゆりかは、達観したかのように苦笑した。


    　くそ、やっぱりルームサービスにすればよかった。


    



    「ウーム、料理が取れん」


    　オレたちが複雑な気分で顔を見合わせているその横で、狼の姿のシロがテーブルの上の料理が取れないと文句を言った。


    「大丈夫だよシロ。オレが取ってやるから」


    「取ってもらおうにも、まずは品定めをせねばなるまい」


    　シロはテーブルの上を見ようと懸けん命めいに体を起こした。


    　その姿がなんとも可愛かわいらしく、思わずにやけてしまった。


    「壁に張り付くとか、変身するとか、いろいろ方法あるだろ」


    「マナーは守らねばならんし、いまは勤務中だ。ウム、香りはすれども料理は見えず。なんと口惜しいッ」


    　妙な言い回しとそのしぐさに、ゆりかもつい吹き出してしまった。


    　結局、料理はオレのと同じのを選んだ。


    



    　レストランの壁には巨大なスクリーンが設置されていて、テレビの放送を映うつしていた。


    　オレ達は人目を避け、スクリーンから最も遠い壁際に落ち着いた。


    『ビキニ参り』のシノビファイターが登場するという司会者の声に、レストランにいる人々は皆スクリーンの方に向き直った。


    



    　スクリーンには、ビキニ忍者達と司会者が映し出されていた。


    　そしてあの蛾が、いやルルと、ボリュームのある銀色の髪の毛が背後に広がっている忍者、ビキニン・ブレイドと小こ柄がらな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの忍者、ビキニン・グラップラーが紹介される。


    



    「今日はですね、『ビキニ参り』も終盤を迎えるということで、ベスト４に勝ち残ったビキニ忍者の三人に集まってもらいました。では、よろしくお願いします」


    『よろしくお願いしまーす』


    　三人はかわいらしく声こわ色いろを作ってハモった。


    「どうですか、これまでのビキニンジャ・ゆりかさんの活躍は？」


    　どの忍者も大きくうなずき、ルルが代表して言った。


    「本家ビキニンジャですもん、みんな注目してますよ♪」


    　司会者も『ですよね』と相づちを打った。


    



    　勝ち残ったルルとブレイドは西方、グラップラーは東方で明日ゆりかと対戦する。


    　そういえば、なんでゆりかはこの番組に呼ばれてないんだろう？


    「それは、美び姫き尼に流だからな」


    　オレは心を読まれたのかと驚いてシロを見た。


    「難しい顔をして腕組みをして。わかりやすいのう」


    　そう指摘され、慌あわててオレは腕組みを解いてシロに聞きなおした。


    「美姫尼流だからテレビに出られないのか？　今回は美姫尼流の強さを宣伝するのが目的なんだろ？　おかしいじゃん」


    



    　同意を求めるようにゆりかを見たが、ゆりかは困ったような笑みを浮かべたまま黙っている。


    「ゆりかには言いにくかろう。ワタシから説明しよう」


    「うん」


    「組み合わせ会から目にしておるだろう、美姫尼流を目の敵かたきにしたような挑発行為を」


    「お、おう」


    「それと、『週刊シノビ』の記事。レストランでの明らかな忌き避ひ。何もかもゆりかが美姫尼流免許皆かい伝でんであるがゆえに起きることなのだ」


    「だからそれって……」


    　そんな話は聞きたくなかった。オレにももうわかっていた。


    「最強ゆえに恐れられる。そして、最強ゆえに敵視される」


    



    「ゆりかにとっては敵地なのだ。ここは」


    



    　番組では、司会者が三人にこれまでの戦いの感想、そして今後の意気込みなどについて質問をはじめた。三人三様の感想が出る中、それでもすべての話題の中心はゆりかだった。


    　そしてルルの番が回ってきた。


    「ルルちゃんも、今回一番気になったのはビキニンジャ・ゆりかさんかな」


    「はい。ビキニンジャを名乗る美姫尼流忍者が世間に姿を現したのは、えーっと……何年ぶりでしたっけ」


    「え？　ああ、たしか何十年ぶり、だったかな」


    「それも、あの八や尾お美姫尼様の孫娘なんですもの。一体どんな戦い方を見せくれるのか、すっごく楽しみでした♪」


    「それはもう、忍者界全体がそう思ってたよね。それでさ、ルルちゃんはビキニンジャ・ゆりかさんの活躍をどう思う？」


    「結構がんばってますよね♪」


    　美姫尼流を恐れる様子のない一言に、司会者は言葉を詰まらせた。


    「がんばってるって……ビ、ビキニンジャだよ」


    「でも、なんていうのかなあ、イメージしてたよりも、あまり怖くないですよね。むしろフレンドリーっていうか」


    「ま、まあ……まだ中学生ですから」


    



    　司会者はルルのコメントを必死に取り繕つくろっていた。


    　スタジオに流れる気まずい雰囲気はレストランにも伝わっていた。


    　スクリーンを見ていた人々の中にも、ゆりかのほうをチラチラ見る人が出はじめていた。


    「中学生でも、美び姫き尼に流免許皆かい伝でんですよ。免許皆伝ということは、あの八や尾お美姫尼様が認めたってことですよね。それなら、もっと完成された強さというか、風格みたいなものがあってもよくないですか♪」


    「い、いやぁ……ルルちゃん、き、今日は過激だねぇ……」


    　司会者が対応に困っていると、ビキニン・ブレイドが口を開いた。


    「たしかに、なにか無理してる感じはありますね」


    「それに強いけどぉ、なんというか、絶望的ってほどじゃないよねぇ」


    　ビキニン・グラップラーもルルに乗っかり、挑発的なコメントをはじめた。


    「そうですね。思ったほど圧倒的ではありませんね。まあ、それでも勝てるかどうかは時の運でしょうが。ハハ……」


    　司会者は話題を変えたくて仕方がなかったが、助けを求めるようにちらりと目をやったカンペには『話題はそのまま』と書かれていた。


    　覚悟を決めた司会者は、とりあえずコメントのフォローに全神経を注ぐことにした。


    「で、でも、参加忍者の中でもビキニンジャ・ゆりかさんは順調に勝ち上がってるわけですからね」


    「私も危なげなく勝ってますけどね♪」


    　司会者必死のフォローも、ルルに台無しにされた。


    「あ、ああ。そうですね。もちろん、知ってますよ」


    「そうねえ、もしかしたら私達、美姫尼流を過大評価してたのかしら。あれが美姫尼流の本当の実力なのかもしれないですよね♪」


    



    　その一言に、スタジオも、レストランも凍りついた。


    　スタジオでは番組のスタッフが機材を落とし、レストランでは何人もの人が食器を落とした。


    



    「ちょ……え、えーと、以上で特別コーナーを終了します！」


    



    　司会者は大慌あわてでインタビューを打ち切り、スクリーンはこれまでの対戦の録画番組に切り替わった。


    　戦いをバックに、静かで力強いＢＧＭがスクリーンから流れる。


    　それは静まり返ったレストラン内の緊張感を、一層引き立てた。


    　レストランの人々は、オレも含め、恐る恐るゆりかを見ている。


    　ゆりかはスクリーンを見つめたままだった。


    



    「……ゆりか」


    　ゆりかの手元に違和感を感じたオレは、声を掛けた。


    「ゆりか、フォーク」


    「え？」


    　祐ゆう之の介すけの声にようやく気づいたゆりかは、手元を見た。


    　手にしていたフォークは、くの字に折れ曲がっていた。


    「あ、どうしよう……」


    「どうしようではない」


    　惚ほうけたような言葉をつぶやくゆりかとは対照的に、シロは冷静に言った。


    「ふっふっふ。ゆりかよ、ついに目覚めるときが来たようだな」


    「なにが？」


    「気づけ。お前はいま、怒りを感じているのだぞ」


    「怒り……」


    　ゆりかは、自身の握力で折り曲げてしまったフォークを見つめ、つぶやいた。


    「そうなんだ……私、怒ってるんだ……」


    



    　ゆりかの様子が変わった。静かな表情とは裏腹に、ゆりかは戦闘態勢に入るときの、あの野生動物のような気迫を纏まとっていた。


    　ゆりかは曲げたフォークを握りつぶし、言った。


    「……よかった」


    「ど、どうしたんだ、ゆりか」


    「私の中にも、ちゃんとあったんだ」


    「なにが」


    「美び姫き尼に流免許皆かい伝でんとしての誇り」


    　ゆりかは震えていた。


    「戦ってもいないのに、美姫尼流を馬鹿にするなんて……」


    「ゆりかよ。その思い、内に秘める必要などないぞ」


    　シロが力強く言った。


    「そうだ、ゆりか。シロの言うとおりだよ」


    「祐ゆう之の介すけくん……」


    　ゆりかはゆっくりうなずくと、スクリーンに向き直り、大きく息を吸い込んだ。


    　その時、シロが突然オレのシャツの袖を咥くわえ、ゆりかから引き離した。


    



    「な、なんだよシロ」


    「あの距離でゆりかの気迫を浴びたら失神するぞ」


    　シロが言い終えた途端、ゆりかの体から風が吹き出した。


    　たまらず、オレは二、三歩後退すさった。確かにシロの言う通りだ。


    



    　カーテンが乱れ、カーペットが波打った。


    　ビュッフェのテーブルは倒れ、暴風が店内で暴れ狂っている。


    



    　レストランにいた人々は慌てて逃げ出し、入れ替わるようにホテルのスタッフ達が駆けつけてきた。


    「ゆりか様！　どうかお鎮しずまりを！」


    　スタッフなど眼中にない様子のゆりかは、一人つぶやいた。


    「いままで気づかなかったなんて……今頃気づくなんて……」


    　ゆりかはめいっぱい息を吸い込み、叫んだ。


    



    「許せない！」


    



    　これまで以上の気迫と烈風を浴び、オレは思わず目を瞑つむった。


    　布がはためく音、机や椅い子すが倒れる音、皿が割れる音も聞こえた。


    　それも一瞬のことで、あとは静せい寂じやくに包まれた。


    　風が弱まってきたのを感じると、オレはゆっくり目を開けた。


    



    「許せない……自分も、ルルも……」


    　スクリーンを見据えたままのゆりかが、静かにつぶやいた。


    「祐之介くん」


    「な、なんだ」


    　戸惑うオレにゆりかは言った。


    「祐之介くん、ありがとう」


    　ゆりかは、夏空のような気持ちのよい笑顔で言った。


    　その笑顔を見て、オレも安心した。


    　よかった。いつものゆりかが戻ってきた。


    　ゆりかが硬直したスタッフに近寄り、なにかを手渡した。


    　それは、ゆりかの握力でパチンコ玉のように小さくなってしまった『フォーク』の成れの果てだった。


    　そしてゆりかは深く頭を下げて謝った。


    「お騒がせしてすいませんでした」


    　これも、いつものゆりかだ。


    「ゆりか、ゆーのすけ。夕飯の続きだ」


    　シロが言った。


    　狼なので表情はよくわからないが、その口調は満足げだった。


    　スタッフが慌あわててレストランを片づけるのを横目に、オレたちは他に客のいなくなってしまった店内で、あらためて夕食を開始した。


    



    「これでいいんですね、サスケちゃん、庵いおりさん」


    



    　テーブルに着く時、ゆりかが小さくつぶやいたのを、オレは聞いた。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    　そして翌日。ゆりかの準決勝の時間となった。


    　前日の騒動はすでに里中に知れ渡っており、会場は異様な興奮に包まれていた。


    



    　本日の対戦は二試合。ルル対ビキニン・ブレイド戦はすでに終わり、ルルは再び圧倒的な強さで決勝進出を決めていた。


    　メインイベントとなるゆりかの試合を前に、会場のボルテージは否がおうにも高まっていた。


    



    　闘技場にやって来たゆりかは、笑顔で係りの忍者に挨あい拶さつをした。


    「よろしくお願いします」


    「よ、よろしくお願いします！」


    　係りの忍者達はすっかり恐縮している様子だったが、ゆりかは構わず続けた。


    「うん、やっぱり挨拶は気持ちいいね」


    　ゆりかは満足げに笑った。


    



    　リング中央で待つのはビキニン・グラップラー。小こ柄がらな身体にマフラーをなびかせて、不ふ釣つり合あいなほど巨大なメカグローブとブーツを身につけている。


    　忍にん力りよく増幅器。それは、ただでさえ超人的な忍者の力をさらに増幅させる忍にん具ぐである。


    　ただ増幅するだけではなく、銃器や暗器も仕込まれたハイテク兵器なのである。


    　昨日の番組の因縁を知っているだけに、観客はゆりかが一体どんな表情で入場して来るのかを心待ちにしていた。


    



    　しかし。


    　ゆりかは、落ち着いた様子で静かに入場してきた。


    　その穏やかさは、かえって不気味なくらいだった。


    　リング中央まで来たゆりかは、自分から声を掛けた。


    「あの」


    「な、なによぉ」


    　グラップラーは明らかに緊張していた。


    「テレビ番組で『絶望的な強さじゃない』って言いましたよね」


    「そ、それがなによッ。事実を言っただけよッ」


    「じゃあ、真実を教えてあげます」


    



    　ゆりかはゆっくりと構え、抑えていた気迫を開放する。


    　一瞬の静せい寂じやくのあと、ゆりかの体から、昨夜のレストランで見せた突風が生じる。


    



    「その脚で、ちゃんと一歩、踏み出せる？」


    　一歩とは、シノビファイトの開始の合図である。


    　相す撲もうの立ち合いのように、互いが一歩踏み出した時点で戦闘が開始されるのだ。


    　グラップラーは、己の脚が震えているのに気づいた。


    「な、なんで……？」


    「力の差がありすぎて、危機感が麻ま痺ひしてるんだよ」


    「ふ……ふざけるんじゃないわよ！」


    　グラップラーが威勢よく一歩を踏み出した瞬間、ゆりかは神しん速そくの回し蹴げりで相手の首を刈った。


    　グラップラーは頭を地面に叩きつけられ、その反動で高速回転しながら宙に舞った。


    　二階席の高さまで達したところで重力がようやく勝り、今度は自由落下で再び地面へと叩きつけられた。


    　忍者は誰しもが超人的な身体能力を持っている。


    　それが一瞬で木で偶くのように蹴り飛ばされたのだ。


    　観客は声を上げることすら忘れた。


    　土煙が収まり、不ぶ恰かつ好こうに地面にはいつくばったビキニン・グラップラーの姿があらわになった。


    　今までにない圧倒的な試合に観客は戦せん慄りつし、会場は緊張をはらんだ静せい寂じやくに包まれた。


    



    『勝者　ビキニンジャ・ゆりか！』


    



    　立たち会あい忍にんが告げる勝利宣言が、静寂の中にこだました。


    　相手の様子を確かめることもせず、ゆりかは振り向き歩きはじめた。


    　観客席には祐ゆう之の介すけと白しろ菜な丸まるが立っていた。


    　ゆりかは、祐之介がしきりに手でサインを送っていることに気がついた。


    　どうやらマイクアピールをして来い、と訴えているようだ。


    　ゆりかは視線を少し落とし、庵いおりの言葉を思い出した。


    



    『信じて進め』


    



    　ゆりかは小さくうなずくと、立会忍に向かって手を差し出した。


    　ゆりかは、立会忍から投げられたマイクを受け取り、電源を入れた。


    「あー、あー。……舞まい岳たけゆりかです。今日は皆さんにおたずねしたいことがあります」


    　ざわめく観客。何がはじまるというのだろう。


    「私の本気を見たいですか」


    　観客らは大きくどよめいた。会場のあちこちから『見たい』と言葉が返ってくる。


    　そして、どよめきが期待と興奮に満ちた歓声へと変化するまでには、さほど時間を要しなかった。


    



    「ルル。この歓声が聞こえますか」


    　ルルの名を聞いた会場の熱狂はさらに高まった。


    　ゆりかとの間に生まれた因いん縁ねんを、観客もすでに知っていた。


    「ルル、あなたには、私の本当の実力を肌で感じ、美び姫き尼に流の正しい評価を世間に伝えてもらいます」


    　さらに大きくなる歓声の中、ゆりかは会場を去っていった。


    



    　控え室に戻る途中、通路にルルが待ち構えていた。


    



    　ルルは両手を広げ、嬉しそうに言った。


    「最ッッ高の流れだね。これでゆりかを倒したら、私は一気にスターだよ♪」


    「ルル」


    　通路に張り詰めた空気が広がる。


    「こんばんは、ゆりか♪」


    「こんばんは」


    「あ、久しぶりに挨あい拶さつしてくれたね♪」


    　ゆりかは、ルルの言葉ですべてを悟さとった。


    　彼女のこれまでの行動は、すべて芝居だったのだ、と。


    「戦いはずっと前からはじまってたんだね、ルル」


    「気づくの遅すぎよん♪」


    「そんなことないよ。だって決着をつけるのは、これからだもの」


    　ゆりかの言葉を聞いたルルは、くるりと背を向けた。


    「ゆりかに私が倒せるかしら♪」


    「あなたを倒すのは私じゃない」


    　ルルは振り向き、ゆりかに視線を向けた。


    「じゃあ誰？」

  


  [image: ]


  
    　ゆりかはルルを見据え、静かな闘志のこもった声で言った。


    



    「美び姫き尼に流免許皆かい伝でん、ビキニンジャよ」


    



    　ゆりかの力強い言葉に、ルルは嬉うれしそうに答えた。


    「明日はとっておきのルルで、ゆりかを返り討ちにしてあげる。覚悟しててね♪」


    「楽しみにしてるよ」


    



    　そう言いながらゆりかは、振り返ることなく控え室に向かった。

  


  
    [image: ]

  


  
    　そして翌日。


    　ルルとの決勝戦を前に、闘技場の控え室にはゆりか、祐ゆう之の介すけ、白しろ菜な丸まるが待機していた。


    



    　昨日の勝利の後、ゆりかはずっと考えていた。


    　美び姫き尼に流であること、ビキニンジャであること、そして自分の本気とはなにか。


    　そしてゆりかは、意を決したように白菜丸を見た。


    「シロちゃん」


    「どうした」


    「今日は、ネコ影かげを使おうと思う」


    　もはや、白菜丸にも異はなかった。


    　昨日のゆりかは、皆に圧倒的とも言える強さを見せつけた。


    　奥おう義ぎを見せる舞台はととのっている。


    「ウム。よかろう。しかしどう使う」


    「とりあえず、ビキニがずれないように。あとは、そう……決め時と判断したとき」


    「ふむ。もはやワタシが口を挟むこともあるまい。存分に使うといい」


    　ゆりかは力強くうなずくと、表情をゆるめ、祐之介に微笑ほほえんだ。


    「祐之介くん」


    「な、なんだ」


    「応援よろしくね」


    「おう！」


    「それじゃ、行ってくる」


    　激励を背に、ゆりかはこれまでにない充実した状態でリングへと向かった。


    



    「美姫尼流奥義とは影を御ぎよすること……」


    



    　ゆりかはリング入り口に立ち、庵いおりの報告を思い出していた。


    　ゆりかがこれまで使っていたのは、奥義の一端でしかなかった。


    　奥義の真しん髄ずい、それを引き出したらどうなるのだろう。


    　ふとそんなことを考え、その結果である母のことを思い出し、背筋が冷えた。


    　ゆりかは首を振って自分の考えを否定した。


    　今日出すべきは奥義の力ではない。全身にみなぎる、誇りが呼び覚ましたこの力だ。


    　ゆりかはネコ影の一部を移動させ、少しだけ胸を増量した。


    　もうビキニがずれることはない。準備は万端だ。


    



    　リングを挟んだ、反対側の入り口。そこでは、ルルが不敵な笑みを浮かべていた。


    　会場にルルの入場曲が流れ、観客の歓声が大きくなった。


    　ルルは曲に合わせ、軽快な足取りで踊るようにリング中央に進み、そこで足を止めた。


    　曲のクライマックスに合わせ、決めポーズをとったルルに、会場が一斉に湧わき上がった。


    　レーザーライトが舞い乱れ、ルルのトレードマークとサインが立体映像で映うつし出された。


    



    　自分の入場曲が流れはじめるのを聞き、ゆりかはすっと目を閉じた。


    　ゆっくりと深呼吸し、瞼まぶたを開ける。


    　その瞳には決意の炎が宿っていた。


    　もはや、迷いはない。


    　行こう、美び姫き尼に流の力を知らしめる戦いへ。


    



    　ゆりかは力強く一歩を踏み出した。


    　全身から溢あふれる闘志でリングの土が舞った。


    　マフラーをたなびかせ、まるで嵐の中を歩くようなゆりかの姿に、観客は息を呑のんだ。


    『なんか……今までと雰ふん囲い気きが違うぞ……』


    『ああ……あれが本気のビキニンジャか……』


    　客席のあちこちでそんな会話が交わされる。


    　そして観客はこの戦いが特別であることを悟さとり、興奮のうなり声を上げた。


    



    　リング中央でゆりかが立ち止まった。


    　ゆりかは自らが起こしていた嵐を鎮しずめ、ルルを見据えた。


    「ルル」


    「ゆりかから私に声を掛けるなんて珍しいわね。なにかしら♪」


    　ルルはあくまでおどけた態度を崩さない。


    　しかし、ゆりかはまったく動じることはなかった。


    「ありがとう。ルルのおかげで目が覚めたよ」


    「あら、礼には及ばないわん♪」


    「そして、あなたを倒す」


    「ふふ」


    　ルルが不敵な笑みを返すと、ゆりかの闘気が一気に膨ふくれ上がった。


    　集中力が高まり、ルルの心が見えてきた。


    　喜怒哀楽、さまざまな感情が現れては消える。


    　まるで読み取れない。


    　これまでにも心が読めない人物に会ったことはある。


    　例えば、祖母の八や尾お美び姫き尼にだ。


    　それは、いわゆる無心の境地というものだが、ルルの心は違う。


    　いうなれば、雑音だ。


    　得体の知れない相手──ゆりかはルルをそう認識し、心を引き締めた。


    



    『双方作法を守り、存分に戦うべし』


    　開戦の宣言が終わり、二人は臨戦態勢に入った。


    　左半身を大きく引き、獲物を狙う獣のようにぐっと腰を低く落とすゆりか。


    　対するルルは[image: ]こぶしを軽く握り右半身を引き、両足を肩幅に広げ、同じく重心を低く構えた。


    



    　目の肥えた観客達は、両者の構えが『全力で[image: ]を打ち込む体勢』であることを見抜き、どよめきをあげた。


    　それにつられ会場全体が異様な興奮に包まれた。


    



    　その瞬間。


    　二人は稲妻となり、激突した。


    



    　猛然と突進しながら繰り出したゆりかの左[image: ]とルルの右[image: ]。


    　[image: ]こぶしは交差し、同時に互いの頰ほおにめり込んだ。


    　だが、[image: ]の力はゆりかが勝っていた。


    　ゆりかの一撃で、ルルは凄すさまじい爆音と共に吹き飛ばされた。


    　戦いは豪快なクロスカウンターで幕をあけた。


    　ゆりかは、立ち合いの一撃は必ず先制しようと決めていた。


    　大歓声を上げる観客に、ゆりかははっきりとした手応えを感じていた。


    



    　その瞬間にも、ルルは吹き飛ばされた両足を地に付け、勢いを止めつつあった。


    　ゆりかはすかさず追撃の態勢に入った。


    　足元のネコ影かげを陸上競技のカタパルト状に変化させると、ありったけの力で踏み込んだ。


    　高速で飛び出し、一瞬で間合いを詰めたゆりかは、上体を起こそうとしていたルルめがけ、重くて速い[image: ]を次々と急所に打ち込んだ。


    



    　硬い。


    



    　初めて感じるルルの肉体の、硬く、それでいてしなやかな感触にゆりかは驚いた。


    　まるで、弾力のある鉄板を殴なぐっているようだ。


    　しかし、手応えはある。


    　嵐のような勢いで繰り出されるゆりかの打撃は、いかなる熟練者でも防御しきることはできない。


    　ガードを通してさえ全身を揺さぶる衝撃は、受ける者に反撃の隙すきを与えない。


    　ゆりかは右の[image: ]を引き、一歩踏み込むと、加速を乗せた右[image: ]を放った。


    　これで終わりかと思われたその時、ルルが両手を突き出し、ゆりかの[image: ]を受け止めた。


    　衝撃で弾け飛んだルルは、リングの壁に音を立てて激突した。


    「……ふう、さすがに効くなあ」


    　土煙の中、壁にめり込んだルルはそう言いながら立ち上がり、笑顔でその身体をほぐしはじめた。


    



    　ばかな。


    



    　ゆりかは驚いた。


    　闘技場の壁は、戦闘の影響が客席に及ばないよう、最高の強度で作られている。


    　マニアの間でも『シノビファイターで一番強いのは壁』と冗談めかして言われるほどの強さなのである。


    　観客も驚いていた。


    　ゆりかの圧倒的な攻撃力に。


    　その一瞬後には、ルルの頑がん丈じようさに。


    



    　ゆりかは立ち上がったルルを追撃しなかった。


    　驚きで一瞬動きが止まったこともあるが、ここは相手の出方を見た方がよいと判断したのである。


    　それに──相手に手の内をすべて出させてから勝つ。


    　より印象的な勝利をゆりかは望んでいた。


    



    　それにしても、ルルとはいったい何者なのだろう。


    　見た目はすでに満まん身しん[image: ]そう痍い。


    　にもかかわらず、その動きからは全くダメージを感じられない。


    　やせ我慢？　違う。


    　気持ちで隠せる程度のダメージではない。


    　得体の知れない忍者、ルル。鋼鉄のアイドルにもほどがある。


    



    　ルルは攻守が入れ替わったことを察知したのか、すぐには反撃してこなかった。


    「今度はルルが攻める番かしら♪」


    　ルルはいつもと変わらない口調で言った。


    　ゆりかは構えをとり、差し出した手で『来い』と合図した。


    「ねえゆりか」


    　ルルは胸の前で印いんを結んだ。


    「ルルとゲームしましょう♪」


    



    　突然、ルルの足元がぬかるんだように見え、体があっという間に沈んでいった。


    　ゆりかはすかさず意識を集中した。


    　しかし、ルルの気配はどこにも見つからない。


    



    　鋼鉄の体の次は『土ど遁とんの術』に『気配断ち』か。


    　今までのビキニ参りでは見せたことがない術だ。芸達者だな……。


    　ゆりかは感心しつつも、素早くリング中央に移動し攻撃に備えた。


    



    　そして、ゆりかの背筋に、ちりちりと微弱な電気が流れた。


    　忍者の勘が、危険信号を発しはじめたのだ。


    　……近づいている。でも、まだ遠い……。


    　リングの緊張感が観客にも伝わり、会場が静まり返った。


    　ゆりかの背筋を流れる電気は徐々に強まっていき、それに呼応するかのように集中力は極限まで高まっていった。


    



    　……来る。


    



    　ゆりかの前後を挟はさみ込むように黒い物体が浮上した。


    　それは、戦士の埴はに輪わを模した等身大の入れ物──人型の棺かん桶おけだった。


    　前方は囮おとり。


    　背後に気配を感じ、ゆりかは反射的に振り向いた。


    　直後、後方の棺桶の戸を押し開け、中からルルが襲おそってきた。


    



    　ルルは、[image: ]こぶしを握らず、両腕を軽く前に突き出していた。


    　攻撃を捌さばいてからの絡からめ技を狙う構えである。


    　ゆりかはためらわなかった。


    　ルルの防御の隙間を縫ぬうように、ゆりかは右の[image: ]こぶしを打ち出した。


    　その瞬間、ルルの両手が青白い光を帯びた。


    　腕を摑つかもうとする動きに危険を感じたゆりかは、強引に[image: ]を引いた。


    



    　絡め技じゃない。


    　別の何かを狙っている。


    



    　ゆりかは、ルルが腕を捕りそこねたほんの一瞬の隙すきをつき、右回し蹴げりを胴に見舞った。


    　蹴りの威力に押されたルルは、出てきた棺かん桶おけに放り込まれた。


    　そのまま、棺桶もろとも破壊する勢いでゆりかは、突きを放とうとした。


    　しかし、ゆりかが踏み込むより早く、棺桶の戸が閉まり、地面に吸い込まれていった。


    



    『いったいなあ、もう』


    　土の中から声が聞こえた。


    　また土の中に隠れたか。そう思ったときだった。


    「ばあ♪」


    　突然、ゆりかの背後でルルの声がした。


    　瞬間、ゆりかの反応が遅れた。


    　わき腹を殴おう打だされ、ダメージに耐えつつゆりかは飛び退すさった。


    



    　一体どこから……。


    



    　ゆりかは体勢を崩しながらも、ルルがどこから襲おそってきたのかを観察していた。


    　ルルは背後に浮上していた別の棺桶から現れていた。


    　ゆりかが体勢を立て直している間に、ルルは次の攻撃に入っていた。


    　ルルはソフトボールの投球フォームのように、踏み込みながら右腕を大きく振り回した。


    　ゆりかは咄とつ嗟さに踏ん張り、両腕を交差してルルの右[image: ]を防いだ。


    



    　硬い。


    　そして、痛い。


    



    　体が硬ければ当然、[image: ]も硬い。


    　硬ければ硬いほど与える痛みは鋭く、体の芯しんまで響く。


    　そんな理屈が働いているようだった。


    　ゆりかにとって、庵いおりのパンチ以来の衝撃的な打撃だった。


    　とどめとばかりに、ルルがもう一度腕を振り上げた。


    　しかし、ゆりかはすでに体勢を整えていた。


    



    　[image: ]こぶしの強さなら負けない。


    



    　ゆりかは右前に構え、左の[image: ]を大きく引いた。


    　そして、ルルの[image: ]が発射されたと同時に、ありったけの力を込めた左[image: ]を、ルルの[image: ]を目がけて打ち出した。


    　両者の[image: ]が衝突した瞬間、火花が飛び散るのが見えた。


    　衝撃に押され、[image: ]が弾かれたのはルルの方だった。


    　ルルはきびすを返し、棺かん桶おけに逃げ込んだ。


    



    　ゆりかは深追いしなかった。


    　あの棺桶がただの出入り口とは思えない。


    　用心するに越したことはないが、実のところ、ルルが何かを仕掛けてくるなら、それを見届けようと思っていた。


    　ルルは特別な相手である。


    　負けた言い訳ができないほどに追い詰めなければ。


    



    「ゆりか、鬼ごっこしましょう。ルルが鬼ね♪」


    　ルルの声が闘技場全体にこだました。


    　マイクまでセッティング済みのようだ。


    　ゆりかの右後ろと左後ろに、新たな棺桶が出現した。


    　これで、ゆりかを包囲する棺桶は全部で三つになった。


    「じゃーん♪」


    　掛け声と共に左後ろの棺桶が開き、ルルが飛び出した。


    　ゆりかは瞬時に体勢を変え、応戦する準備をととのえた。


    　そして、ルルの姿を眼前に捉えたとき、ゆりかは気づいた。


    



    　ダメージが消えている。


    



    　ゆりかがルルの体に与えた腫はれや擦すり傷が、すっかり消えているのだ。


    　ルルは棺かん桶おけを使い、今度は体力回復をしてみせた。


    　にわかには信じられないが、キズひとつ残っていないことは事実だ。


    



    　一瞬の躊ちゆう躇ちよをルルは見逃さなかった。


    　ルルは、大きく踏み込み、矢のような速度でゆりかに右の貫ぬき手てを見舞った。


    　その手は青白く光っていた。


    　ゆりかは貫き手を見切り、ギリギリで左にかわした。


    　貫き手が腹をかすめた時、ゆりかは体毛が逆立つのを感じた。


    　ゆりかは通り過ぎていくルルの首筋に手刀を見舞おうとした。


    　しかし、光る左手で首をガードするのを見たゆりかは手刀を止め、ルルを見送った。


    　そのままルルは、出てきた時とは別の棺桶に飛び込んだ。


    



    　今度はゆりかの背後にある棺桶からルルが襲おそい掛かってきた。


    　ルルはゆりかの懐ふところに飛び込み、青白く光った両手でゆりかに触れようとした。


    　それを両手で叩き落とすと、またしても毛が逆立った。


    　攻撃を捌さばかれ体勢が不十分となったルルを、ゆりかは前蹴げりで突き飛ばした。


    　突き飛ばされた勢いのまま、ルルはまたも棺桶に逃げ込んだ。


    



    　棺桶がぐるぐるとゆりかの周辺を回った。


    　二つの棺桶がゆりかの前にせり出してきて、会場全体にルルの声が響いた。


    『ルルはどっちに入っているでしょうか♪』


    　考える間もなく棺桶の戸が一斉に開いたが、どれも空だった。


    『正解はここでーす♪』


    　ゆりかの遥はるかかなた、リングの隅に棺桶が湧わき出した。中からルルが手を振った。


    「今からレベルアップするよ♪」


    　ルルの言葉に、ゆりかは咄とつ嗟さに跳躍した。


    　開いたままの棺桶から無数の槍やりが放たれ、ゆりかのいた場所を穂先で埋め尽くした。


    「棺桶にも注意してねん♪」


    



    「ゆりかのやつ、苦戦してるな」


    　観客席の祐ゆう之の介すけは、心配そうな表情で言った。


    「まだ余裕だろう」


    　それに答える白しろ菜な丸まるは、言葉のとおり余裕があった。


    「だって、ルルの不意打ちをあんなギリギリで……うわ、今のも危ない」


    「ゆりかが攻撃を寸前で避けているのは、いち早く反撃するためだ。間合いを取るようになったら、逆に危険ということだ」


    「てことは、今はまだ余裕ってことか」


    「そういうことだ」


    　少し安心した祐ゆう之の介すけは、白しろ菜な丸まるに聞いてみた。


    「それにしても、ルルはどうやってあんなに早く棺かん桶おけから出たり入ったりしてるんだ」


    「ゆーのすけに見抜かれるようでは、忍者は勤まらん」


    「わかってるよ……うわ、また危ない……じゃなくて、余裕なんだ」


    　だとしても心臓に悪い。観客のほとんども、手に汗を握っていた。


    



    　リングではルルの棺桶戦法が続いていた。


    「ふふ、警戒してるね♪」


    　戦闘中にルルが話しかけてきた。


    　再び、光る手でゆりかに触れようと迫ってくる。


    　喋しやべりながら攻撃してくる相手など初めてだ。


    「ほらほら、タッチされたらゆりかが鬼だよ♪」

  


  [image: ]


  
    　ルルのタッチを上体を捻ひねってかわし、その勢いでわき腹に[image: ]こぶしを叩き込んだ。


    　ルルはバランスを崩しながら棺かん桶おけに飛び込み、別の棺桶から現れた。


    　その姿にゆりかは再び違和感を感じた。


    　またダメージが回復している？


    



    　違う。


    



    　ルルの体には私が攻撃した跡あとが残っている。


    　ただ、さっきのわき腹への一撃だけが、消えてるんだ。


    



    　光る手、棺桶の攻撃、さらにルルの得体の知れなさに、自分の回避運動が大きくなっていることにゆりかは気づいていた。


    　そして、それがルルの思惑通りであることも。


    「しびれさせてん♪」


    　ルルは両手を突き出した。


    　バックステップでかわしたゆりかの肩けん甲こう骨こつのあたりに、柔らかいものが当たった。


    　咄とつ嗟さに背後に顔を向けると、そこにルルがいた。


    　背中の感触は、ルルの胸だった。


    



    　いつの間に……。


    



    　ごろん、という音がした。


    　目の端に、直前までルルがいた場所に丸太が転がっているのが見えた。


    　ルルは空うつ蟬せみの術でゆりかの目を欺あざむき、その隙すきに棺桶の瞬間移動でゆりかの背後に回ったのだ。


    　ルルはゆりかの体に腕を回し、わざとらしくゆりかの胸に手を置いた。


    「思ったよりあるのね♪」


    　言いながら、ルルの手がゆりかの胸を強く摑つかんだ瞬間、雷鳴が轟うごめき、ゆりかの体に閃せん光こうが走った。


    



    　青白い光の正体は帯たい電でん。


    『雷らい電でんの術』と呼ばれる電撃忍術だった。


    　ゆりかは反撃できなかった。


    　電気による熱で体がオーバーヒートしていた。


    



    「今度はゆりかが鬼よ♪」


    　そう言い残し、ルルは棺かん桶おけに戻り土中に消えた。


    　胸のネコ影かげが電撃を軽減してくれたおかげで致命傷は避けられたものの、ルルが追撃をしてきていたら危なかった。


    



    　……でもなぜ？　なぜ電撃を止めた？


    



    　ゆりかの遥はるか前方に、ルルが現れた。


    「鬼さん、こちら♪」


    　そう言って地面に潜った。


    「こっちこっち♪」


    　直後に、今度は遥か右側からルルの声がした。


    「早く捕まえて♪」


    　ゆりかのすぐ背後でルルの声がした。


    　振り返ると、すでに棺桶は沈んでいた。


    



    　ルルは現れては消え、現れては消えを繰り返し、ゆりかを翻ほん弄ろうしていた。


    　ゆりかはその挑発には乗らず、静かに足を運びながら考えていた。


    　ルルの棺桶戦法の仕組みの見当は付いた。


    　瞬間移動の仕組みも、体力回復の仕掛けも、あの棺桶を壊せばいっぺんに解ける。


    　作戦が決まったゆりかは印いんを結び、精神を集中した。


    　ゆりかは闘技場内で発せられるあらゆる振動を波は紋もんとして全身で感じ取った。


    



    　声、足踏み、携帯電話の振動、衣きぬ擦ずれの音、リング設備の機械音に……そして、地中をうごめく物体の音。


    　ゆりかが探していたルルの棺桶だ。


    　棺桶の音にゆりかは意識を集中させた。


    



    　音は全部で五つ。


    　ゆりかを囲むように動いている。


    　ゆりかの隙を狙う棺桶は、微量の気配を発していた。


    　棺桶の気配が、ゆりかの足元を撫なでた。


    　気配は回りながら、ゆっくりとゆりかの体を這はい上がっていく。


    　ふくらはぎから膝ひざへ、内うち腿ももから下腹部へ、そして脇の下を通って指先から頭の先までを撫で尽くした。


    　ゆりかは印いんを解き、目を開けた。


    　棺かん桶おけの存在は捉とらえた。


    　いつでも動ける。


    



    　ゆりかは歩幅に脚を開き、前傾姿勢をとった。


    　全身にエネルギーを蓄たくわえながら、好機をじっと待つ。


    　気配がゆりかの正面を撫なでた。


    　今だ。


    



    　ゆりかは、エネルギーを一気に爆発させた。


    



    　砂煙を巻き上げ、ゆりかは疾風になった。


    　正面に出現しはじめていた棺桶に飛び蹴げりを叩き込む。


    　棺桶を蹴り倒した勢いで宙に舞い上がったゆりかは、身体を回転させ頭を地面に向けた。


    　空中から棺桶に狙いを定め、足元に出現させたネコ影かげを踏み蹴り、まるで落雷のように急降下した。


    



    　リングに大爆発が起きた。


    　土煙がもうもうと立ち、煙が晴れると地面には大きなクレーターができていた。


    　その中心にはゆりかが悠ゆう然ぜんと立っていた。


    



    　一瞬の出来事だった。


    



    　ゆりかの足元には、白い塊かたまりが横たわっていた。瀕ひん死しの状態のルルだった。


    　決着がついた。


    　観客達からは歓声が上がりかけた。


    　しかし、クレーターの手前、ゆりかの前方に棺桶がせり出し、中からルルが出てきたことで、歓声はどよめきに変わった。


    　ゆりかは足元のルルを見た。


    　それはよくできてはいるが、ルルの姿をした人形だった。


    



    「あーあ、ばれちゃったか」


    　棺桶から出てきたルルが言った。


    「あなたも人形ね」


    　ルルは答えなかった。


    「身体の傷が違う。そして、人形はもう一つあるはずだよね」


    「……さあね」


    　ゆりかは言葉を続ける。


    「ルル用の棺かん桶おけと、避難用の棺桶が一つ。残り三つの棺桶には一体ずつ人形が入ってる。ルルは人形を交代で操り、瞬間移動してるように見せかけた……」


    「ほんと、今日はお喋しやべりね、ゆりか」


    「さっきの技で、もう一度地面を掘り返してみようか？　間違ってルルが入ってる棺桶を壊しちゃうかもしれないけど」


    「人の話を聞きなさいよ」


    「人じゃなくて、人形でしょ」


    



    　ゆりかのその言葉を聞いた途端、ルルは糸が切れた操り人形のように膝ひざから崩れ落ちた。


    　そして、今度は反対側から浮上した棺桶の中から、別のルルが現れた。


    　ゆりかはその体の傷に見覚えがあった。


    　最初に[image: ]こぶしを交わした、ルル本人だ。


    



    　こそこそ隠れているところを仕留められてはシノビファイターの恥である。


    　棺桶戦法が破られた今、ルルは正面切って戦うしかなくなった。


    「一発……たった一発よ。力技で作戦を潰つぶされるなんて……なんなのよ」


    　そうつぶやいたルルに、ゆりかは言った。


    「ルル、それが美び姫き尼に流の、そして私の『力』だよ」


    　ルルの表情が激変した。


    　怒り。


    　ゆりかは初めてルルの感情を捉とらえることができた。


    　ルルはゆりか目がけて一直線に突っ込んできた。


    　ルルは接近戦の間合いに入る直前に、クレーターの斜面を強く蹴けり、ミサイルのような突きをゆりかの鳩みぞ尾おち目がけて打ち出した。


    　ゆりかはその突きが届くよりも早く、槍やりのように鋭い前蹴りをルルの鳩尾に突き刺した。


    　吹き飛ばされたルルは両足で必死にブレーキを掛けたが、衝撃でクレーターの外に押し戻された。


    



    　今度はゆりかがルルめがけて突進した。


    　ルルは腰を落とし、両腕を引いて迎げい撃げきの態勢をとっていた。


    　それはルルがこれまでのビキニ参りでたびたび披ひ露ろうしてきた独特な構えだった。


    　鋼鉄の肉体を持つルルだからこそできる、防御を捨てた超攻撃型の構えだ。


    　ゆりかも両の[image: ]こぶしを腰まで引き、格闘戦の間合いに踏み込んだ。


    　二人の間に閃せん光こうが走り、空気が爆はぜた。


    　互いの攻撃が、相手の胸部に命中した。


    　二人は痛みを感じる間もなく、腰を捻ひねり相手のわき腹へ[image: ]を浴びせた。


    　その攻撃をまたしても、両者は体で受け止めた。


    　再び攻撃態勢に入ろうとしたほんの一瞬の間、二人の視線と、心がぶつかった。


    



    　相手が倒れるまで、叩き続ける。


    



    　二人は両足で地面を踏みしめ、嵐のような勢いで連打を繰り出した。


    　下半身を地面に固定し、ありったけの力で[image: ]を打ち出す。


    　その威力は体のどの部位だろうと、急所と化してしまうほどであった。


    　[image: ]、手刀、貫ぬき手、肘打ち、膝ひざ蹴げり、背はい足そく、足先、四し肢しのあらゆる部位を使って相手の体を痛めつける。


    　それでも、二人の勢いは止まらなかった。


    



    　突如はじまった打ち合いに、観客は熱狂した。


    　速射砲のごとく打ち出される互いの攻撃は、命中するたび火花を散らし、音を轟とどろかせた。


    　一歩も譲ゆずらぬ両者に会場から大歓声がおき、闘技場が揺れた。


    　ゆりかは会場の熱気を感じ、ルルの強さを十分に引き出せたと判断した。


    　一歩前に踏み込みながら、ゆりかは破壊力を増した[image: ]をルルの鳩みぞ尾おちに放った。


    　ルルの足が地面から離れ、後方へよろめいた。


    　もう一度踏み込み、今度はルルの顔面に[image: ]を放った。


    　ルルは仰のけ反ぞりながら大きく後退した。


    　ゆりかはさらに[image: ]を見舞おうと踏み込んだ。


    　ルルは体勢を立て直しながら、咄とつ嗟さに両腕で防御を固めた。


    　ルルの腕に当たったのは、[image: ]の風圧だけだった。


    　腕の隙すき間まからルルがのぞくと、ゆりかは寸前で[image: ]を止めていた。


    



    　ルルは、この打ち合いが己を防御させるためのものだったことを悟さとった。


    　ルルはこの瞬間、頼みの綱である鋼鉄の肉体さえ失ってしまったのだ。


    　ゆりかの猛攻は続いた。


    　渾こん身しんの力を込めて打ち出される左右の[image: ]こぶしに、ルルの体がピンボールのように弾け飛んだ。


    　もはや、勝負は一方的となった。


    　ゆりかの攻撃は面白いようにルルに命中し、対するルルは防戦すらままならず、打たれ続けた。


    　もはや、戦いはルルが戦闘不能になるのを待つばかりだった。


    



    　中段蹴げりを腕で防御したルルの、手薄になった顔面にゆりかは左[image: ]を打ち込んだ。


    　破壊の力がルルに伝わっていく。


    　ルルは弓ゆみ反ぞりになりながら、ゆりかの攻撃に耐えた。


    　そして、ゆらりと両手をのばし、ゆりかの左腕を摑つかんだ。


    　ゆりかの背後から棺かん桶おけが飛び出し、戸を破ってルルが出て来た。


    　隠れていた三体目の人形だ。


    



    　ルルの人形は、真っ白に輝く両手でゆりかの背を突いた。


    　その瞬間、再びゆりかの全身に激しい熱と衝撃が走った。


    　ゆりかの体は発光し、体中の毛が逆立ち、筋肉は硬直した。


    　目の前が真っ白になったかと思えば暗転する。


    　血がマグマのように熱くなっていくのが感じられた。


    　ルルは、この一撃のためにゆりかの恐るべき破壊力の[image: ]を、顔面で受けたのだ。


    



    　電撃は一瞬ではなかった。


    　二秒、三秒……ルルは[image: ]の隙すき間まから、ゆりかが悶もん絶ぜつする姿を見ようとした。


    　ゆりかは、笑みを浮かべていた。


    　ルルの全身が総毛立つ、壮絶な笑みだった。


    



    　ゆりかの体から電撃が消えた。


    　電撃を放つための、ルル人形の電池が切れたのだ。


    　ゆりかは全身から煙を上げながらも、右中段回し蹴りを背後のルル人形に放った。


    　人形は壁まで吹き飛び、粉々に砕けた。


    　回転の勢いでルルの手を振り払ったゆりかは、ルルに背を向ける格好になった。


    　ルルはその隙を逃のがさず、突きを打ち込もうとした。


    　ゆりかは蹴り足を戻し、振り向きざまに正[image: ]突きを放った。


    　回転、腰のひねり、軸じく足あしの踏ん張り、すべてが破壊力となって[image: ]に集約される。


    　間合いを詰めていたルルは、見事に誘われたのだ。


    　避けようのない突きが、ルルの胸部に命中した。


    　ルルは物もの凄すごい勢いで吹き飛ばされ、最後に使った棺かん桶おけにぶち当たり、棺桶ごとリングの壁に衝突した。


    　舞い上がる土煙の中から棺桶がぬうっと現れ、地面に倒れこんだ。


    　会場が沈黙し、視線が棺桶に集中した。


    　戸が開き、ルルの手が突き出た。


    　が、直後に萎しおれて棺桶の中に消えていった。


    



    『勝者　ビキニンジャ・ゆりか！』


    



    　観客はゆりかにありったけの歓声を送った。


    　ゆりかは会場を見渡した。


    　肌に感じる熱気。


    　ああ、このリングがこんなに心地よい場所だったなんて。


    



    　ゆりかは全身で歓声を浴びた。


    　もう、ゆりかの強さを疑う者はいなくなった。


    　力強く、それでいて謙虚なゆりかの姿は、近い将来、美び姫き尼に流の新たなイメージとなるであろう。
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    　その夜。表彰式を終えホテルに戻ったものの、ゆりかはなかなか寝付けずにいた。


    　ゆりかは、窓の外の月を見ながら考えていた。


    



    　ルルとの戦いで、解けない謎なぞが一つだけあった。


    　あの人形だ。


    　なぜアレを人間と思い込んで戦っていたのか。


    　物には物、人間には人間特有の『気配』というものがある。


    『精せい魂こんを込めて作る』という言葉があるが、それだけよくできた人形だったのだろうか。


    



    



    　月が雲に隠れ、夜に闇が戻った。


    　やはりもっとよく調べておくべきだったろうか。


    　いまとなっては控え室に引き上げられていて、その手品のタネを見ることはかなわないだろう。


    　晴れないもやがかかったまま、ゆりかは意識を睡すい魔まにまかせた。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    　翌日の朝刊の一面はゆりか一色だった。


    　会心の笑顔を見せるゆりかが紙面に躍おどっていた。


    



    　新聞を読んでいる祐ゆう之の介すけのケータイに、電話がかかってきた。


    　母からだ。


    



    『ゆりちゃんに代わって』


    　祐之介はケータイをゆりかに渡し、紙面に目を戻した。


    　新聞を読むふりをしつつも、耳はゆりかのほうに向けている。


    「あ、おはようございます。おばさま」


    『朝刊見たわ。どうやら吹っ切れたみたいね』


    「どうしてわかったんですか？」


    『だって新聞のゆりちゃんは、いつものゆりちゃんだもの』


    「おばさま……」


    『ゆりちゃんが帰って来たら、二人でまた買い物しましょ』


    「はい！」


    　今回はお小こ言ごとではなかったようだ。


    　祐之介は今度は本当に、記事の続きを読みはじめた。
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    　その夜。


    　ゆりかに、シノビ協会から呼び出しがかかった。


    　戦いを終えたばかりの自分をわざわざ呼び出すからには、重要な用件に違いない。


    　待ち合わせ場所の闘技場には、サスケが待っていた。


    



    「サスケちゃん。張り込みは？」


    「協会から緊急で呼び出されたから、ちょっと抜け出してきた」


    「じゃあ、今は張り込みは庵いおりさん一人なの？」


    「抜かりはないわよ。ちゃんと代理を立てておいたから」


    　サスケが言うのなら問題はないだろう。


    　ゆりかは、呼び出しの件に話を移した。


    「そっか。それで、今日はどんな用件なの」


    「それはわたしから話すわ。見せたいものがあるから、リングに行きましょ」


    「うん」


    



    　闘技場のリングでは、数十人の協会職員が作業をしていた。


    　彼らは数人ずつのグループに分かれ、リングに放置されたルルの棺かん桶おけを調べていた。


    　サスケは一番手前の棺桶の前までゆりかを導くと、中を指で示した。


    　その先には、ルルが『傀儡くぐつの術』で使用した操り人形があった。


    「ゆりか、この人形は昨日戦った人形で間違いない？」


    　サスケの質問に、ゆりかはうなずいた。


    



    　人形の胴体には強い衝撃によってできた大きなくぼみがあり、そこから全身へと亀き裂れつが伸びていた。


    　熟練の武芸者は傷跡を見て、その傷を負わせた者の技量がわかるという。


    　免許皆かい伝でんであるゆりかが、自身が負わせた傷を間違えるはずがなかった。


    



    　他の棺桶にも、壊れた人形が押し込まれていた。


    　人形は全部で三体。


    　ゆりかが最後に戦った四番目のルルは、人形を操っていたルル本人である。


    「ゆりか、倒した人形は三体で間違いないね」


    「うん。でも、どうして」


    「今度は医務室に行くよ」


    



    　医務室のベッドに、シーツを掛けられた何かが横たわっていた。


    「……まさか」


    「確認して」


    　ゆりかはゆっくりとシーツをめくった。


    「うそ……」


    　それはルルではなく、四体目の人形だった。


    　胸に開いた[image: ]こぶし大だいの穴から内部が見える。


    　その中は、空洞だった。


    　サスケはゆりかのそばに歩み寄り、言った。


    「伸縮する繊せん維いと思われる外がい殻かくの中は、よくわからない素材でできた骨格のみ。いまは空からだけど、体内はタールのような液体で満たされていたそうよ」


    　サスケはゆりかに少し考える時間を与え、続けた。


    「最後にゆりかが倒したルルで、間違いないね」


    「……最後のルルにはちゃんと気配があったし、心も読み取れた。このルルは間違いなく人間だったよ」


    



    　この人形は、最も損傷がひどかった。


    　ゆりかが苦戦した『ルル本人』であるなによりの証拠だった。


    「わたしもすぐには信じられなかったよ。ルルとはシノビファイターとして、それなりに付き合いがあったからね」


    「ルルはいつこの状態になったの？」


    「医務室に運び込まれてすぐだそうよ。そのときはまだ、体内の液体はゼラチン質だったみたい。協会の専門家も、こんな人形は見たことがないって」


    　そこでサスケは言葉を切り、口調を変えた。


    「思わぬところで『未知のテクノロジー』が発見されたってところかな。おかげで、誰が作った物か見当が付いたけど」


    「それは誰？」


    「カラスバ・リクロウっていう人形師」


    



    　人形を使う忍者は少なくない。


    　ゆりかも何人かの人形師を知っているが、カラスバという名前は初耳だった。


    「カラスバ……どんな人なの」


    「当時の年齢は推定四十代、男」


    「悪あく忍にんなの？」


    「四十年ほど前、外務大臣を殺害した罪で逮たい捕ほされてるわ」


    　知らないのも無理はない。


    　ゆりかが生まれるずっと前の話である。


    



    「四十年前に四十代ってことは、今は老人ってこと？」


    「そうなるね。まあ八十歳すぎても現役の忍者はいるからね」


    「いるけど、少ないよ……それは置いといて、なぜ大臣を殺害したの」


    　国の首脳の殺害は、相当の大たい罪ざいである。


    　そこには、よほどの理由がなければならない。


    



    「当時、カラスバは影武者の製作を依頼されて、大臣そっくりの人形を作ったらしいわ。


    で、完成した人形を本人が受け取りに来た時」


    「時？」


    「人形と並んだ大臣を見て、カラスバはその場で『本人』を壊しちゃったそうよ。『失敗作』なんだって」


    　ゆりかは驚いた。


    　そんな理由で？


    「壊すって……物じゃないんだから」


    「まあ、たったこれだけの情報でも、人となりは十分わかるわね」


    



    　その後、カラスバは裁判を受けずに釈しやく放ほうされていた。


    　当時、大臣はさる大国と重要な交渉の真っ最中で、事件を公おおやけにすることができなかったのである。


    　影武者の人形により大国との交渉は続けられ、表向き、事件はなかったことにされた。


    　釈放後のカラスバの消息は不明。


    　彼に関する資料は何者かにより意図的に破は棄きされ、あとに残されたのはその事件の記録だけだった。


    



    「ルルを作ったのが仮にそのカラスバだとして、操っていたのは誰なんだろう」


    　人形はそれ自身では動けない。


    　操っている人間が、必ず近くにいなくてはならない。


    「それについても心当たりがあるの」


    「何者？」


    「串かん縁べりアキ。ルルが敗北した晩に失しつ踪そうしたそうよ」


    



    　ビキニ参りの仕し掛かけ忍にん、常に会場を仕切っていた、あの女性である。


    　初日に白しろ菜な丸まるの感じた『匂い』、それは、アキとルルを繫つなぐ糸の香りだったのだ。


    「ルルをスカウトしたって言ってたけど、自分で操ってたんだ」


    「だとすると人形で人形を操ってたことになるね。けっこう腕の立つ忍者だったんだね、あの『お姉さま』」


    



    　すでに、シノビ協会は大だい捜そう査さ網もうを敷きアキの行ゆく方えを追っていた。


    　相当の使い手でも、シノビ協会の追跡をかわすことは難しい。


    　アキを捕らえるのも、時間の問題である。


    　しかし、問題はそれだけではなかった。


    



    「ルルはデビューからの約三年間、いろんな仕事で全国を走り回ってた。わたしと同じ、単なる仕事中毒と思ってたけど、今はその行動になんらかの意図を感じるわ」


    「なにかを探してた？」


    「妥当な推理ね」


    



    　では、ゆりかとルルの対戦も、何らかの意図に基づいて仕組まれたのだろうか。


    　様々な疑問が浮かぶが、今はアキが捕まるのを待つしかない。


    「とにかくこの件は協会に任せて、ゆりかはこれまで通り、襲撃に備えて。それじゃ、わたしは張り込みに戻るから」


    「気をつけてね。庵いおりさんによろしく」


    「りょーかい」


    　いつものように、サスケは姿と一緒に気配を消した。
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    　次の日、ゆりかと祐ゆう之の介すけ、そして白しろ菜な丸まるの三人は壬み綱づなの里を散策していた。


    　海沿いの建物の間を歩きながら、白菜丸はゆりかに話しかけた。


    「まだ一件落着とはいかないようだな」


    「うん」


    　シノビ協会職員である白菜丸は、事情を知っていた。


    「なんだよ、オレにも教えてくれよ」


    「忍者界の風紀は回復しそうだが、ゆりかはまだ怪物に狙われているということだ」


    　例の殺し屋の一件を祐之介は思い出していた。


    　あの後、ゆりかから殺し屋の話は出ていない……やはりまだ解決していないのだろうか、と。


    



    　ふと、三人の話が途切れた瞬間だった。


    　殺気。


    



    　ゆりかと白菜丸は膝ひざを曲げ、いつでも戦闘に移れる態勢をとった。


    　殺気が自分に向けられていることを知ったゆりかは、殺気の方へ向かい走った。


    　そこには黒い人型の塊かたまりが立っていた。


    「……お母さん」


    　そう言ったゆりかだったが、すぐに母ではないと気づいた。


    　黒く、不定形な物体は、似てはいるが、美び姫き尼に流奥おう義ぎではなかった。


    「……なるほど、食べごろだ」


    　曖あい昧まいな造形の顔が笑みを浮かべながら言った。


    　次の瞬間、それは矢のように走り去っていった。


    　ゆりかはニンジャケータイを取り出すと、シノビ協会に連絡を入れた。


    「こちら舞まい岳たけゆりか。不審な黒い物体に遭そう遇ぐう、直ただちに追跡隊を」


    「こちら捜査本部。物体の位置を捕足、ヘリ忍にんをそちらに回す。協会ビルで合流してくれ」


    「了解」


    　ゆりかの行動は素早かった。次々に屋根を伝い、協会ビルに向けて移動をはじめた。


    　道の上を走るより、遮さえぎるもののない空中のほうが早い。


    



    　飛ぶように建物の間を移動していくゆりかの背後から、祐ゆう之の介すけの声が追ってきた。


    「うおおおおい、ゆりかあああ」


    「ゆ、祐之介くん」


    　祐之介は、白しろ菜な丸まるの背にしがみついていた。


    「ついに来たか」


    　白菜丸は言った。ゆりかはうなずく。


    　祐之介は、なにも言えなかった。


    　祐之介の感じるゆりかの緊張感は、シノビファイトの時とはまるで違っていた。


    



    「……ゆりか」


    　シノビ協会で待っていたヘリに乗り込むゆりかに、祐之介は言葉を掛けた。


    「待ってるからな」


    　その言葉に、ゆりかは大きくうなずいた。
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    「あの、こんな大きな音を立てていて、相手に見つかってしまわないんでしょうか」


    　心配そうな顔で聞くゆりかに、パイロットは答えた。


    「このヘリは私の忍にん具ぐです。いまの私は、陸にいるときよりも強いですよ」


    　その言葉が終わらないうちに、ヘリのプロペラの音はゆりかにも聞こえないほど小さくなった。


    



    



    　ヘリは、壬み綱づなの里から数百キロ離れた山やま間あいを飛んでいた。


    　そこに、協会から通信が入った。


    「追跡隊からの連絡で、この先の森に追い詰めたそうです」


    　少し間を置いて、報告が続いた。


    「隊員が数名、襲おそわれた模様です。現在、森の周囲を包囲してますが、手に負えないとのことです」


    　それを聞いたゆりかは、パイロットに言った。


    「ここで降ろしてください。私が追います」


    「了解です。忍にん務むが完了したら通信をください。お迎えに上がります」


    



    　パラシュートもつけずに飛び出したゆりかは、ネコ影かげを緩かん衝しよう材ざいに着地すると、そのまま森に向かって疾走した。
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    　一方、漁村で張り込みを続けていた庵いおりのもとに、サスケが戻ってきた。


    　サスケは、壬綱の里で起こった出来事を庵に伝えた。


    「……なるほど、そんなことがあったのか」


    「ほんと、忙しいったらありゃしない」


    「串かん縁べりアキとかいうその女も、今頃は舌を切ってるかもしれないぜ」


    　庵が笑いながら言うと、サスケは答えた。


    「その方が協会にとって都合がいいんだけどなあ」


    「情報をでっち上げやすいからか」


    「上品な方法じゃ、クリーンにできない物事もあるわよ」


    　サスケは小くうなずくと、ため息をついた。


    　その若さからは想像できないほどの心労を抱えこんでいるのだろう。


    　庵はその苦労を察し、苦笑した。


    「床を拭ふけば、雑ぞう巾きんが汚れる。雑巾を洗えば、今度は水が汚れる……といったところか」


    「理解してくれてありがたいわ」


    　庵いおりと話したことで少しすっきりしたのか、サスケは大きく背伸びをした。


    



    　しばらく張り込みを続けていると、サスケのニンジャケータイに通信が入った。


    　サスケは二、三度うなずき、ケータイを切ると、庵に言った。


    「大将、どうやらゆりかのところに『怪物』らしき奴が出たらしいよ」


    「こっちは外れか。ゆりかの応援に向かおう」


    「そうね……またトンボ返りか。あ、ちょっと待って。誰か来る」


    　サスケは、海道を歩く一人の女に気づいた。


    「サスケ、あの女は……」


    「伊い弉ざな弥みルル。まだあったんだ」


    　庵はルルに気け取どられぬよう、慎重に気配を探った。


    　ルルからは人間の気配がした。


    「あれが人形なのか……人間にしか見えん」


    



    　ルルが立ち止まった。


    　正面から、いかにも乱らつ破ぱ者ものといった風ふ情ぜいの男が歩いてきた。


    「仲間か」


    「どうかしら……」


    　庵とサスケは、しばらく様子を見ることにした。


    



    　乱波者風の男はルルを警戒しているように見えた。


    　男は一度立ち止まり、ルルに声を掛けた。


    　再び男が歩きはじめたその時、ルルがすばやく間合いを縮めた。


    　男の体に腕を絡からめ、動きを封じる。


    　男はルルのこめかみに[image: ]こぶしを浴びせたが、ルルは全く怯ひるむ様子がない。


    　焦った男は、ルルを剝はがそうともがいていたが、抜け出すことができないようだった。


    　突然、ルルとはまったく別の場所から女の声がした。


    「楠くす木のきサスケ。お前に見せてあげる。ルルがどうやって『命』を手に入れるのかを」


    　サスケと庵は、その言葉の意味を瞬時に理解した。


    　男を救うべく、サスケは最短距離を、庵は上空からルルに襲おそい掛かった。


    「ひぃ」


    　男が悲鳴を上げた。そして手品のようにルルの体に吸い込まれ、消えた。


    『捕食』を完了したルルは、サスケと庵の攻撃を軽々とかわすと、防波堤に飛び移った。


    「くそっ」


    「間に合わなかった」


    　庵いおりとサスケは体勢を立て直し、ルルを睨にらみつけた。


    



    　ルルは衣服を脱ぎ、ビキニ姿になった。


    　ルルの正中線には、真っ赤な筋が浮かんでいた。


    　そのへその辺りに、人間の、男の手が生えている。


    　手は何かを摑つかもうと必死に宙を搔かいていた。


    　その手をするりと腹に取り込むと、ルルは満足そうな笑みを浮かべた。


    　手が吸い込まれる瞬間、サスケは赤く割れた腹部の隙すき間まに、びっしりと白い歯が並んでいるのを見た。


    



    　七年前の事件。


    　現場に残された忍者の手足。その傷口にあった、女の歯形。


    　サスケは確信した。ルルこそが、忍者を喰う『怪物』の正体であると。


    



    　庵とサスケは、声を出した女の気配を探った。


    「今の声には聞き覚えがあるわ」


    「誰だ」


    「失しつ踪そう中の串かん縁べりアキ」


    



    　防波堤の向こうからスーツ姿の女が現れた。串縁アキだ。


    「お久しぶり、サスケちゃん」


    　アキはキーボードを叩くように両手の指を動かした。


    　その指の動きに合わせてルルがサスケにお辞じ儀ぎをする。


    「あなたがルルを操る人形使いってわけね」


    「命を喰って命を得る。簡単な仕組みでしょう」


    「悪趣味な発想だ」


    



    　よほど腹に据えかねたのだろう。


    　庵は吐き捨てるように言った。


    　対照的に、サスケの表情はほとんど変わらなかった。


    　興味深い様子でアキに向き直って尋ねた。


    「人を喰う人形、ね。あなたに聞きたいことがあるんだけど」


    「なにかしら」


    「七年前、乱らつ破ぱ者ものが作ったテロ一味が何者かに喰い殺された事件があるの。その事件でなにか知ってることはない？」


    「そうね……その時ついでに、協会の特忍隊も食べたことくらいかしら」


    　アキは人差し指を頰ほおに当てると、微笑ほほえみながら答えた。


    　上品だった微笑みも、今は悪魔の笑いに見える。


    「カラスバはどこにいる！」


    　抑えきれない怒りをにじませつつ、庵いおりは叫んだ。


    　アキは微笑みを消した。


    　表情をなくしたその顔は、もはや人間ではなくなっていた。


    「私は彼の僕……。彼の食事の邪魔はさせないわ」


    　あたり一面が殺気に包まれた。


    「さあ、ルル。楽しいお食事会をはじめましょう」


    　数えきれない人数のルルが、庵とサスケを包囲した。


    



    「なるほどね。こいつらを利用して、多くの仕事をこなしてたのか」


    「そういうこと」


    　サスケに答えながら、ルル達はじりじりと距離を詰めてきた。


    　大勢のルルに紛まぎれ、アキはいつの間にか姿を消していた。


    「サスケ、鬼おにヶが島しまの再現といくか？」


    　しかし、庵の言葉にサスケは首を横に振った。


    「相手はシノビファイターよ。対策はされてるわ。あの人形も耐火仕様よ」


    「じゃあどうすればいい？」


    　サスケは答えた。


    「命はあってもしょせんは人形。串かん縁べりアキを仕留めれば停止するはずよ」


    



    「作戦会議は済んだ？」


    　二人を囲む輪を狭せばめながら楽しそうに言うと、全てのルルがサスケに顔を向けた。


    　大量の同じ顔に見つめられるのは、さすがのサスケにも不気味だった。


    　そして、正面にいるルルが、サスケに話しかけてきた。


    「楠くす木のきサスケ。あなたとは二年も同じ世界にいながら、対戦するのは初めてね」


    「そうだね。ルルとは特に、対戦に発展する因いん縁ねんがなかったもんね」


    　ルルはサスケを睨にらみつけた。


    「……私にはあったわ」


    「そうなの？」


    「私はいつの間にか業界で『第二のサスケ』と呼ばれていた。私の方が、一年デビューが早かったのに」


    　サスケは動じることなく言い返した。


    「私って言うけど、あんた串かん縁べりアキでしょ。自分と人形がごっちゃになってるよ」


    「私にとってはどちらも私自身よ」


    「そう。じゃあ、ルルには華はながなかったんだね。ご愁しゆう傷しよう様」


    　ルルはサスケの言葉を断ち切るように、腰の刀を抜いた。


    



    「サスケ。お前は足の先からじわじわ味わって喰ってやる」
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    　故郷を思い出させる深い森の中、ゆりかは木々の間を走り抜けていた。


    　やがて、永遠とも思えた木こ立だちも途切れ、森が開けた。


    



    　そこに、ゆりかは何者かの気配を感じ、足を止めた。


    　一瞬の後、もっと禍まが々まがしい『なにか』の感触がゆりかを襲おそった。


    「ようこそ。美び姫き尼に流免許皆かい伝でん、舞まい岳たけゆりか」


    　広場の奥から、人影が姿を現した。


    



    　身長は一七〇センチ程度で、体格は比較的がっしりしており、頭ず巾きんをかぶり、作さ務む衣えを着ている。


    　年齢は五十代といったところだろうか。


    　邪悪な笑みを浮かべ、殺さつ伐ばつとした気配を纏まとっていた。


    　紛れもなく、闇の世界の住人である。


    　ゆりかは思わず声を上げた。


    「あなたは？」


    「烏からす婆ば狸り狗く郎ろうという。君を、いや、君の一族を狙っている者だ」


    



    　この男が『人形師』……。


    



    「君は、ここがどんな場所か承知かな？　私にも、君にも、因いん縁ねん浅からぬところだよ」


    　ゆりかはしばし考えた。


    『人形師』と美姫尼流をつなぐもの。


    「七年前の……」


    「いかにも。七年前、ここは大勢の忍者が喰われたところだ。あの事件を公おおやけにしたくないシノビ協会が、大急ぎで現場を隠したのだろう」


    　烏からす婆ばは、ゆっくりと頰ほおを撫なでながら続けた。


    「忘れもしない。私の計画を阻止すべく、ある女忍者が放った忍術が、木々をなぎ倒して、地面を抉えぐり取り、あたり一面血の海にしたのだ。失礼、血の海にしたのは私だった」


    「……」


    「美び姫き尼に流奥おう義ぎ、実に素晴らしい力だ。噂うわさ以上の破壊力だった」


    　ある女忍者とは、母ひなぎくのことであろう。


    「でも……なぜ、美姫尼流を狙うの？」


    「[image: ]作意欲だ。人形師として、ぜひ作りたいのだよ。最強の人形を」


    「……それだけ？」


    「君はどんな言葉を期待したのだ。復ふく讐しゆう？　覇は権けん？　くだらん。私にとっては『作ること』こそが目的なのだよ」


    



    　烏婆は、サスケから聞かされていた通りの人物だった。


    　不快感を隠そうともせず、ゆりかは尋ねた。
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    「……では、人形作りと、忍者を捕食する関係は？」


    「喰うのは私ではない。私が作った人形達だよ。わかりやすく『人喰い人形』と名づけた」


    「人喰い人形……」


    「命を喰うことで命を宿すという、実に明快な仕組みの人形だ。本来はより精せい巧こうな影武者を作るために開発した人形だったのだが……」


    　人形に命が宿るという言葉を聞いたゆりかの胸がざわついた。


    



    「その仕組みを戦闘用の人形に応用させてみたのだ。これが実にうまくいってね。忍者を喰うことでより強い人形が完成した。最強の人形作りにおける諸問題が一挙に解決したのだよ」


    「……ルル……」


    　つぶやくゆりかに、烏からす婆ばは大きくうなずいた。


    



    「ところでゆりか君。伊い弉ざな弥みルルの強さには、満足していただけたかな」


    「……物足りなかった」


    「それは申し訳なかった。君の実力に見合うよう、アレには随分『腸わた』を詰めたはずなのだが……ともあれ、私が美び姫き尼に流を狙う理由がわかっただろう」


    「人形に母や私の命を吹き込むのね」


    　烏婆はうなずいた。


    「その通り。ただ、君達母娘はあくまで礎いしずえだ。『最強』に挑むためのね」


    「最強……」


    「君のお婆ばあ様だよ」


    



    　刹せつ那な、淡々と話を続ける烏婆から鋭い殺気が漏もれた。


    　ゆりかは、反射的にネコ影かげを呼び出した。


    「ほおう、さっそく奥おう義ぎを出したか。母上と違い、随分ユニークな姿をしている」


    　烏婆は目を輝かせた。


    「いつ奥義に開眼したのかね。その形態を選んだ理由は。舞まい岳たけひなぎくの奥義に比べて、形状が安定しているな……やはり、免許皆かい伝でんの……」


    　烏婆の質問はいつしか独り言に変わっていった。


    　ゆりかは思案にふける烏婆の様子を慎重にうかがっていた。


    　いまの烏婆は隙すきだらけに見えるが、直感がそれを否定する。


    　ためしにほんの少しだけ、軸じく足あしに体重を乗せてみた。


    　その瞬間、烏婆はゆりかを制止するように右手を突き出した。


    　やはり、烏婆に隙はなかった。


    



    「さて、ゆりか君。君はその奥おう義ぎで、なにをするつもりかね」


    「あなたを倒す」


    「倒す？　なぜ」


    「私の一族があなたに狙われている。だから、倒す」


    　烏からす婆ばには全く動じる気配がない。


    　危機感が麻ま痺ひしているのか。いや、よほど自分の強さに自信があるのだろう。


    「なるほど……それは困ったな。できれば、おとなしく喰われてほしいのだが」


    「なにを言っている」


    「君が抵抗すれば、私は本気を出さなければならない。そうなって困るのは、君の方ではないのか？」


    　烏婆は再び頰ほおを撫なでた。


    「君のお母様がどうなったのか、忘れたのかね」


    



    　お母さん……。


    



    　ゆりかの母、ひなぎくは烏婆の暴挙を止めるため奥義を使い、その結果、影かげ忍にんエックスという邪悪を生み出した。


    「私が、母の二の舞になるとでも？」


    「それは、試してみなければわからん」


    　烏婆は続ける。


    「それともう一つ。私は人喰い人形を量産し、強化するために実に多くの忍者を殺あやめた。その多くは鼻つまみ者である乱らつ破ぱ者ものだが、中には七年前のような、尊とうとい犠牲も少なくない」


    「……」


    「全ては、美び姫き尼に流を倒すためだ。いわば彼らは皆、君達のせいで殺されたのだよ」


    　むしろ楽しげに語り続ける烏婆に、ゆりかは絞り出すような思いで言葉をはさんだ。


    「勝手なことを……」


    「勝手だが、事実なのだ。君達が強すぎるせいで、私は莫大な量の『腸わた』を仕込まざるを得なかったのだ。見たまえ」


    　そう言って烏婆が両手を広げると、地面からタールのようなどす黒い液体が滾こん々こんと湧わき出した。


    「これが『腸』だよ、ゆりか君。人喰い人形に喰われた忍者の成れの果て、そして人形達の命の源だ」


    



    　ゆりかは液体を透視した。


    　生きている。


    　思念、怨おん念ねんに満ちた心を持っているのだ。


    　液体は徐々に堆たい積せきし、ゆりかの背せ丈たけを越えなおも成長を続ける。


    　融とけた氷の彫刻が逆再生で復元されていくかのように、次第に形が見えてくる。


    　周囲の木々よりも頭ひとつ高い、怪物の鳥。


    　鋭いくちばしを持った頭、炎のように揺らめく鶏冠とさか。


    　その尻尾しつぽには、鉤かぎ爪づめを持った二本の長い触手がうねっていた。


    　体内に緑色の火の玉が現れた。


    　火の玉は泳ぐように頭部へ移動し、眼となった。


    



    「いかがかな。ルルよりは手応えがあるはずだ」


    　ゆりかは怪鳥を見上げた。


    　緑色に燃える両眼が、ゆりかを見据えていた。


    　押しつぶされそうなほどの怨おん念ねん。


    　苦しみ。


    　悲哀。


    　怒り。


    　限りない敵意そのものの塊かたまりが、目の前にあった。


    



    「さあ、私の人形になれ。美び姫き尼に流免許皆かい伝でん、舞まい岳たけゆりか。いや、ビキニンジャ」


    



    　烏からす婆ばが鍵けん盤ばんを弾くように両手の指を動かすと、怪鳥はその巨体に似合わない素早い動きで襲おそい掛かってきた。


    　間合いを取ろうとするゆりかに、怪鳥は蹴けりを放った。


    　ゆりかの胴よりも太い脚が、恐るべき速度で迫ってくる。


    　ゆりかはぎりぎりまで引きつけ、横っ飛びでかわした。


    　風圧で後方に飛ばされながら、ゆりかはその一撃に明確な殺意を感じていた。


    　命を奪うために繰り出された攻撃。これは勝つための戦いではない。


    　生き残りをかけた戦いだ。


    



    　圧倒的な力の差。


    　暴走車のように襲いくる蹴り。


    　巨大な足が頭上から降り注ぐ。


    



    「ははは。八や尾お美び姫き尼にも、化け物との戦い方までは教えなんだか」


    



    　蹴けりを紙かみ一ひと重えでかわすゆりかの背後の木々が、怪鳥の蹴りでなぎ倒されていく。


    　このまま防戦に徹していては、体力で勝る怪鳥が圧倒的に有利だ。


    　そう考えたゆりかは、怪鳥の懐ふところに飛び込み軸じく足あしを刀で斬りつけた。


    　硬い。刃が通らない。


    　ルルを攻撃したときと同じ感触だ。


    　怪鳥が悲鳴を上げた。


    　痛みは感じているようだ。


    　だが、単に怨おん念ねんたちの目標が、ゆりかに向いただけだったのかもしれない。


    



    　怪鳥は叫び声を上げながら、尾部から伸びる二本の長い触手を鞭むちのように振り回した。


    　ゆりかは刀で受け流そうとしたが、触手を受けた刀は甲かん高だかい音をたてて折れた。


    　刀はもう使いものにならない。


    　ゆりかは、手の中に残された柄つかを投げ捨てた。


    　得体の知れない相手に触れるのは危険だが、頼みは己の肉体だけになってしまった。
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    「どうしたビキニンジャ、動きが止まっているぞ」


    



    　初老の忍者とは思えない身のこなし。


    　どれほどの年月をかければこれほどの域に達するのか……烏からす婆ばという男の底が見えない。


    　それとも、これが私の限界なのか。


    　怪鳥が嘴くちばしから青白い炎を吐いた。


    　ゆりかの脳裏に『死』の文字が浮かんだそのとき、ネコ影かげが球体となってゆりかを包み込んだ。


    　ネコ影はそのまま怪鳥と距離を置き、旋せん回かいして怪鳥に突進をはじめた。


    　周囲に無数の棘とげを生やしたネコ影球は、高速で回転しながら怪鳥にぶち当たった。


    　ネコ影の棘が、怪鳥の体を削けずる。


    　しかし、大きなダメージを与える前に蹴けり返されてしまった。


    　怪鳥は弾むゆりかに容よう赦しやのない追撃を繰り出した。


    　ボールのように何度も蹴飛ばされ、踏みつけられる。


    



    「はっはっは。なんだそのつまらん戦い方は」


    



    　ゆりかはネコ影を解除した。


    　意を決して怪鳥に打撃を加えようとする。


    　暴風のような蹴りをかいくぐり、怪鳥の軸じく足あしに回し蹴りを打ち込んだ。


    　当たりはするが、まったく効いた様子がない。


    



    　もっと強い力を……。


    



    　そう思ってゆりかはハッとした。


    　どうする……私は理性を保ったまま、烏婆に立ち向かえるのか？


    　嚙かみ合った歯車が、再びずれはじめる。


    



    「なにをしているビキニンジャ。貴き様さまの背後で死神が舌なめずりしているぞ」


    



    　炎を避けたゆりかの足首に触手が絡からみつき、凄すさまじい勢いで地面に叩きつけた。


    　硬い地面が、まるでトランポリンのようにゆりかの身体を跳ね返した。


    　ネコ影による防御が間に合わず、全身を強打したゆりかの体は、無防備な状態で空中に放り出された。


    　ゆりかの身体目がけ、怪鳥の蹴りが飛んだ。


    　避けることも受け身を取ることもできず、まともに蹴けりを受けたゆりかは、さらに上空へ高く跳ね上げられ、そのまま地面に落下した。


    　呼吸をしようとすると肋ろつ骨こつが軋きしみ、全身に激痛が走る。


    　それでも腕をつき、弱々しく立ち上がろうとしたゆりかを、怪鳥が踏みつけた。


    



    　死ぬ。


    



    　激痛。


    　圧迫。


    　息ができない。


    　身動きすらままならず、身体が地面にめり込んでいく。


    　同時に、怪鳥からの思念がゆりかの心を侵食しはじめる。


    　苦しい。


    　痛い。


    　怖い。


    　恨うらめしい。


    　耳をふさぎたくなるような悪意の波に苛さいなまれ、黒く巨大な塊かたまりに押しつぶされそうになりながらも、ゆりかは抗あらがおうとしていた。


    　動け、立ちあがれ……。


    　なぜネコ影かげは私を守ってくれない……奥おう義ぎを出す力さえ尽きたというのか。


    　悪意とともに、絶望がゆりかの心を蝕むしばんだ。


    



    「ここまでか。免許皆かい伝でんの貴様なら奥義を御ぎよせると期待していたのだがな……」


    　烏からす婆ばがつまらなそうに鼻を鳴らし、怪鳥を操作する手つきを早めた。


    「美び姫き尼に流奥義は諸もろ刃はの剣ということか。それがわかった今、もう君を生かしておく理由はなくなった」


    



    　私は操り人形にされてしまうのか。


    　あのルルのような、気味の悪い『なにか』に成り果てるのか。


    　そういえば、烏婆は喰うために私を襲おそっているのだった。


    　ならあの炎は、私をローストするつもりだったのだろうか。


    　火加減に気をつけないと、おばさまに注意されてしまう。


    



    　ゆりかは笑った。


    　声は出なかった。


    



    　烏からす婆ばは一人で喋しやべり続けている。


    「ああ、案ずるな。私は八や尾お一族以外に興味はない。君がこの刃じん斬ざんの一部となっても、君の大切な人々はみな平和に暮らすだろうよ」


    



    　大切な人々。


    　その言葉が、ゆりかの心に響いた。


    



    　死ぬことは怖くない。


    　でも、今は生き延びたい。


    　生きて、あの人たちのもとに……！


    



    　ゆりかは最後の力を振り絞り、叫んだ。


    



    「ネコ影かげぇ!!」


    



    　ネコ影が現れ、怪鳥の足を持ち上げた。


    　バランスを崩し、怪鳥は尻しり餅もちをついた。


    　ネコ影に引き起こされたものの、ゆりかは立っているのがやっとの状態だった。


    　烏婆は怪鳥を起き上がらせ、ゆりかの変へん貌ぼうを静かに観察していた。


    　ゆりかの身体はどす黒い霧きりに包まれ、瞳が幻げん燈とうのように輝いていた。


    　かつてひなぎくも、絶体絶命の危機から反撃に出た。


    　影かげ忍にんが誕生したのは、その時だ。


    



    「そうだ、それだ……真の姿を見せろ、ビキニンジャ……」


    



    　しかし。


    



    　ゆりかは再び体力を取り戻そうと、深呼吸をはじめた。


    　呼吸のたびに力が戻る。


    　身体をやっと支えられる程度であったが、ゆりかは十分だと感じた。


    　ネコ影の力を使うんだ。


    　身を守るのではなく、敵を討つために。


    



    　ゆりかの心の歯車が嚙かみ合い、高速で回りはじめた。


    　ゆりかはネコ影かげの脈動を感じていた。


    　奉ほう納のうシノビファイトの時以来の感覚だ。


    　ネコ影の脈動は次第に力強くなっていく。


    　ゆりかは気づいた。


    　ネコ影の脈動と、己の鼓こ動どうが同調しているのを。


    　ネコ影が棒状に変化し、反り返りながら薄くなった。


    　ゆりかの目の前に、自身の身の丈たけほどの大太刀が現れた。


    　ゆりかは烏からす婆ばを睨にらんだ。


    　ゆりかの瞳には自信と誇りが宿っていた。


    



    　烏婆は、ゆりかの変へん貌ぼうが七年前とは違うことに気づいた。


    　影かげ忍にんと化したひなぎくの、禍まが々まがしい瞳とはまるで違っていた。


    　烏婆は新たな現象を目まの当たりにして心が高揚した。


    



    「奥おう義ぎを御ぎよしたというのか……くく、素晴らしい、素晴らしいぞ」


    



    　ゆりかは両手で握った太刀を肩にかつぎ上げ、構えをとった。


    



    　怪鳥が突進してきた。微動だにしないゆりか目がけ、足を振り下ろす。


    　ゆりかは裂れつ帛ぱくの気合いとともに、太刀を怪鳥の脚に叩き込んだ。


    　大質量と影の太刀がぶつかりあい、衝撃波が森を駆け抜けた。


    　周辺の木々がまとめてなぎ倒され、地面がめくれ上がった。


    



    「な……ッ」


    



    　衝撃波をまともに受けた烏婆は、木々をへし折りながら吹き飛ばされ、倒木と土煙の中に消えていった。


    　太刀を振り下ろした姿勢のまま、ゆりかは肩で息をしていた。


    　怪鳥の身体は、軸じく足あしの部分だけを残して消し飛んでいた。


    　形を保っていた黒い液体が不意に崩れ、飛沫しぶきとなって地面に吸い込まれていった。


    



    　ゆりかは呼吸を整えながら、液体が消えていくのを見届けた。


    　太刀はするりとゆりかの影に戻り、息が落ち着くにつれ、瞳も元に戻っていった。


    



    　烏からす婆ばは離れた場所で倒木に挟まれていた。


    　指が動いているところを見ると、生きてはいるようだ。


    　周囲にはもう、殺意は感じられない。


    



    　ゆりかは深呼吸し、万ばん感かんの思いで天を仰いだ。


    



    



    　戦いは終わったのだ。
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    　真夏の夜の森に、先ほどまでの激しい忍者同士の戦いが噓であったかのような静けさが訪れていた。


    



    　空には月が大きく輝き、森の木々に柔らかな光を投げかけていた。


    



    　そこへ突然、月明かりをも飲み込んでしまうほどの眩まぶしい光を放つ、黒い鉄の塊かたまりが飛来した。


    　それは、ゆりかをこの森へと運んでくれたシノビ協会のヘリ忍であった。


    　ゆりかの周りをサーチライトで慎重に照らし、そこに危険がないか確認すると、ヘリは上空でホバリングしながら側面ハッチを開け縄なわ梯ばし子ごを垂らし、そこから追跡隊の忍者達を次々と地上へと送り込んだ。


    



    　ゆりかはその光景をただ黙って見上げていた。


    



    　ヘリから降りて来た追跡隊の忍者達は、辺りを見回しながら足早にゆりかに近づくと、傷だらけのゆりかを見て、『大丈夫か』と呼びかけてその身を案じてくれた。


    　その言葉に、ゆりかは軽く手を挙げて自分の無事を伝えた。


    



    　そして追跡隊の忍者達は、ゆりかの後方の倒木の中で、いまだかすかにうごめく烏からす婆ばの元へと走って行った。


    　ゆりかは、烏婆が捕ほ縛ばくされるのを見届けると、やっと落ち着き再びヘリを見上げた。


    　ヘリのコックピットでは、パイロットがゆりかに向かい小さく手を振っていた。


    



    　地上に降り立ったヘリにゆりかが乗り込むと、パイロットが優しく語りかけた。


    「おかえりなさい、ビキニンジャ。やりましたね」


    「ありがとうございます」


    　疲れきったゆりかをねぎらうパイロットに、ゆりかは微笑ほほえんで答えた。


    



    　ゆりかを乗せたヘリは、壬み綱づなの里へと向かい飛び発たった。


    



    　壬綱の里のシノビ協会では、祐ゆう之の介すけと白しろ菜な丸まる、そして、一足先に帰還したサスケと庵いおりがゆりかのことを待っていた。


    



    　シノビ協会に到着したヘリは、その敷地に音をたてず着陸した。


    



    　ヘリから降り立ったゆりかを見て、ゆりかを待っていた全員の顔に笑みがこぼれた。


    



    『おつかれさん』


    　サスケと庵いおりはそう言って、ゆりかと固い握手を交わした。


    　祐ゆう之の介すけは、傷だらけのゆりかを見て少し気き後おくれしたが、ぐっと嚙かみしめてから言った。


    「ゆりか、おかえり」


    「ただいま、祐之介くん」


    　ゆりかは、祐之介の言葉にありったけの笑顔で答えた。


    



    　シノビ協会の建物からは、ゆりかの身を案じて沢たく山さんの職員や忍にん医いが走り出てきた。


    　ゆりかは忍医に付き添われ、医務室へと向かった。


    　祐之介はゆりかに付いて行こうとしたが、白しろ菜な丸まるがシャツの裾を咥くわえ止めさせた。


    「ゆりかは疲れている。ワタシ達はホテルで待とう」


    「わかった」


    　いまはそっとしておいたほうが良い、そう白菜丸は金色の瞳で祐之介に語りかけた。


    　祐之介は白菜丸の瞳を見てこくりとうなずいた。


    



    　医務室で処置が終わったあと、忍医と入れ替わりにサスケと庵が入って来た。


    　二人を襲おそっていたアキと人形達は、劣勢と見るや姿を消したという。


    



    　シノビ協会の特とく忍にん隊たいが全力でアキ達を追っているので、捕まるのは時間の問題だろうと、サスケが言った。


    「さて、今後のシノビ協会の対応についてだけど、一連の事件はすべて烏からす婆ばのせいにする方向で動いてるよ」


    「それが一番丸く収まる方法だな」


    　庵の言葉にうなずくゆりかに、サスケはたずねた。


    「ところで、ゆりかはこれからどうするの？」


    「え？」


    「一応、お母さんは鬼おにヶが島しまで見つかったんだから、忍にん務むも完了なんじゃないの？」


    「ああ、うん……そうだね」


    　ゆりかはうつむいて、少し考え込んだ。


    「でも、まだ会ったわけじゃないから」


    　そう答えたゆりかに、さらに庵が問いかけた。


    「気持ちはわからんでもないが、そうまでして会いたい理由はなんだ」


    　忍者の子の親離れは早い。


    　ゆりかの年齢で親を恋しがるのは稀まれである。


    「お母さんに謝りたいんです」


    「謝る？」


    「七年前の事件の前日に、凄すごくつまらないことで喧けん嘩かをしたんです。お母さんとの最後の会話が喧嘩だったことが、ずっと心残りだったんです」


    「なるほど」


    　そう言って庵いおりはうなずいた。


    「ゆりか」


    　サスケの声に、ゆりかは顔を上げた。


    「シノビ協会としては、ゆりかにはもう影かげ忍にんを追うのを止やめて欲しいの。もし次に追うときは……」


    「わかってる。影忍との完全決着ができる準備がととのったときでしょ」


    「そういうこと」


    　答えるサスケに、ゆりかは言葉を継いだ。


    「それじゃサスケちゃん、私はそろそろ帰るよ」


    「どこに？」


    　ゆりかは愛しそうな表情で言った。


    



    「私の家族が待ってるところ」


    



    



    　ゆりかは宇う須ず市を発たつときに、おばさまが囁ささやいてくれた、


    



    『ここがゆりちゃん家ちよ、だから早く帰って来てね』


    



    　という言葉を心の中で嚙かみしめていた。
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    　次の日、影かげ忍にんエックス捕ほ縛ばくのニュースが忍者界を駆け巡った。


    



    　ニュースの内容は、概おおむね次の通りであった。


    



    「人形を操る忍者『カラスバ』は、美び姫き尼に流を騙かたり、乱らつ破ぱ者ものを先導して忍者界を混乱させようとしていた」


    「美姫尼流免許皆かい伝でん、舞まい岳たけゆりかは里を下り、申さる鳶とび流、楠くす木のきサスケと共にカラスバを追跡し、これを倒し捕縛した」


    「取材に対し、舞岳ゆりかは『美姫尼流を貶おとしめる者は誰であろうと許さない』とコメントした」
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    　サスケと庵いおりがゆりかのもとを訪れていた頃、オレは、今後のことを考えていた。


    



    　ゆりかの忍者ステイは、どうなってしまうのだろうか。


    



    　ベッドの脇には、シロが寝そべっていた。


    　眠る気配のないオレに、シロが声をかけた。


    「ゆりかは医務室で養よう生じようするつもりだ。ゆーのすけもしっかり休んで、明日には、笑顔でゆりかを迎えてやれ。ゆりかもそれが一番嬉うれしいはずだ」


    「わかった。そうする」


    



    



    　次の日、少々寝不足気味で目を覚ましたオレは、シロと共にシノビ協会までやって来た。


    　シロと応接室で待っていると、ゆりかが入って来た。


    「ゆりか」


    「祐ゆう之の介すけくん」


    　ゆりかと祐之介はお互いの名を呼び合い、いつものように笑った。


    



    



    　ゆりかが、壬み綱づなの里を去るときが来た。


    　サスケは、次の仕事へと向かう前にゆりかと庵に会いに来ていた。


    「じゃあ、ゆりか元気でね」


    「うん、またね」


    「今度会うときは、闘技場のリングの上かな。ゆりか」


    「うん、それいいね」


    　嬉うれしそうに言うゆりかに、サスケも笑いながら答えた。


    「どれだけ成長してるか、楽しみだわ」


    　そう言うと、サスケは庵いおりと目を合わせた。


    「いろいろ助かったよ、大将」


    「今度うちの店に来い。たらふく飯をご馳ち走そうしてやる」


    「聞いたわよ。忘れないでね」


    「ああ」


    　サスケは『じゃ、次の仕事があるから』と言ってゆりかと庵の前から消えた。


    



    「目的は果たした。俺は早く店に戻らないとな。あの三人組じゃ店がどうなっているか、わからんしな」


    　庵はそう言って、少し眉を上げて笑ってみせた。


    「そうですね……あの、庵さん」


    「なんだ」


    「本当にありがとうございました」


    「礼を言うのはこっちだ。お前さんのおかげで気持ちよく忍者に復帰できた」


    



    　また宇う須ず市でな、と背中越しに手を振りながら、庵は先に壬み綱づなの里をあとにした。
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    　オレ達は、海岸沿いの広場で電車の駅へと向かうバスを待っていた。


    　手持ち無ぶ沙さ汰たのオレに、シロが話しかけてきた。


    



    「お別れだな、ゆーのすけ」


    「ああ」


    「バスが来るまでは、まだ時間があるな」


    「そうだな」


    



    　オレの気のない返事に、シロは小さくため息をついて言った。


    



    「ゆーのすけ、ワタシとデートするか」


    　オレは少し考えて、『また、来年の夏にな』と、とぼけて言った。


    



    「ウム。ゆーのすけ。いまのはワタシをからかったのか？」


    　シロがそう言うと、オレとゆりかは顔を見合わせてクスッと笑った。


    



    　しばらくするとバスがやって来るのが見えた。


    　シロは昼休みでもないのに人間の姿に変身し、じっとオレを見つめた。


    



    「ゥム」


    



    　そして、オレに顔を近づけたシロは、犬のように頰ほおをぺろりと舐なめた。


    



    「な、なんだよ。シロ」


    「お前が一人前の男になったら、ちゃんとキスしてやる」


    「最後までからかいやがって」


    　オレは照れながら、シロにお礼を言った。


    「でも、いろいろとありがとうな」


    「ああ、元気でな」


    「シロちゃん、ありがとう」


    「ウム。これからも精しよう進じんするのだぞ、ゆりか」


    「……へへ」


    「ウム。なんだ」


    「お婆ばあちゃんに励まされた感じ。シロちゃん、本当は長生きなんでしょう」


    「ふっふっふ。どうかな」


    



    　発車時刻となったバスは、オレとゆりかを乗せてゆっくりと走り出した。


    



    　シロがじっとたたずみ、オレ達を見送っているのが見えた。


    



    　オレは、どんどん小さくなっていく白しろ菜な丸まるの姿をいつまでも見ていた。


    



    　海風が優しく潮の香りを運んできて、オレの目に少ししみた。


    



    



    　駅に着いたゆりかと祐ゆう之の介すけを八や戸ど刈かり夫妻が迎えに来ていた。


    



    「おかえり、ゆりちゃん」


    「ただいま」


    「どうだった、祐之介」


    「うん、楽しかったよ」


    　祐之介の母がゆりかの前に立った。


    「ゆりちゃん」


    「おばさま」


    「一番辛つらいときにそばにいてあげられなくて、ごめんね」


    　おばさまの言葉を聞いたゆりかは、感かん極きわまりおばさまの胸に顔をうずめた。


    



    　そして、少し涙声で言った。


    



    「おばさま。お母さんが見つかりました」


    「え、ゆりちゃんのお母様が？」


    「はい」


    　おばさまが少し寂しそうな声で言った。


    「それじゃ……忍者ステイもおしまいなのね……」


    「でも、今度はお母さんを助けなければならなくなりました」


    「助ける？　お母さんの身に何かあったのかい」


    「はい。でも、今はどうすることもできません。助けられるときを待つしか……」


    「そう……」


    



    



    　ゆりかは顔を上げて言った。


    



    「ですからおじさま、おばさま。もうしばらく、忍者ステイさせてください」
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    　宇う須ず市大花火大会の日。


    　夕日が差し込む我が八や戸ど刈かり家のリビングでは、母さんがゆりかに浴衣ゆかたを着せていた。


    　奉ほう納のうシノビファイトの前に母さんが仕立てておいた浴衣だった。


    「どうですか？」


    　くるりと一回転してみせたゆりかは、オレ達にたずねた。


    「いやあ、よく似合ってるよ」


    　父さんが言った。


    「祐ゆう之の介すけくんは、どうかな」


    「お、おう、いいんじゃないか」


    　浴衣姿のゆりかにドキドキしながら、オレは答えた。


    「本当、とってもかわいいわよ、ゆりちゃん」


    「ありがとうございます。おばさま」


    



    　ゆりかを囲み盛り上がっていると、玄関のチャイムが鳴った。


    　高たか橋はしと安あん堂どうが『花火大会に行こう』と誘いに来たのだ。


    



    　父さん、母さん、オレとゆりか、それに高橋と安堂のみんなで花火大会に出かけた。


    　途中、高橋の愚ぐ痴ち、安堂の突っ込み、いつのも光景にオレはなんだかほっとした。


    　オレはふと預けたアマガエルのことを思い出し安堂に聞いた。


    「そういえば、預けたアマガエルの名前ってなんてつけたんだ」


    　すると、安堂はにこっと笑って言った。


    「ユウノスケってつけた」


    「なんだよそれ！　なんでアマガエルの名前がオレの名なんだよ！」


    　ムッとするオレに、安堂は『アマガエルを押しつけて行ったバツよ』とまた笑った。


    



    　オレ達はみんなで花火がよく見える河か川せん敷じきへと向かった。


    　彼方かなたの山に日が沈みきった瞬間、一発目の花火が河川敷を明るく染め上げた。


    　そして、次々と色とりどりの花火が夜空に舞いはじめた。


    　花火を見ながら、オレは言った。


    「この花火を見ると『夏休みが終わるんだな』って気分になるな」


    「まだ終わってねーぞ。ゆりかさん、一緒にプールに行きませんか！」


    　高橋は、ここぞとばかりにゆりかに声をかけた。


    「うん、いいよ」


    　素直にそう答えるゆりかに、オレは慌あわてて言った。


    「待て、オレも行く」


    「お前は散々夏休みをエンジョイしてきただろうが」


    「まだ足りねえ」


    　オレは、黙って花火を見ている安あん堂どうにも声をかけた。


    「安堂も行こうぜ」


    　安堂の顔がぱっと明るくなった。


    「いいの？」


    「夏休みだぜ」


    「うん。私も行く」


    　そう言うと、安堂は思い出したようにオレにたずねた。


    「あ、そういえば祐ゆう之の介すけ、自由研究は終わってるの？」


    「それが……まとめがまだなんだ」


    　口ごもるオレに、安堂は提案した。


    「じゃあ、みんなで宿題をやるのはどう？」


    「安堂、ナイスアイデア！　祐之介ん家ちでいいな」


    「うちかよ」


    「忍者の里の研究だろ？　ついでに土産みやげ話ばなしも聞かせろよ！」


    「うう……わかったわかった」


    　オレは高たか橋はしの強引さに負けて言った。


    



    「じゃあ私も手伝ってあげるよ」


    　ゆりかがそうオレに言った瞬間、一際大きな花火が上がった。


    　オレ達は歓声を上げて花火を見上げた。


    　花火の光に照らされたゆりかの顔を見てオレは言った。


    「なあ、ゆりか」


    「なあに」


    「来年は、お母さんと一緒に見られるといいな」


    



    　ゆりかは一瞬驚いたような表情をすると、とびきりの笑顔を見せて言った。


    



    「うん」
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    Ｅｐｉｌｏｇｕｅ


    　険しい山々に囲まれた樹海。


    　その奥深くに忍者界の頂点に君くん臨りんする鬼神、八や尾お美び姫き尼にの住すみ処かがある。


    　何なん人ぴとも踏み入れられないことから、樹海は聖地と呼ばれた。


    



    　ゆりかがビキニ参りを終え宇う須ず市に戻った数日後、聖地を訪問する者がいた。


    



    　その日、強い日差しと蟬せみ時雨しぐれが降り注ぐ中、八尾美姫尼は建て替えたばかりの住まいを庭先から眺めていた。


    　そのまなざしは、飛ぶ鳥を射い落おとしてしまいそうな鋭さだった。


    「相変わらずその頭の飾りは似合わんな」


    　八尾の背後から、口調とは裏腹に可愛かわいらしい少女の声がした。


    「約束の時間を過ぎておるぞ、シロ」


    　八尾の言葉に、一頭の立派な銀狼が森の中から庭先に歩み出た。


    　その銀狼、白しろ菜な丸まるは濃緑の風呂敷包みを咥くわえていた。


    「久しぶりの再会に手ぶらというわけにもいかんだろう。お前好みの茶菓子を選ぶのに、時間が掛かってしまった。それとな、八尾。ワタシを犬みたいに呼ぶな」


    　そう言って白菜丸はフン、と鼻を鳴らした。


    「ならば姿を変えよ。毛むくじゃらの姿は見ていて暑苦しい」


    　八尾美姫尼の言葉を受け、白菜丸は少女の姿に変化へんげした。


    「八尾よ、お前もそのババくさい変装を解いたらどうだ」


    　そう白菜丸に促うながされ背を伸ばすと、八尾はみるみる若返り、銀髪の美しい女性となった。


    　八尾が白菜丸の方に体を向けると、その顔を見た白菜丸が言った。


    「ウム、ゆりかは八尾によく似ていたぞ。それにしても、ちっとも老けておらんのう」


    「年をとらぬのはお互い様じゃろう」


    　二人は歩き出し、縁側に腰を下ろした。


    「して、白菜丸。今日の菓子はなんじゃ」


    「壬み綱づな大福、小倉クリームだ」


    「ほう、新作だな」


    　八尾の口元がほころんだ。


    　八や尾お美び姫き尼には姿なき家政婦に茶を用意させ、さっそく大福を頰ほお張ばった。


    「ふむ、よい甘さじゃ」


    　二人はしばらく青空に湧わき上がった見事な入道雲を眺めた。


    「白しろ菜な丸まるよ。ゆりかの仕上がりはどうじゃ」


    　先に口を開いたのは八尾美姫尼だった。


    「上々だ。あれならひなぎくと相対しても生還できるだろう」


    　白菜丸はそう答えると、茶をひとすすりし、続けた。


    「まあ、己が動けば万事解決すると思うのだがな」


    「神が下界で活躍してもよいのは、神話の時代までじゃ」


    「鬼神とてわが子は愛しいだろう」


    「だから鍛きたえた。一族の『血』に負けぬようにな。わしにできるのは、そこまでじゃ」


    「血、か。あれからもう三百年経つのだな」


    　白菜丸はそう言って再び茶をすすると、『早いものだ』とつぶやいた。


    



    　八尾美姫尼は三百年前、仲間とともに鬼退治をした。


    　白菜丸は、仲間の一人だった。


    　大きな犠牲を払って鬼は倒された。


    　しかし息絶える間際、鬼は止とどめを刺した八尾に呪いをかけた。


    



    『貴様も鬼になるがいい。人の心を持ったままな』


    



    「奴も味な真ま似ねをしてくれたものじゃ」


    　八尾がそう言って、ビキニ装しよう束ぞくの特徴であるネコ耳の髪飾りを外すと、そこには五センチほどの突起が生えていた。


    「わしを苦悩させるために人の心を残したのであろうが、もとよりわしは忍びの者。虐しいたげられることもなく、存分に鬼の力を発はつ揮きできた」


    「ウム。その力はむしろ世のために活かされておるのだから、皮肉な話だ」


    　白菜丸はそう言って指に付いた餡あんをぺろりと舐なめた。


    「じゃが、鬼の力が子に受け継がれたのは問題じゃ」


    「ウム」


    「異い形ぎようの力は心に闇を落とす。ゆりかは継いだ力ちからが薄いゆえ闇を克こく服ふくできたが、娘のひなぎくはとうとう克服できなんだ」


    「ウム。それでひなぎくへの免許皆かい伝でんをとりやめ、ひなぎくから力に関する一切の記憶を消したのだな」


    「それも付つけ焼やき刃ばじゃった。力はすでにひなぎくの心に闇を落とし、あげく影かげ忍にんなどという人格を誕生させおった。まるであの鬼そのものじゃ」


    「ウム……」


    　白しろ菜な丸まるはしばし考え、言った。


    「八や尾およ。ワタシ達が討ち取った鬼は、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな奴だった。影忍はなぜ名のある忍者ではなく、乱らつ破ぱ者ものだけを狙うのだろう」


    　すると八尾は、不敵な笑みを浮かべた。


    「ほっほっほっ。影忍とやらは、わしを恐れているのじゃろう」


    「恐れる、とな」


    「力には支配されども、母の怖さは覚えておるとみえる。じゃからわしが作った社会への干かん渉しようを、できるだけ避けておるんじゃろう」


    　白菜丸は、肯定も否定もしなかった。


    　だが近い将来、その状況が変わるのは確かだ。


    　ゆりかの活躍と協会の取り締まり強化で、乱波者は激減する。


    　楽しみを奪われれば、影忍も黙ってはいないだろう。


    「ゆりかとひなぎくが再会するのは、その時じゃろう」


    「ウム……無事再会できたとして、二人はその後どうするのだろうな」


    「それぞれ好きな道を進むだろう。親子ではあるが、二人ともすでに一いち忍にん前まえじゃ」


    「ウム……」


    「なにが気になるのじゃ」


    「いや、ゆりかには、帰る場所ができたようだからな」


    「……ほう」


    　全ての大福をたいらげた八尾美び姫き尼には、満足そうに立ち上がり、耳を澄ませた。


    　大自然の営みが聞こえてくる。


    「シロよ」


    「なんだ」


    「孫が世話になったな」


    「なに、昔のよしみだ。なによりワタシも楽しませてもらった」


    　白菜丸がビキニ参りでの出来事を話そうとすると、八尾は『待て』と手を伸ばした。


    



    「シロよ。その話、酒の肴さかなにしようではないか」


    



    「よかろう。だがな、八尾。ワタシを犬みたいに呼ぶな」
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